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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大好きな姉に、彼氏ができた。




　俺の名前は水みず野の瑛えい樹じ。どこにでもいる、ごく普通の男子高校生。

　そんな俺は、自他ともに認める、大のシスコンである。

　小さい頃から姉ちゃんが大好きで……それは、高校一年生になった今でも、変わることは無かった。

　──しかし、そんなある日。

「お姉ちゃんね、彼氏ができたの」

　そんな一言で、俺の生活は一変した。

　これまで、青春のすべてを姉ちゃんに捧ささげてきた俺は、突如お役御免。

　名も知らぬ男に、姉ちゃんの隣を奪われたのである。

「畜生……！　一体、どんな男なんだ！」

　俺の頭の中は、姿が見えない姉ちゃんの彼氏のことでいっぱいだった。

　その男がとんでもなく酷い性格のやつだったらどうしよう。

　純真無垢むくな姉ちゃんを、騙だまそうなんて考えてるやつだったら……。

　そんな不安と、姉ちゃんを奪われた悲しみに暮れていた俺は、ある一つの決意をした。

「──姉ちゃんに相応ふさわしい男なのか、見極めないと」

　子供の頃から『姉ちゃんを守ること』を信条としてきた俺は、姉ちゃんのことを尾行して見守りつつ、相手の男について調べることに決めたのだ。

　……そう、最初はそれだけのつもりだったんだけどな。

　それが、尾行を始めた初日、まさかあんなことになるなんて。

「……どうして水野がここに？」

「……どうして羽は瀬せ川がわがここに？」

　姉ちゃんに彼氏ができたことで、もう一人。

　俺と同じように、二人のことを尾行しようと考えた人物がいたのだ。

　これが後に、俺の人生に大きな影響を与えることとなる女との始まり。

　──男嫌いなクラスの美女、羽瀬川碧あお依いとの出会いだった。
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　高校生の俺、水みず野の瑛えい樹じの朝は早い。

　時刻は午前五時半。登校の、二時間前には起床するようにしている。

「……よし。今日も頑張るか」

　意識をハッキリさせるため、パチンと頬を一叩たたき。

　布団の温もりに名残惜しさを覚えつつも、階段を下り、洗面所へ。サッと顔を洗い、歯みがきを済ませ、ついでに身支度も整える。

　ちなみに、こんなにも朝早くに起きて準備をしている俺だが、別に部活動の朝練があるだとか、身支度に時間をかけるタイプだとか、そういった理由があるわけではない。

　俺が早起きをする理由。それは──。




「──うん、今朝もバッチリだな」

　先ほど作り終えた朝食を眺めながら、自信たっぷりに独りごちる。

　見栄えと栄養バランス。そして量の配分もキッチリと。

　トーストとスクランブルエッグ、それにソーセージにサラダ。デザートにオレンジも添えて。……うん、これなら姉ちゃんも喜ぶだろう。

　同時進行で、弁当の準備も進めていく。

　炊きたてのご飯を三角にまとめておにぎりを作り、卵焼き、ウインナー、プチトマト……小さな弁当箱の隙間を、彩りを考えながらパズルのように埋めていく。

　そうして、気づけば六時半前。

　完成した朝食を机の上に並べ、おかずを詰め終えた弁当箱をランチバッグにしまい、準備完了。

　無事、時間通りに仕事を終え、俺は次なる予定に取り掛かる。

「──さて。今日はスッキリ目覚めてくれるといいんだけども」

　そんな独り言を口にしながら、階段を上り、二階へと向かう。

　自分の部屋を素通りし、突き当たり。

『ハルカ』と書かれたネームプレートの掛かったドアをノックし、

「姉ちゃん、朝だよ」

　声を掛けながら、俺はそのドアを開けた。

　六畳ほどの広さの部屋は、自分の部屋と違い、可愛らしくオシャレな女の子の部屋、というような内装だ。

　白を基調としたその空間は、可愛らしい小物や、オシャレな家具が並んでいる。

　ややサイズの大きい熊のぬいぐるみと目が合うのも、毎朝のこと。

　そのままベッドに歩み寄り、この部屋の主──姉ちゃんの肩を揺らしながら、

「朝だよ、姉ちゃん。起きて」

「……んんっ。……瑛樹？」

「うん。もう六時半だから起きないと。朝ごはん、できてるから」

「う～ん……。まだ眠い……」

「駄目だって。今日は朝練があるんでしょ？　早くしないと遅刻するよ」

「朝練……。……あっ、そうだ。今日は朝、早いんだった」

　ようやく起きる気になってくれたようだ。

　朝練というワードを聞き、寝ね惚ぼけ眼を擦りながら、体を起こす。

　ふわっ、と一つあくびをし、ようやく目を開け、

「おはよう、瑛樹」

「うん、おはよう。姉ちゃん」

　と、朝の挨あい拶さつを交わした。

　まだ眠いのだろう。目が少し、トロンとしている。うーん、可愛い。

　──と、堪たん能のうしてる場合じゃなかった。

「じゃあ、俺は下にいるから。紅茶とココア、どっちがいい？」

「うーん……紅茶！　砂糖たっぷりで」

「はいはい、了解。冷めないうちに、早く準備済ませてきてね」

「はーい」

　部屋を後にした俺は、再びキッチンへ戻り、オーダー通り砂糖たっぷりの紅茶を用意する。部屋中に、紅茶のいい香りが漂い始めた頃、計ったようなタイミングで、身支度を済ませた姉ちゃんがリビングへとやってきた。

「ん、いい香り。今日はトースト？」

「そうだよ。姉ちゃん昨日、明日あしたはパンがいいって言ってたから」

「うふふ。覚えててくれてありがとう、瑛樹」

　はい、満面の笑みいただきました。

　正直、この笑顔を見られるだけで、朝二時間以上早く起きるのも、毎朝こうして朝食の準備をするのも、全く苦にならない。

　そう。俺が朝早く起きるのは、このためだ。

　美味おいしい朝ごはんを、姉ちゃんに食べてもらいたい。

　お昼も、ちゃんとしたお弁当を食べて欲しい。

　それらを用意することで、姉ちゃんに喜んでもらいたい。

　ただ、それだけである。それ以上でも、それ以下でもない。

　それに、ウチは元々両親が仕事で多忙ということもあり、自分たちのことは自分たちでやろうという約束をしている。

　料理が苦手な姉ちゃんは、掃除や洗濯を。

　逆に、料理をすることが苦手じゃない俺が、食事の用意をする。

　そんな風に、役割分担をしている。

　その結果、姉ちゃんに美味しいもの、健康にいいものを食べて欲しいと思うようになり……すっかり料理にハマって、朝食もお弁当も、ついでに晩御飯まで俺が作るようになったのだ。







「──んー、美味しかった」

　礼儀正しく、手を合わせ「ごちそうさま」と挨拶をする。

　気づけば、時刻は七時半を迎えていた。

「じゃあ、そろそろ出よっか。片付けは俺がやっとくから、準備してきていいよ」

「ゴメンね、瑛樹！　夜はちゃんと、私がやるから！」

　思ったより、ゆっくりしてしまった。学校へ向かう準備をすべく、姉ちゃんは慌ただしく部屋に戻っていく。

　その間、俺は食器を洗いながら、準備が終わるのを待っていた。

　剣道部のマネージャーを務めている姉ちゃんは、八時から始まる朝練に間に合うよう、いつもこの時間に家を出ている。

　我が家から学校までは、電車で三駅ほど。時間にして、三十分弱。

　ちょうど、今くらいのタイミングで出発すればピッタリだ。

　つまり、慌てて登校しなきゃいけないのは、姉ちゃんだけのはずなのだが──。

「お待たせ、瑛樹。それじゃ行こっか」

「うん」

　朝練のない俺も、姉ちゃんと同じタイミングで家を出る。

　そう。俺の毎朝こなさなければいけないミッションは、朝食と弁当作りだけではない。

　姉ちゃんと一緒に登校する。これを終えて初めて、俺の朝の仕事は無事に完了するのだ。




　　　　＊




「いつもゴメンね、瑛樹。早くに準備させちゃって」

　もう何度目になるだろうか。

　高校に入学して半年。こうして一緒に学校へ行く道すがら、週に一度くらいのペースで、姉ちゃんは申し訳なさそうに謝ってくる。

　だが、これら全部、別に姉ちゃんや両親からお願いされてやっているわけではない。

　すべて、俺が好きでやっていること。だから──。

「いつも言ってるけど、別に気にしなくていいって。ご飯を用意するのも、一緒に登校するのも、俺がやりたくてやってるだけなんだから」

「うん、瑛樹がそう言ってくれるから、私も気は楽なんだけど……」

　俺が朝食や弁当を用意するのは、姉ちゃんに喜んで欲しいから。

　そして、こうして一緒に登校するのは……姉ちゃんのことが心配だから、の一言に尽きる。

　たかが三駅、されど三駅。

　短い区間でも、時間帯はまさに通勤ラッシュ真まっ只ただ中なか。そんな中に、こんな美人の姉ちゃんを乗せるなんて……ああ、想像するだけでも恐ろしい。ライオンの檻おりに、ウサギを放り込むようなものだ。

　なんてことを考えながら、隣を歩く姉ちゃんを改めて見る。




　名前は晴はる香か。年は一つ上で、現在高校二年生。

　色白で、目はくりっと大きく、パッチリ二重。活発婉えん麗れいという四字熟語がピッタリな、明るく淑やかな女性で、弟のひいき目を抜きにしても学校一、いや、日本一だと断言できるほどの魅力を持っている。

　そして、そんな見た目に違わず、性格も完かん璧ぺきで、常に物腰柔らかく、誰に対しても温かい態度で接する。

　困った人を見かければ、考えるより先に行動し、優しく声をかける。

　そこに損得といった感情はなく、時には自分を犠牲にしてでも行動するタイプなのだ。

　更には、勉学も優秀。特に現代文と英語の成績は非常によく、少しばかり数学が苦手だそうだが、それでも平均点は優に超えている。

　そんな、才色兼備という四字熟語すらもピッタリな姉ちゃんだが、意外と抜けている部分も多い。

　運動はからっきしだし、料理も苦手。また、子供の頃から両親が留守がちだった家庭環境のせいか、少し寂しがり屋なところもある。最近はそうでもなくなったが、子供の時は、よく泣いていたものだ。

　まあ、そういうちょっと抜けた部分も、これまた可愛くて魅力的なのだが……姉を愛する弟としては、やはり心配してしまうのも仕方ないだろう。

　怪しい男に騙だまされて、酷い目に遭わないだろうか。

　苦手な料理に挑戦して、うっかり火傷やけどや怪我をしてしまわないだろうか。等々……。

　その結果、料理は俺が担当することにして、毎日登下校も一緒に行うことになったのだ。




　……え？　ちょっと過保護すぎじゃないかって？




　仕方ないだろう、心配なんだから。

　もちろん、姉ちゃんが迷惑しているのであれば、俺だってやめるつもりだ。

　ただ、現状特にそういうことを言われているわけでもないし、むしろ『一人で登校するのは寂しいし、瑛樹が一緒だと楽しい』と言ってくれているくらいだ。

　なので、俺としては姉ちゃんが卒業するまでの残り一年半、この生活を送るつもりでいる。

　何度も言うが、俺がやりたくてやってることだからな。







「そういえば姉ちゃん、今日は何時頃に部活終わるの？」

　電車に乗り、姉ちゃんと雑談をしながら学校へ向かう。

　ここで言う部活終わりとは、朝練のことではなく、放課後の話。

　下校も一緒にするためには、姉ちゃんの部活が終わる時間を把握しておかなければいけない。それによって、放課後の過ごし方が変わるからだ。

　時間がかかりそうなら、一いつ旦たん晩ご飯の買い出しに行くのもアリだし、逆に早く終わりそうなら、図書室や教室で時間を潰つぶす。こうして俺の放課後の予定は、大体朝の登校時に決まるのがいつもの流れ。

　──だが、今日は。

「あ、そのことなんだけどね。今日は瑛樹、先に帰ってていいわよ」

「え？　何か用事でもあるの？」

「うん。ちょっとね」

「ふうん、そっか。何なら一回帰って、また学校に戻ってもいいけど」

「ふふ、心配してくれてありがとう。でも、大変だと思うし大丈夫よ。いつも瑛樹に迷惑かけちゃ、悪いものね」

　別に、迷惑だなんて思ってはいないけど。むしろ心配が勝つまでであるが。

　……まあ、姉ちゃんが必要ないというのなら、それに従うしかない。

「わかった。それじゃ、気を付けてね」

　さてと。それじゃ放課後は、どうしよう。

　食材の買い出しに、ちょっと遠くのスーパーまで向かうとするか……。




　　　　＊




（ふう。今日のミッションも、無事コンプリートっと）

　時刻は八時前。教室に到着した俺は、誰もいない教室で一人、息をつきながら椅子に座る。

　さて、ホームルームまで一時間か。今日はどう過ごそうかな。

　課題は終わらせてるし、いつも通り動画サイトで料理の研究でもしようか。

　それとも、たまには授業の予習でも……。

　と、これからの過ごし方を考えていると、




　──ガラッ。




　教室のドアが開き、誰かが入ってきた。

　珍しいな。こんな早くに登校なんて、一体誰──。

（──げ、羽は瀬せ川がわか）

　教室に入ってきたのは、クラスメイトの羽瀬川碧あお依いだった。

　スラリとしたスタイルに、整った顔立ち。サラッと腰まで伸びた髪をなびかせながら、スタスタと教室を歩くその姿はさながら、ランウェイを歩くファッションモデルのようだ。

　姉ちゃんには遠く及ばないものの（ここ重要）、羽瀬川もまた、美人にカテゴライズされる女性の一人には違いないだろう。

　日常的に、魅力的な女性を見続けている俺がそう思うのだから、間違いない。

　さて、そんな羽瀬川だが……あの見た目ということもあり、当然、男子人気も高い。

　入学してすぐの頃なんかは、『かなりの美女が入学してきたらしいぞ』と、上級生が見学に来るほどだったからな。

　そしてこれもまた当然と言えば当然か、同級生やクラスメイトからもかなりの注目を集め、入学式の一か月後には、羽瀬川に告白した男子生徒の数は二ふた桁けたを超えたとかなんとか、という情報が入ってきたくらいだ。




　──だが。そんな羽瀬川ブームも、一学期を終える頃にはすっかり収まっていた。




　それは何故か。

　理由は簡単。みな、気づいてしまったのだ。

　羽瀬川碧依という女子生徒が〝大の男嫌いである〟ということに。

　言い寄る男は一刀両断。

　いや、それだけならまだしも、クラスメイトの男子との日常会話すらも拒否し、必要最低限の会話であっても、心底嫌そうな態度で接してくる。

　そして極めつけは、羽瀬川本人が発した、

「男なんて全員、私にとっては敵よ」

　という発言。

　これには流石に、羽瀬川に言い寄ろうとしていた男子も尻しり込ごみをする他なかった。

　取り付く島もないとはこのことか。

　友好的ではないと思っていたら、まさかの敵認定だからな。

　こうして、羽瀬川と関わる機会が多いクラスメイトの男子から順に、彼女に興味関心を持っていた男子生徒は、みな、こう思うようになっていた。




　羽瀬川碧依には関わらない方がいい、と。




　そして俺も、そんな風に思った男の一人。とはいえ俺は、好意を持っていたわけではなく、単に周りの反応を見ていくうちに『関わらない方が吉』と思っただけだが。

　とまあそんなわけで、自然と羽瀬川の周りに集まっていた男子生徒は散っていき、今ではクラスメイトすらも、彼女に話しかけようとする男子はいない有様。

　なので、今この瞬間。

　たとえ教室でクラスメイトの女子と二人きりというシチュエーションであったとしても、それを喜ぶことはないし、そもそも挨あい拶さつすらも交わすことはない。




「……ふん」

　ほら、やっぱり向こうも同じだ。

　教室に入ってきた羽瀬川は、隅の席でボーッとする俺を一いち瞥べつし、挨拶するでも、何かアクションを起こすでもなく、さっさと俺の斜め後ろにある自分の席に着く。

　そして、鞄かばんを机に置くや、一秒でも早く教室から出たいと思ったのか、サッとどこかへ行ってしまった。

　その間、僅わずか三十秒程度の出来事。

「……はぁ、なんか朝から疲れたな」

　たった三十秒の出来事ではあったが、それでも確実に、教室には重苦しい空気が漂っていたように思う。

　だから、仕方ないことだろう。

　そんな空間から解放され、ため息をついてしまうのは。

（……そういえば、前もこんなことあったな）

　やがて、再び静寂が戻ってきた教室で、ぼんやりと俺は羽瀬川のことを考えていた。

　たまに、こういうことはあったように思う。

　朝、羽瀬川がこのくらいの時間に教室へ来て、鞄を置いてどこかに行くシーン。

　正直、羽瀬川のことを大して知らないので、もしかしたら朝練がある部活に加入しているのかもしれない。

　か、もしくは別の用事か。

　まあぶっちゃけ、どっちでもいいんだけど。

　そんなことをグルグルと考えながら俺は、とりあえずこれからの過ごし方を動画視聴に決め、ポケットからスマートフォンを取り出すのだった。




　　　　＊




　その日の夜、姉ちゃんの帰りが遅かった。

　いつもは部活が終わるのは、大体六時過ぎ。それから帰宅するとなると、遅くとも七時前には帰っている。

　だが、今日はもう七時半を回っている。

　もしかしたら下校途中に何かあったのでは……と、正直、気が気ではない。

（ああ、やっぱり学校まで迎えに行くべきだったかなぁ）

　我ながら心配性だなと思いながらも、何かあってからでは遅いのだという気持ちもあり、そわそわとしながらリビングで待っていると。

「──ただいま」

　ようやく、姉ちゃんが帰ってきた。

「お帰り、遅かったね」

「うん。ちょっとね」

　ほっ。とりあえず、何事もなかったようで一安心……。

　……ん？

「どうしたの、瑛樹？　私の顔に、何か付いてる？」

「いや、そうじゃなくて。なんか姉ちゃん、ずいぶん浮かれてるみたいだから」

　日頃、毎日姉ちゃんの顔を見ているからわかるとか、そういうことじゃなく。

　誰がどう見ても、今、姉ちゃんは上機嫌なことがわかるくらいに、ニコニコとした笑みを浮かべていた。

「何か、いいことでもあったの？」

「ふふ、わかる？　瑛樹には隠し事、できそうにないわね」

「いや、流石に誰でも気づくと思うけど……何があったの？」

「んー……いずれ瑛樹には言おうと思ってたし、もう、今日言っちゃおうかな？」

「言う？」

「うん。ご飯の時に、また話すわね。ふふっ」

　そう言い残し、姉ちゃんはリビングを後にして、自分の部屋へと戻っていった。

　まるでスキップするかのように軽やかな足取り。

　こりゃ、ずいぶんと嬉うれしい出来事があったに違いない。

　……なんだろう。姉ちゃんが喜んでるのに、俺の方は不思議と、嫌な予感がしているというか。

　弟の勘が告げている。

　これは、今までとは何か違うぞ、と。

　テストでいい点を取っただとか、先生に褒められただとか、そういうことじゃない。

　もっとこう、何か別の理由な気がする。

（……とりあえず、後で詳しい話を聞いてからだな）

　ひとまずご飯の準備をと、俺はすっかり冷めた味み噌そ汁しるに火を入れ、温め始める。

　その間もずっと、胸のざわつきは止まらなかった──。







「んー、美味おいしい♪　瑛樹、また料理の腕が上がったでしょ？」

「そう？」

「うん。今朝も思ったことなんだけどね。特にこのお味噌汁、すっごく美味しいわ」

「ありがと。褒めてもらえると、こっちも作り甲斐がいがあるよ」

　いつもなら、ここで心の中でガッツポーズを決める場面。

　だが今日は、そんな気持ちよりも優先される感情があって……。

（……一体、どのタイミングで話してくれるのだろうか）

　先ほどから俺は、姉ちゃんの身に起きた『嬉しい出来事』が何なのか、気になって仕方がなかった。

　しかし、そんな俺の気持ちとは裏腹に、姉ちゃんは、

「ゴメンねー。晩ご飯まで作らせちゃって」

　と、今朝と似たような感じで、謝罪をしてきた。

　はやる気持ちを抑え、俺はいつも通り、

「何度も言ってるでしょ、気にしないでいいよ」

　と、返答。加えて、

「母さんたち、今日も遅いみたいだからね。毎日外食とか総菜ばかりじゃ、健康にもよくないし」

「そうなのよねぇ。やっぱり、私もご飯作るの手伝った方が……」

「大丈夫だって。姉ちゃん、料理苦手でしょ」

「うっ──。それは……そうなんだけど」

　おや、珍しいな。いつもは「そうなのよね」と納得するところなのに。

「ほら。やっぱり私も女の子だし、料理くらいこなせた方がいい気がするの」

「そうかな。今どき料理しない女の子なんて、珍しくないと思うけど」

　正直、その辺はよくわからない。

　が、以前クラスの女子と話した時、そんなことを聞かされた気がする。

　そう言うと姉ちゃんは、「ちょっとずつ練習するしかないかな」と、ポツリ。

　どうしたんだろうか。ここまで料理にこだわるなんて、やっぱり珍しい。

　しかし、これ以上突っ込んでもあれなので、料理繋つながりで思い出した別の話題を口にする。

「そういや、料理で思い出した。金曜、姉ちゃんと帰れそうにないんだ」

「そうなの？」

「うん、ちょうど味み噌そが切れてさ。調べたら、ちょっと遠いスーパーで特売やるらしいから、買い物行って帰ろうと思ってるんだ」

「ああ、なるほど。そういうことなら、売り切れる前に向かわないとね」

「うん。もしあれだったら、スーパーから学校まで戻ってもいいけど……」

「ううん、大丈夫よ。むしろ、ちょうどよかったかもしれないわ」

「え？」

　ちょうどよかったとは、どういうことだろうか？

　思わず聞き返す俺に、姉ちゃんはこう告げた。

「実はね。金曜だけじゃなくて……明日あしたから、放課後待ってくれなくても大丈夫になったの」

　と。

　どういうことだろうか。

　放課後、夜。一人で帰らせるには危ない、そして何より、俺が姉ちゃんと一緒に帰りたいという理由から、入学後半年、すっかり日課となっていた一緒の下校。

　しかしその日課が、もう不要だという。

　一体、どうして……。……あっ。

「もしかして、一緒に帰る友達ができたとか？」

　なるほど、それなら納得だ。例えば、女の子の友達とか──。

「ううん。その、ね……。か、彼氏が、送ってくれることになって」

　ああ、なるほど。

　彼氏が送ってくれると。




　……。

　…………。

　………………。

　……………………は？




「え、ちょっと待って。彼氏？　え、何の話？　姉ちゃん、急に何を言ってるの？」

「さっき言ったでしょ、後で話すって。それが、このことなんだけど……」

　頬を赤らめながら、恥ずかしそうに語る姉ちゃん。

「今日、ね。部活が終わった後、告白されたの。私も、ずっと気になってた人だったから……。うふふ、まさか両想いだなんて、思わなかったわ」

「……」

「それでね、明日からは一緒に帰ろうだって。彼──彰あきら君って言うんだけど、家まで送ってくれるって言うの。定期の区間内だからって、わざわざ降りて送ってくれるんだって。あ、ちなみに今日も、一緒に帰ってきたのよ。途中、ちょっと寄り道して、遅くなっちゃったんだけど……」

　体が震えているのに気づいた。

　思考は停止し、先ほどから姉ちゃんが喋しやべっている日本語が、全く理解できない。




　コクハク？

　リョウオモイ？

　カレシ？




　どうしよう、俺の頭が受付を拒否している。

「ゴメンね。急な報告になっちゃって──って、どうしたの!?　顔が真っ青よ!?」
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「……へ？」

　姉ちゃんが、驚きながら俺の顔をジッと見つめる。

　少し、心配そうな顔。……いかん、姉ちゃんを心配させるわけには。

「だ、大丈夫。大丈夫だよ……」

「……そう？　あんまり大丈夫そうには見えないけど」

　無論、大丈夫なわけはない。

　嫌な予感はしていたが、あまりにも唐突に投下された爆弾。

　一体、どう処理すればいいんだ……!?

「体調が悪いなら、部屋に戻った方が……」

「い、いや。それより、話の続きを聞かせて欲しいな」

　正直、一刻も早くこの場を脱したかった。

　これ以上話を聞いたら、どうにかなってしまいそうだから。




　──だが。同時に、今ここで聞かないといけない、と思う自分もいた。




　もし今ここで部屋に戻ったとしたら……俺は多分、悶もん々もんとしたまま朝を迎える。

　一体、彼氏とはどんな男なのか。

　そもそも本当に実在する人物なのか。

　年は？　性格は？　とにかく疑問は尽きない。

　なので俺は、一いつ旦たん耐えることにした。

　も、もしかしたら、姉ちゃんのドッキリって可能性もまだあるし……。

「そう？　あんまり無理しないのよ？」

「う、うん。心配ありがとう。それより、彼氏ができたって話だけど……」

　尋ねると、「じゃあ、さっきの続き」とスマホを取り出しながら、

「これ、写真。羽瀬川彰君って言うの。同じ部活の同級生でね」

　と、写真を見せてくれた。

　そこに写っていたのは、笑顔でピースサインをしているジャージ姿の姉と、剣道着姿で、同じく笑顔を見せているイケメンのツーショット。

　無駄に高画質なのが腹立たしいほどに、鮮明に映った二人の姿。

　姉ちゃんたちの間には、ほぼ距離はないに等しく……というか、ほぼピッタリくっついている状態。

　これには、覚悟を決めて話を進めた俺も、流石に大ダメージを喰らってしまった。

「これはまだ、付き合う前の写真なんだけどね。なんたって、今日、告白されたばっかりだし」

「なっ……！」

　この距離感で付き合う前だと……!?

　なら一体、付き合い始めた今撮ったらどうなってしまうんだ!?

　……ああ、駄目だ。

　頭が痛い。

　限界だ。

「ゴメン、姉ちゃん。やっぱ気分悪いから、部屋に戻るよ……」

「えっ!?　やっぱり具合悪いんじゃない！」

「うん……。大丈夫だと思ったんだけどね。頭は痛いし、気分は悪いし、もう駄目かもしれない」

「ほ、本当に大丈夫？　部屋までついて行こうか？」

「いや、いいよ。気にしないで……。ホント、今は一人にして欲しいというか……」

　そう、うわごとのように繰り返しながら、席を立つ。

　そんな俺を、心配そうな面持ちで見つめる姉ちゃん。

　ああ、迷惑かけちゃってるな。本当に、不本意だ。

　だが……今はそんなことを気にする余裕もないほど、俺も辛いというか。

　そんなことを考えながら、階段を上り、部屋へと向かう。足取りは重く、まるで断だん崖がい絶壁を登っているような感覚だ。

　気力を振り絞り、ようやく部屋へと戻ってきた。

　そして俺は、電気をつけることも忘れ、そのままベッドへと倒れこみ──。




「──姉ちゃんに、彼氏ができた」




　静まり返った真っ暗な部屋に、俺の声が響く。

　自身の口から発した言葉は、そのまま俺の耳へと届き、改めて先ほどの話に対する実感が湧いてきた。

「……あ、ヤバい。泣きそう」

　誰かが言ってたな。男が泣いていい瞬間は、生まれた時と、親が亡くなった時。それから、大好きな姉に彼氏ができた時だけだって。

　なら、いいか。このまま我慢せずに泣いても……。

　先ほどの姉の、嬉うれしそうな表情。そして、ツーショットの写真。

　どれも、俺と一緒の時には見せてくれない、女の子としての姉ちゃんの姿。

　それらを想像するだけで、あっさりと涙るい腺せんは崩壊する。

　正直、いつかはこんな日が来ると思っていた。

　なんたって、姉ちゃんは美人だ。おまけに性格もよく、頭もいい。ちょっと抜けてるところも魅力的で、そりゃ、世の男が放っておかないのもわかる。

　だが、流石にあまりにも急すぎじゃないか？

　何の前触れもなく、突然に。心の準備も、覚悟もできていない状態でカミングアウトされ……冷静でいられるわけがないだろう。

「……畜生ッ！　俺の大事な姉ちゃんを、横からかっさらうとは……！」

　わかっている。これが八つ当たりだということくらい。

　だが、頭ではわかっていても、納得はできない。

　それくらい、俺にとって姉ちゃんは大切な存在なのだ。

「相手の男性……確か、ハセガワアキラさんって言ったっけ」

　得られた情報は名前、顔、学年、そして剣道部という情報だけ。

　それ以外のことは、何もわからない。

　姉ちゃんが好きになった相手だ。変な男ではないと信じたいが……こればかりは、自分の目で確かめる必要があるだろう。

　万が一、姉ちゃんを悲しませるような相手だったら、俺は。

「──姉ちゃんに相応ふさわしい男なのか、見極めないと」

　しばらくうつ伏せになっていた体を起こし、決意を固める。

　姉ちゃんを守るために、行動を起こそう、と。




　　　　＊




　初めにそのことを自覚したのは、小学生の時。

　両親の留守を寂しがり、部屋で泣いている姉を見て『俺が何とかしないと』と思ったのが最初だった。

　その日から俺は、寂しがる姉ちゃんの側にずっとい続け、時には笑顔になってもらえるよう、あの手この手で姉ちゃんを楽しませ……。

　そうするうちに、姉ちゃんが段々元気を取り戻していき、何だかこっちまで嬉しくなったことをよく覚えている。

　そうしていつしか、ちょっと抜けている一面を『俺がカバーしてあげないと』と思うようになり、同時に『俺が守ってあげないと』と、使命感を持ち始め。

　気づけば俺は、自他ともに認めるシスコンへと成長していった。




　姉ちゃんはモテる。俺が知っているだけでも、両手の指では足りないくらいの数、男性からアプローチを受けたことがあるはずだ。

　だが、当の本人はといえば、自分に好意を寄せられていることにすら気づいていない鈍感さの持ち主。そもそも、俺がこんなに姉ちゃんを好きなのに、当の本人は『心配性で、過保護な弟』としか思っておらず、重度のシスコンだということに気づいてないからな。

　それでいて、人を疑ったりしない純粋無垢むくな心の持ち主であり……それは同時に『守ってあげないと』という俺の危機感を、より一層増させるようになっていた。

　その結果が、登下校時の付き添いであり、彼氏ができたことへの危機感にも繋つながっている。

　俺はとにかく、姉ちゃんには笑顔でいて欲しい。

　だからこそ、少しでもそんな笑顔を曇らせるような事案は、放ってはおけないのだ。







　そして、翌日の昼休み。急いで昼食を取った俺は、ひとまず『ハセガワアキラをこの目で見てみたい』という思いから、ターゲットを捜すべく、校内を歩き回っていた。

　昨日得た情報を元に、まずは二年生のフロアを回ってみる。

　しかし、それらしき人を見つけることはできなかった。

　次に、食堂へ向かうも、ここも引っかからず。

　運動部の部室が並ぶ、部室棟にも足を向けてみたが、ターゲットを発見することはできない。

（人捜しって、結構難しいんだな……）

　慣れないことをしているのもあってか、かなり苦戦を強いられていた。

　後、捜してないのは屋上だけど、ここは流石に……。




「──羽瀬川さん、俺と付き合ってください！」




　……ん？　今、ハセガワって聞こえたような。

　ターゲットと同じ名前を耳にし、俺は思わず、声のする方へと近づいてみる。

　するとそこには、一組の男女。一人は見知らぬ男子生徒で、もう一人は……クラスメイトの羽瀬川碧依だった。

（そういや、あいつもハセガワだったな……）

　そこまで珍しい名字ってわけでもないし、ターゲットと被っているのは偶然だとは思う。

　そもそも、姉ちゃんの彼氏の方は、どういう漢字を書くのかも知らないし……。

　というか、名字被りもそうだけど、あの告白シーンを見て俺は、それ以上に思うことがあって──。

（……あの男子生徒、勇気あるなぁ）

　大が付くほど男嫌いな羽瀬川碧依。

　そんな彼女の噂は、とっくに学校中に知れ渡っていると思っていた。

　だから今では、羽瀬川に告白する男子もめっきり減ったって噂だったけど──。

「──無理」

「え？」

「だから、無理。それじゃ」

「ち、ちょっと待って！　せめて考えるとか、断るにしても、もう少しやんわりと……」

「……ふん」

　これほどまでに〝玉砕〟という言葉がピッタリな瞬間も他にないだろう。

　男子生徒の言葉に一切耳を傾けることなく、羽瀬川はさっさとその場を離れ、歩いて行ってしまった。

　残された男子生徒は、予想以上のフラれっぷりに呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのみ。

（……いやぁ。噂には聞いてたけど、すごいな）

　普段、一番身近にいる女性──姉ちゃんのことだけど──を天使だとするならば、羽瀬川はその正反対。彼女に好意を持つ人間にとっては、悪魔のような対応だ。

　改めて思う。

　やっぱり、あいつとは今後も、距離を置かなければ……と。




　──キンコンカンコン。




　と、突然の出来事に目を奪われていると、昼休み終了五分前を告げる鐘の音が、学園中に鳴り響いた。

（し、しまった。結局、ハセガワアキラさんを見つけることができなかった……！）

　何故こんな、余計なことに時間を食ってしまったのか。

　そんな後悔を残しつつ、俺は放課後こそは……と決意を固め、急ぎ教室へと戻るのであった。




　　　　＊




　放課後、俺は部活が終わる時間まで校内で時間を潰つぶし、頃合いを見計らって校門近くで待ち伏せをするという作戦に打って出た。

　姉ちゃんは今日から、ハセガワアキラさんと一緒に帰ると言っていた。

　であれば、ここで待ち伏せをしていたら確実に見つけられるだろう。

　姉ちゃんの隣を歩く男。そいつが、ターゲットだ。

　そうして俺は、待ち伏せがバレないよう、事前に用意したマスクを着け、キャップを被る。制服姿にキャップは、やや異質な組み合わせにも思えるが……これなら姉ちゃんにも、俺だとはバレないだろう。

「──っと、来たっ！」

　姉ちゃんとともに、ターゲットが姿を現した。

　木陰にジッと身を潜めながら、二人のことを観察する。

　楽しそうに笑う姉ちゃん。そして、同じく楽しそうな表情を見せる、イケメン。もとい、ハセガワアキラさん。

（うっ……。姉ちゃんが男と仲良くしてるのを見ると、胸が痛い……）

　キリリと痛む胸を押さえながら、後を追い始める。

　そして、後ろを歩きながら俺は、先ほど見たハセガワアキラさんの顔を思い浮かべる。

（写真で見るより、カッコよかったな……）

　正直、悔しいから認めたくは無いんだが……少なくとも、平々凡々な俺の容姿と比べると、月とスッポン。天と地の差。提灯に釣り鐘だ。

　まさか姉ちゃん、顔で選んだわけじゃないよな……と、思わず疑ってしまうほど、ハセガワアキラさんの顔立ちは、抜群に整っていた。

　そして、毎朝、鏡で見る自分の顔を思い浮かべ、若干の敗北感を覚えながら尾行を続けていると……ターゲットと姉ちゃんは、公園の前で立ち止まり、そのまま園内へと入っていった。

　やがてベンチを見つけ、並んで座る。

　どうやらここで、寄り道をしてから帰るようだ。

（……オイオイオイ、ちょっと近すぎるんじゃないか!?）

　いくらカップルとはいえ、その距離感は駄目だろう！

　せめて人一人分座れるくらいは距離を取りなさいよ！

　と、怨えん嗟さの念を飛ばしながら、木陰に身を潜めて二人を監視していると──。

「──ん？　なんだ、あの怪しい女は」

　姉ちゃんたちのすぐ側に、いかにも怪しげな風ふう貌ぼうの女性が立っていることに気づいた。

　着ている服からして、高校生。それも、よく見慣れたブレザーを着ている。

　一目で、同じ学校の女子生徒だとわかった。

　そこまでなら、まだ普通の学生。俺が怪しいと思ったのは、まるで顔を隠すようにして着けているマスクと、サングラスみたいな丸メガネを見てのこと。

　まるで今の俺と同じように、正体を隠すようにして、姉ちゃんたちの近くに立っているのだ。




「……もう！　……さいよ！」




　そんな怪しい女は、これまた俺と同じように姉ちゃんたちを監視するようにジッと見つめながら、何か独り言をブツブツと呟つぶやいている。

　表情は見えないが、あの態度を見るに、どうも怒っているようだ。

　怪しい。非常に怪しい。

　ハセガワアキラさんは、かなりのイケメンだ。

　それを見つめる女とあらば……もしかすると、姉ちゃんに嫉しつ妬としているのかもしれない。ストーカーとか、そういう可能性も考えられる。

　万が一にも危害を加えられるようなことがあってはならないと、俺は監視を一時中断し、その女のもとへと歩き、

「──おい、そこの怪しい女。ここで何をしている？」

「……はぁ？」

　声を掛けるや、こちらを振り向く女性。

　だが、一歩も退く様子はなく、

「急になに？　というか、怪しいのはあんたも同じじゃない」

　と、逆に反論してきた。

　キャップを深く被り、マスク姿。確かに俺も、人のことは言えない。

　こんなサングラスみたいな丸メガネをかけて、同じくマスクをしている女には言われたくないが。

「私、いま忙しいの。変質者の相手なんてしてる暇ないから」

「お前、自分のことを棚に上げてよく言えたもんだな。……というか忙しいって、何してるんだ？　さっきから、あそこのカップルを見ているようだが」

「そうよ。私、あの二人をずっと監視してるの」

「……やっぱりそうだったか」

　ビンゴだ。やはりこの女、姉ちゃんたちを見ていたらしい。

　となれば、目的はまさか──。

「理由を聞かせてもらおうか。何故そんなことをしているんだ？」

「はあ？　なんであんたに説明しなきゃいけないの？」

「それは簡単だ。あそこにいる女性は、俺の姉ちゃんなんだ。そんな姉を監視する怪しい女……注意を払うのは当然だろう」

「……姉ちゃん？　あんた、あの女の弟なの？」

　俺たちの関係を知るや、怪しい女の態度が変わった。

　先ほどまで、こちらが一方的に質問してばかりだったが、今度は女の方から質問をしてくるようになり、

「あんた、名前は？」

「名前？　水野……って、なんでお前に個人情報を教えなきゃいけないんだ！」

　思わず声を荒らげてしまう俺。

　しかし女は、「……じゃあ、やっぱり」と、独り言を呟き、

「……あんた。そのマスクと帽子、取りなさい」

「は、何で……」

「いいから、取りなさいって言ってるの！」

　そう言うと、俺のキャップとマスクを無理やり外す。

　あまりに唐突だったため、為すすべなく剥はぎ取られてしまい……そして女は、露わになった俺の顔を見て、

「……やっぱり、水野瑛樹だったのね」

「ど、どうして俺の名前を知ってるんだ。お前、一体……」

　先ほど言ったのは、水野という名字だけ。

　それなのに、どうして下の名前まで……。

　すると、女はため息をつきながら、自身のサングラスっぽい丸メガネとマスクを外し、

「……え!?　お前、羽瀬川か!?」

　そこにいたのは、予想もしていなかった人物。

　クラスメイトの、羽瀬川碧依だった。

「どうして、羽瀬川がここに……」

　尋ねると、教室でよく見る不機嫌そうな表情をしながら、ターゲット──ハセガワアキラさんを指でさし、

「私のお兄ちゃんなの。あそこに座って、楽しそうにしてる男の人」

「お兄ちゃん……。……あっ」

　そう言われ、俺はハッとしてしまった。

　昼休み、ぼんやり『名字が被ってるな』なんて思ったが……まさか、兄妹きようだいだったとは。

　しかし羽瀬川の方は、俺に何となく見当をつけていたようで。

「お兄ちゃんから彼女の話を聞いた時、まさかと思ったわ。でも、同じ学校に弟がいるって聞いて、多分、あんただろうとは思ってた」

「そうだったのか……」

　正直、俺はそこまで察することはできなかった。

　もしかしたら、告白場面に遭遇なんて派手な出来事がなければ繋つながったかもしれないが……いや、今はそんなことどうでもよくて。

「お前、監視してるって言ってたよな。何でそんなこと」
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　変装までして、と付け加え尋ねる。

　すると羽瀬川は、キッときつい目をこちらに向けながら、

「決まってるでしょ！　お兄ちゃんの彼女がどんな女なのか、監視しに来たのよ！　私の大事なお兄ちゃんを奪ったのがどんなやつか、この目で見てやろうと思ってね！」

　と、ハッキリ口にした。

「大事な、お兄ちゃん……？」

「そうよ。私はお兄ちゃんのことが大好きなの。悪い!?」

「い、いや、別に悪くはないけど……」

　あまりの剣幕に、思わずたじろいでしまう。

　それと同時に、あまりにも衝撃的な話で、驚きを隠せないでいた。




　まさか、あの男嫌いで有名な羽瀬川が、ブラコンだったなんて。




　どう反応していいかわからず困っていると、羽瀬川は、

「……というか、あんたこそ」

「え？」

「あんたこそ、こんなとこで何してるのよ。そんな変装までして」

　相変わらず、睨にらみつけるような目で俺を見てくる羽瀬川。

　そんな相手に、嘘をつけるはずもなく──。

「同じだよ、お前と。大事な姉ちゃんを奪った男がどんなやつか、この目で確かめに来たんだ」

　そう言うと、羽瀬川の表情がようやく変わった。

　驚き、なのか。「え？」と、言葉を口にし、

「じゃあ、あんたシスコンってこと？」

「ああ、そうだ。俺は別に隠してないし、お前も知ってるかと思ったけど」

「知らなかったわよ。というか、クラスの男のことなんて、興味もないし」

　そりゃそうか。男嫌いだもんな。

「しかし、ビックリした。まさか羽瀬川も、兄のデートを尾行するくらいのブラコンだったとは」

「う、うるさいわね！　しょうがないでしょ、ウチのお兄ちゃん、超カッコいいんだから！　それに、あんただって人のこと言えないじゃない」

「……む」

「姉のことをストーカーするだなんて、ずいぶんなシスコンっぷりね」

「尾行と言ってもらおうか。というか、お前だって俺と同じことしてるんだぞ？　だったら羽瀬川もストーカーってことになるが？」

「……ぐっ」

　ぐぬぬ、と肩を震わす羽瀬川。

　駄目だ。この場では何を言おうと、互いに『人のことは言えない』状態だ。

「──わ、私はねぇ！」

「待て。その前に……姉ちゃんたちが、いない」

「……え？」

　見れば、さっきまでベンチに座っていたはずの二人の姿がない。

　どうやら俺たちが喧けん嘩かしている間に、二人ともどこかへ行ってしまったようだ。

「……ちょっと！　あんたのせいで、お兄ちゃんたちを見失ったじゃない！」

「なんだと？　それを言うなら、お前が俺に喧嘩を吹っかけてきたからだろ！」

「それだって、元を正せば水野が声をかけてきたからで──」

　まさに、一進一退の攻防。

　がるるるる、と。まるで虎やライオンかと言いたくなるような威嚇を見せる羽瀬川。

　元々、こいつが男嫌いだということは知っていたが……ここまで敵意を向けられるとは。

　いや、俺に関しては、それ以外の要因もあるのだろうが……この場においては、俺と羽瀬川は対等な立場のはず。

　一方的に言われ続ける筋合いはどこにもない。

　そうして、互いに一歩も退かず、にらみ合いを続けた末──。

「──もういい、帰るわ！」

　先に根負けしたのは、羽瀬川だった。

　ぷいっと顔を逸らし、足早にその場から去っていく。

　やがて、羽瀬川の姿が見えなくなったことを確認した俺は、

「……俺も帰るか」

　やや消化不良なまま、帰宅するのだった。







　姉ちゃんのことだけでもキャパオーバーなのに、それに加えて、新たな懸案事項が発生した。

　姉ちゃんの彼氏の妹が、俺の苦手なクラスの女子──羽瀬川碧依だったこと。

　そして、そんな羽瀬川が、実の兄を尾行する（これに関しては人のことを言えないが）ようなブラコンだったこと。

　そして昨日、羽瀬川と鉢合わせしてしまい、俺がシスコンであることも知られたこと。

　……ああもう。たった数日のうちに、どんだけ色んなことが起こるんだ。

　ホームルームも終わり、下校時間。

　俺は昨日と同じく部活が終わるまで時間を潰つぶしながら、ここ数日の出来事を振り返っていた。

　ひょっとしたら今日、羽瀬川から何か言われるかもしれない。

　そんな風に身構えてもいたのだが、結局今日は、一度も話しかけられなかった。

　それはそれで、何事もなくてよかった……と安あん堵どする気持ちもあるのだが、同時に、それで問題が解決したという気持ちになる事はできなくて。




「……」

　部活の時間の終了を告げる鐘の音と共に、昨日と同じく校門近くの木陰に身を潜めようと向かうと、そこにはやはりと言うべきか、先客がいた。

　羽瀬川だ。

　どうやらこいつも、考えることは同じらしい。昨日は結局、二人を見失っちゃったしな。

　そんな先客の姿を目に捉とらえた俺は、さてどうするべきか……と迷いながら、他に隠れる場所もないしと羽瀬川に近づく。すると、

「何しに来たのよ」

　と、俺に気づき、射殺さんばかりの視線を俺に向けてくる。

　今日も今日とて、俺は敵視されているようだった。

「そんなの当然、姉ちゃんの尾行だ。ここで待ち伏せていれば、確実に見つけられるからな」

「だったら、もっと別の場所にしなさいよ。ここだと私と被るでしょ」

「しょうがないだろ。ここが身を潜めるには一番なんだから。ちょっとくらい、我慢してくれ」

「嫌よ！　これから部活終わりの生徒が、たくさん来るのよ？　もしクラスメイトなんかに、水野と一緒にいるところなんて見られたら……」

「見られたら？」

「あんたと仲良くしてるって、勘違いされるかもしれないじゃない！」

　……はあ。

　なるほど、その考えは全く頭になかったな。

「そんなに嫌か？　俺と仲良しに見られるのが」

　と、尋ねると、羽瀬川は「ぜっっったいに嫌」と、たっぷり溜ためた言葉を発しながら、

「あんたがどうこうとかじゃないの。私はね、男と仲良くしてるって思われること自体が屈辱で、嫌なの」

　そんな羽瀬川の言葉に対し、本当に面倒くさい性格をしているな……と思う俺。

　思うだけで、口には出さないが。

　何がコイツにそこまでさせるのかはわからないが、とりあえずわかったことは、羽瀬川の男嫌いは、筋金入りのものだということ。

　ぶっちゃけ、ここまではっきり拒絶されると、俺も一言、二言くらいは言い返してやりたい気持ちになる。

　ただ、ここで言い返せば、昨日の二の舞になるかもしれないと思い、

「はぁ……。じゃあ、向こうの木陰ならいいか？」

「駄目。最低でも五十メートルは離れて」

「五十メートル!?」

「それが嫌なら、別の日に尾行することね。ま、私はしばらく毎日こうするつもりだけど」

　ま、毎日って。

　お前それじゃ、俺は一体、いつどうやって尾行をすればいいんだ。

「それは困る。俺だって、あんたのお兄さん……彰さんのことを、調べなきゃいけないんだから」

「じゃあ教えてあげるわ。お兄ちゃんは、非の打ち所がない完かん璧ぺきな人。はい、これで満足でしょ？」

「信じられるか！　ブラコン女の色眼鏡を通した情報なんて！」

　我慢するつもりが、思わず反論してしまった。

　羽瀬川は「はぁ……」とため息をつきながら、

「じゃあ特別に、超譲歩して、二十メートルまで許してあげるわ」

「いや、それでもまだ距離あるだろ」

　言い返すも、『なに、文句あるの？』と言わんばかりの目で、俺を見てくる。

　……駄目だ、これ以上言い返しても不毛だ。

　今日こそは、目的を遂行しなければならない。

　彰さんのことを監視しつつ、何か不穏なことが起こりそうであれば、即座に出て姉ちゃんを守る。

　もし姉ちゃんたちを見失ってしまえば、そんな大事な目的を果たせなくなってしまう。

　結局俺は折れるような形で、羽瀬川から指示された二十メートル（目測）離れた場所に行き、身を潜めるのであった。




　少しして、姉ちゃんと彰さんが歩いてくるのが見えた。

　今日も一緒に帰るつもりらしい。

　二人が校門を過ぎるのと同時に、姿を見失わないよう、そして二人にバレないよう、こっそり後を──。

「ちょっと」

　追おうとしたところで、羽瀬川に声を掛けられた。

「今から私が行くの。あんたはそこで、もう少し待ってなさいよ」

「待ってろ？　そんなことしたら、見失うだろ」

「でも、水野がいま出たら、私と一緒に出るみたいになるでしょ。方向も同じなんだし」

「まあ、そうなるな」

「じゃあ、後はわかるでしょ？　もしそんなところを誰かに見られたら……私たちが、仲良く一緒に帰ってるみたいじゃない！」

　え、ええ……。

「そんなこと言われても困るんだが。姉ちゃんを尾行しなきゃならないのに」

「でも、先に尾行しようとして待ち伏せてたのは私よ？　なら、私を優先するのが筋ってものじゃない？」

　なんて面倒くさいんだ。

　そりゃ、羽瀬川にとってみれば、男の俺と一緒に行動してるなんてあり得ないって話なんだろうけど……。

　俺からすれば、知ったこっちゃないというか。

「そういうわけだから、時間差で出てくるのよ？　それから、私の近くに寄らないこと、いい？」

「あ、おい──っ！　……はぁ、行っちゃった」

　反論する間を与えず、羽瀬川はさっさと校門を出て、姉ちゃんたちを追いかけ始めた。

（……多分、このまま出たらまた文句言われるんだろうなぁ）

　今日の目的は、羽瀬川と口くち喧げん嘩かをすることではない。

　姉ちゃんたちを、尾行することだ。

　そう思い、俺は仕方なく、羽瀬川の言うことに従って少し時間を置くことにした。




　だが、結局行きつく場所は同じ。

　姉ちゃんたちを尾行するという目的が一緒な以上、羽瀬川と顔を合わせるのは必然で、出会う度に口喧嘩になってしまうのもまた、当然のことで。




「ちょっと、近すぎ。もうちょっと離れて」

「隣を歩かないで。並んで歩いてるみたいじゃない」

「ああもう、その位置邪魔。視界にあんたが映るのよ」




　と、やること為すこと、すべてに文句をつけられ続けた。

（これじゃ、まともに尾行なんてできないぞ……）

　羽瀬川と言い合いになる度、そんな気持ちが脳裏を過る。

　それに、今日さえ我慢すればいいという話でもない。

　しばらく毎日、こうすると言っていたし。

　ということは、しばらくは毎日こんな生活が続くということだ。

（それは……非常に困るな）

　このままじゃ、姉ちゃんを守るという俺の使命を果たすことができない。

　彰さんのことを調べることだって、ままならないだろう。

　そう思い、羽瀬川に一言「もう少し、譲歩してくれ」と頼んでみたのだが……。

「嫌」

　と一いつ蹴しゆうされてしまった。

　その結果俺は、今日も目的を果たすことはできず……何の成果も得られないまま、帰宅する羽目になっていた。

（これは……まず、羽瀬川の問題を解決しなきゃ駄目だな）

　別に、羽瀬川と仲良くなる必要はない。

　だがこのままじゃ駄目なのも間違いなくて……とりあえずあいつに『俺は敵じゃない』ということをアピールしなきゃいけないだろう。

　羽瀬川は言っていた。

『男なんて全員、私にとっては敵よ』と。

　それはつまり、俺個人が嫌われているというわけではなく、単に俺が男だから、あそこまで敵視されているということだと思う。ということは、俺が羽瀬川の敵ではないということをわかってもらえれば、少しは態度の軟化を期待できるのではないだろうか？

　……まあ、どうして男嫌いなのかわからないから、俺もどんな風にアプローチをすればいいのか、見当がつかないんだけど。




　　　　＊




　帰宅後。俺は晩御飯の準備をしている時も、そして食事中も、ずっとそのことを考え続けていた。

（どうすれば、羽瀬川に敵じゃないと思ってもらえるのか……）

　と、そんな俺の様子を見た姉ちゃんが、

「どうしたの、なにか悩み？」

　しまった。姉ちゃんにいらない心配をかけてしまったな……。

　俺はすぐに、「なんでもないよ」と返事をする。しかし、

「何でもないこと、ないでしょ？　瑛樹、今日ずっと難しい顔してるもの」

「姉ちゃん……」

「お姉ちゃん、心配だな。ねえ、何かあったなら話してくれない？」

　すべての悩みの種は、姉ちゃんに彼氏ができたことなんだけど……とは、流石に言えない。

　そんなことを言ってしまえば、余計、姉ちゃんに迷惑をかけちゃうし。

　でも……ここで「本当に、なんでもないから」と答えるのもまた、変な心配をかけてしまいそうだ。

　グルグルと色んな事を考えた結果、俺は多少濁す形で、羽瀬川のことを相談することに決めた。

「じゃあ、少しだけ相談に乗ってもらってもいい？」

「ふふ、もちろんよ。私で力になれることなら、なんでもするわ」

「ありがとう。悩みってのは、人間関係のことでさ……」

「ふんふん」

「実は、あるクラスメイトと仲良く……いや、違うな。今よりもう少しでいいから、距離を縮めたいって思ってるんだ」

「なるほどね。その子と瑛樹は、今どんな関係なの？」

「うーん……多分、良くは思われてないと思う。俺も、正直苦手なタイプではあるんだけど……でも今は、そうも言ってられない状況って言うか」

「あら、思ったより複雑なのね。良くは思われてないって、瑛樹、その子に何か嫌われるようなことをしたの？」

「いや、俺が何かしたわけじゃない。たまたまそいつの嫌いなタイプが俺だったってだけかな」

　多少嘘を交えつつ、説明をする。

　羽瀬川の嫌いなタイプなんて、多分、地球上の男全員（兄は除く）だからなあ。

「それは厄介ね……。でも瑛樹は、そのことをわかってても、距離を縮めたいのよね？」

「うん。とりあえず、普通に話せるくらいになれればって思ってるんだけど……」

「んー……、そうね」

　手を顎あごにやり、考える素振りを見せる姉ちゃん。

　そして、少しした後、こんなアドバイスをくれた。

「瑛樹も、その子も、お互いに勘違いがあるのかもしれないわね」

「勘違い？」

「うん。いま話してくれた感じ、瑛樹とその子は、きっと今まで、ほとんど喋しやべったことないのよね。『良くは思われてないと思う』って、曖あい昧まいな感じだったし」

　まあ、そう言われれば。羽瀬川とまともに話したのは、こないだが初めてだし。

「だからきっと、その子は瑛樹のことを勘違いしてるんだと思う。ほとんど喋ったことのない相手なら、印象で決めつけるしかないものね」

「それは、そうかも……。少なくとも向こうからは、印象だけで嫌われてるって感じだし」

「うん。なら、答えは簡単ね。ちゃんと二人で話す時間を作ればいいのよ」

「話す時間？」

「そうして、お互いの事をよく知って……それでも駄目なら、他の方法を考える。それが一番いいと思うわ」

　そして姉ちゃんは、ふっと笑みを見せ、

「大丈夫。瑛樹がすっごくいい子だってことは、お姉ちゃんが保証してあげる。そのことをわかってくれれば、きっとその子と仲良くなれるはずよ」

「……姉ちゃん！」

　やばい、泣きそうだ。

　姉ちゃんに、そんな風に言ってもらえるなんて。




　それに、すごくいいアドバイスも貰もらえた気がする。

　確かに羽瀬川は、俺のことを『男だから』という理由で嫌っているように見える。

　それは多分、俺が他の男と同じ存在だと思われているということで。

　つまり……『俺は、他の男とは違うんだ』ということをしっかり説明できれば、もしかしたら──。

「ありがとう、姉ちゃん。俺、そいつとちゃんと話してみるよ。それで、俺のことをわかってもらえるよう、努力してみる！」

「うん、きっとうまくいくわよ。頑張って、瑛樹」

　そう言い、俺を鼓舞してくれる。不思議だな、姉ちゃんがうまくいくって言ってくれたおかげで、本当にできてしまう気がしてきた。

　よし、気合い入った。早速明日あした、頑張ってみよう！

　……と、やる気に満ちたところで。

「それにしても、瑛樹にそんな子ができるなんてね」

「……え？」

「え？　女の子と仲良くなりたいって話じゃないの？　てっきり私、瑛樹に気になる女の子ができたんだとばっかり……」

「ち、違うって！　そんな、あり得ないから!!」

「えー、そうなの？　でも瑛樹、話してる内容は所々、嘘ついてるっぽかったけど」

「はっ──。な、なんでそれを」

「わかるわよ、お姉ちゃんなんだから。瑛樹、私に嘘つくときは、ちょっと表情に変化があるのよね。本当に、少しだけだけど」

　な、なんだと──っ。

　自分でも気づいていなかった癖を指摘され、思わず慌てる。

　確かに、姉ちゃんに嘘をつくのは、かなり後ろめたい……というか、罪悪感がすごくて、無意識にそういう態度を取っていたのかもしれない。

　俺が姉ちゃんの些さ細さいな変化に気づけるように、姉ちゃんもまた、俺のちょっとした違和感に気づけるということだろうか。

　って、それより今は、誤解を解かなきゃ！

「確かに女の子だけど、そういうわけじゃないから！　好きとか、絶対あり得ないって！」

「そう？　でも瑛樹、そういう浮いた話一つないじゃない？　だから、ちょっと心配なのよねぇ」

　そりゃまあ、今まで姉ちゃんが第一優先だったからな。

　それに姉ちゃん以上に素敵だって思える女性と、出会ったこともないし。

「と、とにかく。姉ちゃん、それ全部勘違いだから！　頼むから、変な勘繰りだけはしないで！」

「ふふっ。わかったわかった。それじゃ瑛樹、頑張ってね」

　笑って流されてしまった。

　……はぁ。ホント、そういうんじゃないんだけどな。




　　　　＊




　そして、翌日。

　俺は羽瀬川のことを、教室の隅からジッと見つめていた。もちろん邪な意図を持っているのではなく、羽瀬川がどんな人物なのかを知るために。

　昨日、姉ちゃんに相談しながら気づいたが、向こうが俺のことを知らないように、俺もまた、羽瀬川のことをよく知らない。

　一応、二年生になって半年近くクラスメイトをやってきたが、まともに喋ったのは先日の一件が初めてだったし、苦手に思っていたのも、周りの反応を見て、関わらない方がいいだろう……という勝手な印象を持ったから。

　ということで、教室でさり気なく彼女の姿を観察していると、羽瀬川のもとに、クラスの女子生徒が近づき、何やら話しかけているようだった。

　会話を聞くため、さり気なく近づく。

「ねえ、羽瀬川さん！　数学の課題、やってきた？」

「ええ、終わってるわよ。もしかして、まだやってないの？」

「うん……。あのさ、よかったら教えてくれない？」

「ふふっ。しょうがないわね、それじゃ教科書持ってきて」

「ありがとー！」

　……普通だな。

　昨日、俺に向けてきた敵意など、見る影もない。

　非常にわかりやすい区別だが、羽瀬川は基本的に、女子生徒に対しての態度は至って普通だ。喧けん嘩か腰ごしになることもないし、むしろ成績優秀で容姿も整っているため、女子の間でも、結構評判はいいらしい。

　わかりやすいくらいの男子への攻撃性も、賛否あるみたいだが、基本的には『堂々としていてカッコいい』という声が多いくらいだそうだ。

　この辺りは、先ほど友人から聞いて、教えてもらった情報。

（うーん……そんな相手と、まともに会話できるのだろうか）

　俺は、自分の席に戻り、引き出しにしまっていた手紙を取り出す。

『十七時に、常盤ときわ駅の北口にて待つ。お前のお兄さんに関することで、話をさせてくれ。水野瑛樹』

　昨日、姉ちゃんは言っていた。

　ちゃんと二人で話をする時間が大事だと。

　だが、学校で話をするというのは非現実的だ。昨日の態度を見るに、話しかけてもまともに相手をしてもらえないだろう。

　なので、学校から少し離れた駅前を待ち合わせ場所に指定し、呼び出すことにした。

　加えて、ある秘密兵器も準備して。

　正直、来てくれるか半々といったところだが……どうだろうな。

　俺はその手紙を手に、教室を後にし──こっそり羽瀬川の下駄箱に入れるのだった。




　放課後。俺は一足先に、待ち合わせ場所にしていた常盤駅前へと来ていた。

　ちなみにここは、学校の最寄り駅から数駅ほど離れた場所。

（このくらい離れていれば、大丈夫だと思うけど……）

　学校に近ければ、『誰に見られるかわからない』という理由で来てくれなそうだし、かといって遠すぎるのも、普通に『遠い』という理由で来てくれないかもしれない。

　色々と考えた末の判断だった。

　それでも、本当に姿を現すかはわからないが──。

「──いた」

　……おお、マジか。

　人混みの中から、ひときわ目立つ容姿の女子生徒が、こちらへ向かって歩いてくると、声を掛けてきた。

　羽瀬川碧依だ。

「本当に来てくれたのか。よかった」

「正直、迷ったけど。あんた以外の呼び出しだったら、速攻で無視してるところよ」

「俺以外の？」

「あ、勘違いしないで。あんたがお兄ちゃんの彼女の弟だから、それだけよ。それ以上でも、それ以下でもないから」

　ああ、そういうことね。

　まあ別に勘違いしていたわけではないが。

「それより、どんな用件かしら。言っとくけど、くだらない話だったらすぐ帰るわよ」

「手紙にも書いた通りだ。お前のお兄さん……と、まあ、俺の姉ちゃんにも関する話。心配するな、羽瀬川にとっても悪い内容じゃないと思う」

「……どういう意味？」

　怪け訝げんそうな顔をする羽瀬川に、俺は事前に考えていた台詞せりふを口にする。

「まず前提として、俺とお前は、互いに姉と兄を尾行したいっていう共通の目的を持ってるわけだ。だから一昨日おとといも、昨日も、ああやって鉢合わせしたわけだし」

「そうね。しばらくは続けるつもりよ」

「まあ、そうだろうな。ちなみに、俺もそうするつもりだ。てことは、これからもずっと、俺たちは鉢合わせし続けるってことだ」

　そう言うと羽瀬川は、少しムッとした表情を浮かべた。

　だが、気にせず俺は続ける。

「昨日は仕方なしに折れた部分もあったが、明日以降は、俺だってもう少し自分の意見を主張していくつもりだ。たとえ羽瀬川が嫌がろうとも、俺にだってちゃんとした行動目的があるんだからな」

「……」

「そして、その行動目的は、お前と全く同じだ。てことは、あの場において俺とお前は、立場としては対等なはずだよな。違うか？」

「……痛いとこ突いてくるわね。確かに、ちょっと無理を言ってる自覚はあったけど……」

　お、どうやら羽瀬川も、多少理不尽なことを言っている自覚はあったみたいだな。

　良かった、それならまだ交渉の余地はある。

「俺が反論するってことは、もう未来は見えるよな。最終的に口くち喧げん嘩かに発展して、結局本来の目的である尾行が満足にできなくなるわけだ」

「うっ……」

　初めて鉢合わせした時を思い出す。

　あの時、結局口喧嘩をしていて、気づいたら姉ちゃんたちを見失ってしまっていた。

　そのことで、損をしたのは俺だけじゃなく、羽瀬川も同じはずで……。

「てことで、今日の議題は『もう少し、互いに譲歩していこう』だ。羽瀬川にだって、譲れない部分はあるだろうが……それは、俺だって同じだ。で、そんな意地をぶつけ合っても、互いに何の得もない。だから今日、そのことを話したかったんだよ」

「確かに、一理あるわ。正直昨日も、あんたのことが気になって集中できなかったし」

　そう言いながらも、苦い表情を浮かべる羽瀬川。

「……でも、そう簡単に譲歩なんてできないわ。あんたは男。私にとっては敵だもの」

「そこだ」

　羽瀬川の『敵』という言葉に、俺はツッコミを入れる。

「お前が、どうして男を毛嫌いしているのかはわからない。が、一つ言っておく。俺は別に、お前に対して敵対心を持ってない。だから、お前の敵だという自覚がないんだ」

　何も言わない羽瀬川を前に、俺は続けて、今日一番の目的を伝える。

「だが、ただ『敵じゃない』と言っても、お前は納得しないだろう。というか、そんなことで納得するなら、苦労はしないだろうし」

「……」

「なので今日は、羽瀬川に俺のことを知ってもらおうと思って、時間を取ってもらったわけだ」

「……は？　あんたのことを？」

「そうだ。なぜ俺が、お前の敵じゃないとハッキリ口にできるのか。それを具体的に説明する。それで納得してくれるかはわからないが、とりあえず、話だけでも聞いてもらいたいんだ」

　そう言うと、羽瀬川は「ふうん」と答えた。

　そして、少し考える素振りを見せたのち……。

「いいわ。そこまで言うなら、少しだけ付き合ってあげる。言っとくけど、これは特別よ。お兄ちゃんのことがなければ、とっくに帰ってるんだからね」

「よかった。んじゃ、こんなとこで話すのもなんだし……どこか、ゆっくり話ができる場所に移動しよう」

　そう言い、近くのファミレスへと移動する。

　秘密兵器の入った鞄かばんを、肩にかけながら──。




　ファミレスに到着した俺たちは、羽瀬川の希望で、入口から離れた場所を陣取った。

　注文を聞きに来た店員には、恐らく長丁場になるだろうと、ドリンクバーを注文。

　羽瀬川も「同じものを」と、素っ気ない口ぶりで俺に続く。

「とりあえず、飲み物取ってくる。羽瀬川は、何がいい？」

「は？　それくらい、自分で取ってこられるわよ」

　気を利かせたつもりだったが、どうやら余計なお世話だったらしい。

　結局、二人でドリンクバーへと向かい、俺は烏龍ウーロン茶チヤを、羽瀬川はオレンジジュースを注ぐ。

　そして、一口だけ飲んで喉のどを潤し──俺は、いよいよ準備してきた秘密兵器を出すため、鞄を漁り始めた。

「なにするつもり？」

「言っただろ。敵じゃないって、具体的に説明するって。俺も、どうすればいいのか悩んだんだが……まあ、これが一番効果的かなって思って」

　そう言いながら、俺は鞄から一冊の本を取り出す。

　それは、俺の宝物の一つ、家族アルバムだった。

「……アルバム？　あんたの？」

「ああ。と言っても、俺が写ってるってわけじゃないぞ。これはな……姉ちゃんの小さい頃から今までをまとめた、いわば、姉ちゃんアルバムだ」

「……姉ちゃんアルバム、ね」

「ああ。このアルバムにはな、色んな姉ちゃんの姿が写ってるんだ。幼稚園に行きたくないとぐずる姿。小学校入学式の、家族で撮った写真。修学旅行に体験学習、文化祭に体育祭と、ありとあらゆる姉ちゃんのシーンが収められている」

「へえ。あんたが作ったの？」

「まあな。ウチは昔から、父さんと母さんが仕事で忙しくてな。あんまりイベントに関われないから、せめてアルバムだけでもって言うんだ。それで俺が、姉ちゃんの写真を集めて作ったんだよ」

　ちなみに、俺のアルバムは姉ちゃんが作ってくれている。

　要らない情報だろうと、口にはしないが……ん？

「……そ。お母さんとお父さんが、ね」

「どうしたんだ。急に暗い顔して」

「……別に、なんでも。私もそういうアルバムみたいなの持ってるから、同じだなって思っただけよ」

「そっか、羽瀬川も作ってたんだな」

「ええ。スマホにフォルダも作ってあるわ。中学校の頃から今までの写真だけだけどね」

　なんか、似てるな。思わずそんなことを思ってしまう。

　互いにシスコン、ブラコン同士、辿たどる道は同じってことか。

「で、そのアルバムをどうしようって言うの？　私への説得と、繋つながりがあるとは思えないんだけど」

「いや、そんなことはない。むしろ、これが重要なんだ」

「え？」

「俺は考えたんだ。どうして羽瀬川が、男を敵視するのか。それは……男からの下心を、鬱うつ陶とうしいと思ってるからだろう？」

　羽瀬川はモテる。てことは、今までもかなりの男性からアプローチされてきたことだろう。

　そんな羽瀬川が、どうして男嫌いになったのか。

　それを考え、導き出した答えがこれだ。

　あまりにも多くの好意──つまり、下心満載な感情をぶつけられ続けた結果、それを鬱陶しいと思うようになり、男嫌いになった。そうに違いない。

　なら、俺がすることは簡単だ。

『俺は羽瀬川に、一切の下心を抱いていない』

　それを理解してもらう。それも、ちゃんと説得力のある方法で。

「……なるほど。それでわざわざアルバムを持ち出したってわけね」

「そういうことだ。今から俺が、いかに姉ちゃんのことを大切に思っているか、写真を交えてエピソードを語る。そうすれば、お前に下心がないということが伝わるだろう？」

「あんた、馬鹿なのか賢いのか、よくわからないわ」

　はぁ……と頭を押さえながら、目を閉じる羽瀬川。

　……あ、あれ。なんか思ったのと違うリアクションだ。

　俺はもう、これしかない！　くらいの感じで来たんだけど。

「一つ言っとくと、私が男嫌いなのは、別に下心を向けられたからじゃないわ。これはそうね、生まれついての性格みたいなものだから」

「ま、マジか」

「……でも、見当違いってわけでもないのも確かよ。正直、下心を向けられて鬱陶しいと思ってるのは事実だし……」

　それに、と羽瀬川は付け加えながら、

「ちょうどいいわ。あんたのお姉さんがどんな人物なのか、どっちみち調べなきゃって思ってたから、話聞かせて。興味あるわ」

　……おお、なんか結果オーライな形に落ち着いたぞ。

「なによ、驚いた顔して」

「い、いや、なんでもない。それじゃ早速、話をさせてもらうぞ」

　気が変わらないうちに、話を始めよう。

　俺はアルバムをめくり、一ページ目からエピソードを語り始めるのだった。




　三十分くらい経過しただろうか。

　初めは興味深そうに聞いていた羽瀬川だったが、徐々に雲行きが怪しくなっていき、すっかり不機嫌そうな顔へと変わっていた。そして──。

「──面白くないわね」

　と言い出した。

「さっきから、いいところばっかりじゃない。もっとこう、無いの？　あんたのお姉さんの弱みとか、そういうの」

「弱みって、お前な……」

「いい？　私にとってはライバルになるのよ？　なら、いいところばっかり聞かされてもしょうがないじゃない」

　そんなこと言われても、と言い返したくなる。

　だが、今日は口喧嘩をするために来たわけではないのだ、と、一いつ旦たん心を落ち着かせ、

「うーん……。あ、これなんてどうだ？　小学生の時、運動会のかけっこでこけちゃったこととか。後は……バレンタインの時、失敗して形が崩れたチョコをくれたこととか……」

「そういう意味じゃないのよ、もうっ！」

　希望通り、姉ちゃんの失敗談を語ったのだが、怒られた。

「……はあ、もういいわ。よく考えたら、そりゃそうなるわよね」

「どういう意味だ？」

「だから、自分の好きな人を紹介するなら、いいところばっかり喋しやべっちゃうってこと。多分、私がお兄ちゃんの話をしても同じことになるだろうし」

「まあ、そもそも姉ちゃんに悪いところなんてないけどな」

「それはこっちも同じよ。お兄ちゃんに欠点なんて、一つもないし」

　そう言うと、羽瀬川は「そうだ」となにか思いついた様子で、

「もう、水野の話は充分わかったわ。というか、一方的に聞き続けるのって、ちょっと退屈だし……お返しに、私からもお兄ちゃんの話、してあげる」

「羽瀬川のお兄さんの話……？」

「ええ。言ったでしょ、スマホにフォルダがあるって。ここからはターン交替よ、しばらくあんたは聞き手にまわりなさい。どうせ水野も、お兄ちゃんの情報を知りたいって思ってたんでしょ？」

　それは、確かに。

　正直今のところ、名前と所属してる部活、それからめちゃくちゃイケメンだってことくらいしか知らないし。

「それに……。あんたの話を聞いてたら、何だかこっちまで喋りたくなっちゃったわ。だから、嫌って言っても聞かせてあげる。一方的に自慢されっぱなしってのも、我慢ならないし」

「なんか、趣旨が変わってないか？　別に俺は、勝ち負けを競いに来たわけじゃ……」

「いいから、黙って聞いてなさい！　いい、私のお兄ちゃんはね、完かん璧ぺきなの。まず、この写真を見て。これは中学生の時なんだけど……」

　俺の言葉を遮り、勝手に語りだす羽瀬川。

　だが俺は、それを止めることはなく……羽瀬川の兄自慢に、耳を傾けることにした。

　何故なら。

（……ずいぶん、楽しそうだな）

　その表情が、あまりにもいい笑顔だったから。

　これまで、俺に向けてきた『敵意』みたいなものが、なくなっている気がする。

　気のせいかもしれないが……でも俺は、そう感じた。

「でね、そこで……って、ちゃんと聞いてるの？」

「ああ、聞いてるよ。剣道で全国大会だって？　お前のお兄さん、すごいな……」

「ふふん、そうでしょ？　お兄ちゃんはね、本当に完璧なのよ！」

　そう言うと、今度は剣道を始めた理由や、小学生の頃の成績を話し始めた。

　声色は更に弾み、表情もずいぶんと柔らかいものになっていく。お兄さんのことが本当に大好きなんだと、その態度から充分なほどに伝わってきた。

　そんな羽瀬川を見て、俺は思う。

　もしかしたらこの作戦、上手くいったのかもしれない。

　少しは羽瀬川と、打ち解けられてるのかもな、と──。




「……ふう。今日はこれくらいにしておくか」

「そうね、時間も時間だし」

　気づけば、時刻は二十時をまわっていた。事前に連絡を入れているとはいえ、そろそろ帰らないと、姉ちゃんに心配をかけてしまう。

　だが、帰り支度をする前に、最後に一つ聞かなければいけないことがある。

「で、どうだ？　俺のこと、少しは信用してくれたか？」

　すっかり忘れそうになるほど盛り上がってしまったが、大事なのはそこだ。

　羽瀬川は、「ふぅ」と一つ息を吐き、

「そうね。少なくとも、あんたが重度のシスコンだってことは、よくわかったわ」

「そりゃどうも。俺も、お前が重度のブラコンだってこと、よくわかったよ」

　そう言い、顔を見合わせる俺たち。

　だが、昨日までの険悪な雰囲気はない。

　これは俺にとって意外なことだが、これまで抱いていた苦手意識が薄れ、むしろ親近感のような気持ちを抱いていた。

　羽瀬川の、お兄さんに対する気持ちを知ったからだろうか。

　多分、似ているんだろう。俺たちは。

　そしてそう思ったのは、俺だけじゃないようで、

「……ま、そういうわけだから。少なくともあんたに対する認識は、ちょっと改めてあげる」

　頬ほお杖づえをつき、目線をずらしながら口にする羽瀬川。

「水野が、他の男とは違うっていうのはわかったし、それに……」

「それに？」

「……今の時間、結構楽しかったから」

　ま、ほんのちょっとだけどね、と、羽瀬川は言う。

　ぶっきらぼうな口ぶりだったけど、明らかに今までとは違うその姿。

　今はそれで充分だと思った。

「そうか。ちなみに、俺も割と楽しかったぞ。こんな風に姉ちゃんの話ができる相手なんて、そういないしな。それにお兄さんの情報も色々知れて助かったし……」

　まあ、知れたことと言えば、羽瀬川のお兄さん──彰さんが、俺の予想をはるかに超える完璧男だったってことだけだが。

　俺がそう言うと、羽瀬川は急に「あっ」と、なにか思いついたように、

「……そっか、そうすれば」

　と、何やらブツブツ喋り出した。

「どうした。なにか喋り忘れてることでもあったか？」

「違うわよ。ただちょっと、思いついたことがあって」

「思いついたこと？」

　聞き返すも、羽瀬川は「今度話す」と、席を立ち、

「帰るわ。お金、ここに置いとくから。それじゃ」

　ドリンクバー代３００円を置いて、さっさと店を出て行ってしまった。

「……あいつには、送られるとかいう意識はないんだろうな」

　時間も時間だし、念のため送っていこうかと思っていたが……まあ、言ったところで断られるだけか。

　そんなことを考えながら、俺は羽瀬川が置いた３００円を手に取り、会計を済ませるべく、レジへと向かうのだった。
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　人生に波があるとしたら、今の私はきっと最底辺にまで落ち込んでいると思う。

　大好きなお兄ちゃんに、彼女ができた。

　多分、私の人生において、それ以上に悲しい出来事なんて起こりっこないと思う。

　小さい頃から、ずっと私の側にいてくれたお兄ちゃん。

　そんなお兄ちゃんの隣は今、違う誰かのものになってて。

　何だか、遠くに行っちゃうような気がして、寂しさとか、悔しさとか、色んな感情がごちゃ混ぜ。

　ホント、どうすればいいんだろう……って思いながら、ずっと過ごしてたけど。

「水みず野の瑛えい樹じ、ね」

　さっき別れたばかりの相手の名を、ポツリと呟つぶやく。

　クラスメイトの男子。

　私にとっては、敵でしかない存在。

　なのに今は……あいつのことを考えても、不思議と嫌悪感を覚えなかった。

　あんなにも、理解してくれる相手は初めて。

　私がどれだけお兄ちゃんの話をしても、嫌そうな顔一つしないで……ちゃんと、話を聞いてくれて。

（……もう少し、私もちゃんと聞いてあげるべきだったかも）

　男に対して、申し訳ないなんて気持ちになるのも、初めてだった。

　けど、あいつは。水野は、私が思わずそんな風に思っちゃうくらい、変わったやつで。

　そんなところが、何となく自分に似てるなって思って。




　──他の男とは違う。




　お兄ちゃん以外で初めて、そう思える相手だった。

　……もちろん、別に仲良くなるとか、そういうわけじゃないけどっ。

　ただ、少なくとも水野は敵じゃない。

　そう思ってもいいなと思うくらいには、信頼してもいいのかもしれない。

「……不思議ね。男なんて全員、同じだと思ってたのに」

　少しだけ、子供の頃を思い出して憂ゆう鬱うつな気持ちになる。

　……ヤメヤメ。あんな思い出、考えるだけでも嫌になるわ。

　それより、明日あしたからのことを考えよう。

　いまの私に足りないのは、情報。

　お兄ちゃんの彼女──つまり、水野のお姉さんのこと。

　正直、一人じゃ調べるにも限界がある。それを補うためには──。

「水野と、一緒に……」

　それは同時に、今までの生き方を変えてしまうことに等しい。

　子供の頃からずっと、男は敵だと思っていた。そんな敵と、今度は距離を縮めようというのだから。

　でも、不思議と。

　水野なら、大丈夫だと思ってしまった。

　だってあいつは、ドが付くほどのシスコンで。

　そんなところがどこか、私に似ていて。

（……こんな気持ち、初めてだわ）

　自分に芽生えた、初めての感情に少し戸惑いながらも、私はペンを取る。

　書き出しは、そう。

　──放課後、校舎裏に来なさい。

　で、いいかしらね。
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『あんたに対する認識は、ちょっと改めてあげる』

　昨日、羽は瀬せ川がわに言われた言葉を思い出す。

　当初予定していた作戦とは少し違う形になったが、結果として俺は、羽瀬川の信頼を勝ち取ることができた。

　恐らく今日からは、互いに邪魔をし合うことなく、上手く尾行することができるだろう。

　これでようやく、姉ちゃんを守ることに専念できるぞ……！

　と、放課後に向けての決意を固めていると。

「……ん、なんだこれ？」

　下駄箱に、手紙が入っていた。

　水色のシンプルな封筒には、宛あて名なも、差出人も書かれていない。

　一瞬怪しいと思いながらも、封を切って中身を取り出す。

　いや、まさかな。まさか、ラブレ──。

『放課後、校舎裏に来なさい』

　……果たし状だったか。

　なんて情報量に無駄のない手紙。せめて目的とか書いてくれれば親切なんだが……と思いつつも、何となく心当たりのある差出人を思い浮かべ、「まあ、期待するだけ無駄か」と思わず独り言を口にしてしまう。

　とりあえず、放課後の時じ間かん潰つぶしはしなくても大丈夫かもな。







　そして、放課後。

　指定された校舎裏へと向かうと、そこには仁王立ちをして待っている羽瀬川の姿があった。

　まあ、わかってたけど。やっぱり差出人はコイツだったか。

　羽瀬川は、俺を見つけるや「遅いわよ！」と一喝。

「悪い、ちょっと先生に捕まってな。……それよりお前、いいのか？　学校で俺と一緒にいるとこ、見られたらマズいんだろ？」

「大丈夫よ。ここ、放課後はほとんど人が来ないから」

　なるほど。流石にそれは確認済みか。

「で、今日は何の用件だ？　まさか本当に果たし状だった、なんて言わないよな？」

「果たし状？　何のこと？」

「いや、違うならいい。忘れてくれ」

「そう、なら本題に入るわよ。今日は水みず野のに、話があって来てもらったの」

「まあ、そうだろうな。大事なのは、その内容だが」

「ええ、それを今から説明するわ」

　そう言い、羽瀬川は俺をジッと見つめ、こう続けた。

「水野。あんた、私に協力しなさい」

「……協力？」

「そ、協力。私はね、お兄ちゃんに彼女ができたことが、我慢ならないの」

「そう言ってたな」

「だから、何とかして二人には別れてもらわないと困るの！　そうじゃないと……お兄ちゃんが、遠くに行っちゃうかもしれないし……」

「別れてもらう、か」

　正直、俺はそこまで考えたことはなかった。

　俺が姉ちゃんを尾行するのは、羽瀬川兄──彰あきらさんが、どんな男か信用ならないからだ。もし純粋な姉ちゃんの心につけこんで、悪事を働こうとした場合、すぐに守ることができるように。

　とにかく、姉ちゃんを守ること。そのことで頭がいっぱいだったからな。

　……ただ、羽瀬川の気持ちは痛いほどによくわかる。

『遠くに行ってしまうかもしれない』

　姉ちゃんの隣は、ずっと俺の定位置だった。それが、ある日突然奪われた。

　そのことを寂しいと思うのも、遠くに行ってしまうんじゃないかって不安になる気持ちも、共感できる。

「でも、別れさせるなんて無理だろ。そもそも、そんなことしたら姉ちゃんに嫌われる可能性だってあるし……」

「それくらい、私もわかってるわ。だから別に、無理やり引き離そうってわけじゃない」

「ほう」

「ひとまず、しばらく監視を続けるの。それで、私が『お兄ちゃんの彼女に相応しくない』って判断したら、お兄ちゃんの目を覚まさせてあげるつもり」

「なるほど。要するに、テストするって感じか」

「そんなところね。……ま、私のハードルはかなり高いけど。正直、どんな女が来ても絶対に乗り越えられないと思うわ」

　ふふん、と、謎の自信を見せる羽瀬川。

「それってつまり、どんな相手でも認める気はないって意味に聞こえるが」

「さあ、どうかしらね」

　ここまでの反応を見るに、羽瀬川のお兄さんに対する感情は、ややブラコンの域を超えているような気がした。

　だからこそ、俺ですら考えなかった『別れさせる』という方向に、シフトしてしまっているのかもしれない。

「それで、あんたにも協力してもらおうと思ったの。どうせ私たち、やることは同じなんだし……ならいっそ、協力関係を結んだ方がいいんじゃないかってね」

「協力関係、ね」

「なに、その反応。もしかして嫌なの？」

「いや、別に嫌ってわけじゃないが……」

　どうなんだろうか、俺は。

　別れて欲しいかと聞かれれば微妙だが、姉ちゃんが遠くに行ってしまうような気持ちになって寂しいのも事実だし……。

「わかった。確かに、姉ちゃんに相応ふさわしくない男だったら、俺も止めに入らなきゃいけないと思ってたし。協力するよ」

「本当？」

「ああ。それに羽瀬川の言う通り、俺たちは同じ方向を向いてる。なら、協力した方が都合もいいだろうしな」

　少なくとも、もう絶対に邪魔し合うような関係にはならないだろう。

　それだけでも、この協力関係にはメリットがあるように思えた。

「そう、よかった。なら、これからよろしく、水野」

「こちらこそ、よろしく。羽瀬川」

　こうして、俺と羽瀬川は協力関係を結ぶこととなった。







　その後。部活動終了の時間まで、俺と羽瀬川は作戦会議を続けた。

　と言っても、すぐに何かをするわけではない。

　ひとまず今後、お互いに邪魔をし合わないだとか、情報共有をし合おうだとか、そういうことを決めただけ。

　そして、その会話の中で──。

「なあ羽瀬川。この手紙なんだが、もうちょっといい呼び出し方はなかったのか？」

「それはこっちだって同じ台詞せりふよ。先に手紙を出したのは水野じゃない」

「いやそれは、一回きりの予定だったからさ。でも今後は協力関係を結ぶわけだし、多分、連絡頻度も増えるだろ？」

　情報共有をするとなれば、今後、羽瀬川とは連絡を取る機会が多くなるだろう。

　その度にいちいち手紙のやり取りなんてしてたら面倒だ。

「じゃあ、どうするっていうの？　嫌よ、教室で話すとか」

「やっぱり、協力関係になったとしても、それは嫌なんだな」

「当然じゃない」

　キッパリとそう答える羽瀬川。ならもう、これしかないだろう。

「わかった。それなら、連絡先を交換するってのはどうだ？」

「連絡先？」

「ＬＩＮＥだよ。それなら別に構わないだろ？　教室で話しかける必要もないし」

「……まあ、それなら別に。情報交換もやりやすそうだし」

　ということで、互いの連絡先を交換する。

「お兄ちゃん以外の男の連絡先なんて、初めてだわ」

「まあ、そうだろうとは思った」

　だから正直、こんなにすんなり交換してくれるとは思わず、ちょっとビックリしてるくらいだ。早速、協力関係の効果アリということか。

「……言っとくけど、必要な連絡以外は返さないわよ。そこんとこ、ちゃんと頭に入れておいてよね」

「ああ、わかってるよ」

　そんなやり取りをしながら、俺は無事、羽瀬川とのＬＩＮＥの交換を済ませた。

　羽瀬川、ネコのアイコンなんだな……。

　普段のつっけんどんな態度とは対照的に、ずいぶん可愛らしいアイコンじゃないか、と思いながら、俺はスマホの電源を落とす。

「なに、にやけちゃって」

「いいや、別に」

　本人に言ったら絶対に怒るだろうから、口にはしないけど。




　　　　＊




　羽瀬川との作戦会議を終え、俺たちは早速尾行を開始した。

　以前はやれ「邪魔」だの「あっち行け」だの文句ばかりだった羽瀬川も、すっかり大人しくなり……俺は初めて、じっくりと姉ちゃんたちを監視することができた。

　道中、カップル独特の空気を醸し出す二人に嫉しつ妬としたりという場面はあったが……結局その日、二人は寄り道をせずに真っすぐ帰宅したので、特に俺たちの出番はなかった。

「じゃ、また明日あした」

「ええ」

　結果、羽瀬川も『定期の区間内』ということで、俺の家まで来て……彰さんが、また駅まで戻ったのを見計らい、後を追うように歩いていった。

　つい先日まで『仲良くしてると勘違いされたくない』と言っていた羽瀬川だったが、とりあえず、一緒に歩くことに関しては、納得してくれたみたいだな。

　まあ正直、考えすぎじゃないかと思ってたし……俺としては、一安心だ。







「おかえり、瑛えい樹じ」

　羽瀬川と別れ、帰宅した俺を姉ちゃんが出迎えてくれる。

「今日も遅かったのね」

「ゴメン、すぐに晩御飯作るよ」

「ううん、それは別にいいんだけど、何してたのかなって」

「ちょっとね。知り合いと話してて遅くなったというか……」

　まさか、姉ちゃんたちの尾行をしてたと言うわけにはいかない。

　ただ、どうも姉ちゃんには嘘がバレてしまうようなので、上手く嘘と事実を織り交ぜながら説明をすることにしたのだが……。

「あ！　もしかして、こないだ話してた子？　良かったわね、瑛樹。その様子だと、うまくいったみたいじゃない」

「まあね、姉ちゃんのおかげだよ。……あ、ちなみに勘繰るような仲じゃないから。それだけはちゃんと言っておくからね」

「ふふっ、はいはい」

「……本当にわかってる？」

『大丈夫、わかってるわよ』と、笑顔を見せる姉ちゃん。これは絶対、勘違いしてるな。

　ホント、羽瀬川とはただ協力関係なだけで、それ以上でもそれ以下でもないんだが……。

「はぁ」と一つため息をつき、晩御飯の支度をするべくキッチンへ向かう。

「晩御飯、すぐ作るよ。できたら呼ぶから、部屋に行ってていいよ」

「ありがと、瑛樹。それじゃ……今日は、先にお風ふ呂ろに入っちゃおうかな」

「風呂？　今日は早いね。いつもはご飯の後なのに」

「うん。今夜は早く寝ないといけないから」

「へえ。明日は土曜だけど……何か、用事でも」

　と、そこまで口にして、俺はようやく気づいた。

　今、姉ちゃんの機嫌が、ものすごくいいことに。

　表情も、声のトーンも、いつもよりちょっと高め。毎日見ているからこそ気づける変化だ。

　姉ちゃんの機嫌がいい。明日は休み。何やら用事がある……まさか。

「ふふ、実はね……明日、彰君とデートなの」

「で、デート!?」

「うん、ちなみに初デートなのよ。朝から一緒に、お出かけする約束してて……ふふ、楽しみだな」

　それじゃ、お風呂行ってくるから。

　そう言い、姉ちゃんはリビングを後にした。

「……だ、だから今日、寄り道せずに帰ってたのか」

　やけにあっさり別れるなとは思っていたが、まさか、明日も会う約束をしていただなんて……！

　これはマズい。朝から一緒にお出かけ、だと？

　そんなの……何でもできてしまうじゃないか！

「ま、守らなきゃ。絶対、姉ちゃんのことを守らないと……！」

　この瞬間、明日の予定は決まった。

　姉ちゃんを守るため、尾行する。片時も目を離さないように──。




　その日の夜。

　ブルッと震えたスマホを見ると、画面に『羽瀬川碧あお依いさんから新着メッセージが届いています』と通知が表示される。

　用件は見るまでもない、明日のことだろう。
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アオイ『聞いた？　明日のこと』

エイジ『聞いた。デートするらしいな、姉ちゃんたち』

アオイ『ええ。困ったことになったわね……』

エイジ『羽瀬川はどうするんだ？』

アオイ『当然、尾行するに決まってるじゃない』

エイジ『まあ、そうだよな』

アオイ『水野も同じなんでしょ、どうせ』

エイジ『ああ、その予定だ』

アオイ『なら、一緒に行動しましょ』

アオイ『目的が同じなら、その方がいいと思うわ』

エイジ『そうだな。俺もそう言おうと思ってた』

アオイ『了解。お兄ちゃんたちの集合時間と場所、聞いてる？』

エイジ『確か、朝十時に長戸駅前って言ってたな』

アオイ『なら、私たちはその三十分前くらいに集まる感じで』

アオイ『北口の時計台に、九時半。わかった？』

エイジ『了解』




　　　　＊




　そして、翌日。

　自宅でちょっとした出来事はあったものの、無事に長戸駅へと到着した。

　構内を出れば、すぐ近くに大型のショッピングモールがあり、映画館や、アミューズメントパークが併設されていることもあって、若者に人気のスポットだ。

　デートスポットとしても知られており、お店の多さから、付き合いたてのカップルにはピッタリな場所。まだ朝の九時半ということもあって、人もまばらだが……もうすぐここは、男女のペアで埋め尽くされることだろう。

　北口と書かれた看板を頼りに、外へと出る。そして、集合場所に指定されていた時計台の下にて、羽瀬川を待っていると。

「──お待たせ」

　少しして、待ち合わせ相手がやってきた。片手を軽く上げ、挨あい拶さつをしてくる。

「来たか、羽瀬川」

　挨拶を返しながら、俺は、初めて見る羽瀬川の私服姿に思わず目が行ってしまっていた。俺と同じく、目立たないよう意識したファッションだろうか。

　黒を基調としたコーデだが、決してダサい恰かつ好こうをしているわけではない。

　インナーの白と見事にバランスが取れており、顔を隠すためか被っているキャップもまた、そのファッションにピッタリと合ったものだった。

「……何よ。ジロジロ見て」

「いや、別に。私服だなぁと思って」

「何言ってんの、あんたもでしょ」

　まあ、その通りなんだけど。ちょっと新鮮だったから。

　羽瀬川の恰好を見ながら、俺は以前、姉ちゃんが言っていた、

『黒って、着こなしが難しいのよね』

　という話を思い出した。

　正直、姉ちゃんが着れば、なんでも似合うとは思うが……本人的には、全然納得していないらしい。

　そう考えると、自信満々に着こなしている羽瀬川は、流石だなと思う。

　なんせ、顔立ちだけは抜群だしな。まあ、褒めたら逆に怒られそうだから、黙っておくけど。

「とりあえず、移動しましょうか」

「ああ。そうだな」

　時計台で合流した俺たちは、姉ちゃんたちが待ち合わせ場所に決めているらしい銅像まで歩く。

　近くに身を潜めるのにちょうどいい木陰があったので、そこを待機場所に決め、姉ちゃんたちが到着するのを待った。

　そして、少しして──。

「──来たな」

　姉ちゃんと彰さんが、合流した。

　俺と一緒に出掛ける時とは明らかに違う、気合いの入った服。

　初めて見る姉ちゃんのデートコーデに、一瞬目を奪われつつも、隣にいるのが自分でないことを少し嘆いてしまう。

　……ああ。きっと今頃「待った？」「ううん、いま来たところ」「その服、似合ってるね」「えへへ、ありがとう」なんてやり取りをしているんだろうな。ああ妬ねたましい。

　隣の羽瀬川も、多分同じことを考えているのだろう。

　その表情から、恨み、妬み、嫉そねみ、その他様々な負の感情が伝わってきた。

　わかる。その気持ち、わかるぞ。

　と、勝手に共感を覚えていると、

「……私、待ち合わせってしたことないのよね」

　羽瀬川がポツリと言葉を口にした。

「待ち合わせ、か。確かに。兄妹きようだいで出かけるんじゃ、待ち合わせ場所は必然的に家の前になるもんな」

「そう、そうなのよ。それで一度ね、言ったことがあるの。お兄ちゃんに、外で待ち合わせてみないって」

「ほう」

「そしたら『どうして？』って、普通のトーンで返されちゃったわ。デートと兄妹で出かけるのとじゃ、全然違うんだなって改めて実感させられた瞬間だったわね……。なんだか、それを少し思い出しちゃった」

　なるほどな、と、またまた共感してしまう。

　と、そんな俺のリアクションを見て、

「……あんたって、ホント私と似てるわよね」

「どういう意味だ？」

「こんな話、共感してくれるのは水野くらいしかいないだろうってこと。誰に話しても、『当然じゃない？』って反応しかしてくれないし」

「まあ、似たような境遇だからな。俺たち」

　シスコン、ブラコンの俺たちにしかわからない感情ではあるだろう。

　俺も、友達に姉ちゃんの話をしても『はいはい、わかったわかった』みたいな反応しかされないしな。別に俺は気にしてないし、引かれようと何されようと、姉ちゃんを好きだって気持ちが揺らぐことはないが。

　……っと。

「動きだしたわね」

　雑談をしていると、ターゲットの二人が移動を始めた。

　羽瀬川の方をチラッと向くと、一つ、コクンと首を縦に振った。

　行くぞ、という合図だ──。







　尾行っていうのは、素人しろうとがやると結構難しいんだなと、改めて実感する。

　対象に気づかれず、且つ、対象を見失わないよう気を付ける。

　当然、周りの人たちにも怪しまれないように後をつけなければいけない。

　ドラマとかでよく、電柱に隠れてこっそり……なんてあるけど、あんなのは、街中でやれば一発で不審者扱いだ。ストーカーと間違われる可能性もあるしな。

　ということで俺と羽瀬川は、姉ちゃんたちと絶妙な距離を保ったまま、いつも通りを意識し、ゆっくりと後をつけていた。

　そして、ショッピングモールへと足を向けた二人は、そのまま歩みを進め、

「映画館、着いたな」

　事前に得ていた情報だが、まずは映画を観る予定らしい。

「水野。二人がどの映画を観るか、聞いた？」

「一応、聞いてる。ということはやっぱり、館内にも入るってことか」

「当然よ、映画館なんて危険な場所、野放しにはしておけないわ」

「危険って言うほど、危き惧ぐする場所か？　俺はむしろ、健全な場所を選んでくれて安心してたくらいだが」

　そう言うと、羽瀬川は「馬鹿ね」と言い、

「聞いてないの？　今日は二人で、カップルシートで観るって言ってたのよ」

「カップルシート……って、なんだ？」

「見たことない？　映画館の後ろにある、二人掛けのシート」

　……ああ、あれか！

　なんかソファみたいに、二人で座れるシート。

　仕切りがないから、肩と肩がピッタリくっつく、あれのことだな。

「……って、マズいじゃないか！　そんなところに座ったら、イチャつき放題だぞ!?」

「だから、さっきから言ってるじゃない！　薄暗い空間に、カップルシート。おまけに観る作品は恋愛映画よ。こんなの、もう……お膳ぜん立だてはバッチリじゃない！」

　そう言われ、想像してみる。

　彰さんが、そっと姉ちゃんの肩に手を置き、唇を──。

「──よし。すぐにチケットを買いに行くぞ」

　迷いはなかった。

　駄目だぞ、絶対に駄目だ。

　そんな、一度目のデートで。映画館で。暗がりで。

　キスだなんて……そんな軽い男に、姉ちゃんは相応ふさわしくない！

「そうでしょ？　映画館ってのは、侮れないの。あんたのお姉さんが、誘惑してくるとも限らないし……」

「ふん。ウチの姉ちゃんがそんなことするか。攻めるとすれば、お前のお兄さんじゃないのか？」

「なに言ってんの。お兄ちゃんはね、あれでかなり硬派な──」

　と、軽く言い合いをしながら、券売機へとたどり着く。

　そして、座席選択画面を前にして、

「……待てよ。俺たちが館内に入るのは、監視することが目的なんだよな」

「そうよ。もし汚らわしいことをしようとしたら、すぐに防げるようにね」

「てことは、姉ちゃんたちの近くに座らなきゃいけないってことだよな」

「そうだけど、それが？」

「いや、カップルシートって、ちょっと離れた後ろの方にあるんだろ。てことは、さ……俺たちも、そこに座らなきゃってことだよな」

　流石にそれはどうなんだと、座席選択画面で、しばらく止まってしまう。

　前の方に座っては意味がない。だからといって、カップルシートに座るのも……。

　と、悩んでいると。

「当たり前じゃない。私たちも座るわよ、カップルシート」

「……え？」

　横から羽瀬川の手が伸びてきて、ぱっぱと購入手続きを済ませてしまう。

　そのまま、提示された料金を入れ、

「早く水野も払いなさいよ。まさか、奢おごられようって気じゃないでしょうね」

「ち、違うって。もちろん俺も払う。ただ……」

「ただ、なによ」

「……本当にいいのか？　カップルシートだぞ？」

　お前、男嫌いなのに……と、尋ねると、羽瀬川は目を伏せながら、

「……ああもう、意識しないようにしてるんだから、あんたも無視しなさいよ！」

　と、怒気を孕はらみつつも、周囲の注目を集めないよう小声で、静かにキレた。

「だってしょうがないじゃない！　お兄ちゃんたちの監視をするには、ここに座るしかないんだから！　それとも何？　あんた、まさか暗がりに乗じて、私に変なことでもする気なの？」

「馬鹿、そんなことするわけないだろ！」

　ここはしっかりと否定しておかねば。

　無論、俺は羽瀬川に対して邪な感情は抱いておらず、カップルシートに座るからといって、何か不純なことをしでかすつもりは毛頭ない。

　どうやらそれは、羽瀬川もわかってくれているようで。

「でしょ。だから、今回だけ我慢するって言ってるの。……こんな提案、あんたじゃなきゃ絶対しないわよ」

　どうやら、少しは信用されているようだった。

　男としてというよりは、絶対的に揺るがないであろう姉への愛を、というところだろうが。

　……まあ、羽瀬川がそう言うならいいか。

　俺は促されるまま、チケット料金１５００円を払い、館内へと向かうのであった。







　姉ちゃんたちより先に入るか、後に入るか。

　話し合いの末、先回りすることとなった。

　移動するところを見られるより、座っているところを見られた方がバレるリスクは低いだろうというのが、羽瀬川の意見。俺もそれに乗っかった形だ。

　そんなわけで、俺たちは一足先に館内へと向かったのだが……。

「……想像以上ね」

「……ああ、想像以上だな」

　いざ座席に座り、ようやく気づいた。

　いやこれ、近すぎるって……！

　なんだこの距離。ちょっとでも動こうものなら、体がぶつかるぞ。こんなの、意識するなって言う方が無理だ。

　今まで、姉ちゃん以外の女性とこんな距離になったことがない俺には、ハードルが高すぎるイベント。無論、耐性なんて持ち合わせていない。

　ましてや相手は、あの羽瀬川碧依。

　男嫌いでつっけんどんな性格でも、顔は抜群に良い。至近距離だと、更にそれを感じさせる。

　そんな相手と、二時間もこの距離だなんて……。

　と、そんなことを考えていると。

　隣人がジトッとした目つきで、こちらを睨にらみながら、

「あんた、変なこと考えてるでしょ」

　小声で、そう尋ねてきた。

「別に、考えてない」

「……いい？　少しでも触れようとしたら、容赦しないわよ」

「しないって。お前、俺のこと信頼してるんじゃなかったのか？」

「信頼って言っても、この程度よ、この程度」

　親指と人差し指で、俺への信頼度を表現する。

　その隙間は、一センチにも満たないほどの、ずいぶん狭いもの。

「もちろん、気を付けるつもりだ。わざと変なことをしたりしない」

「……ならいいけど。言っとくけど、映画が始まっても──ひゃっ」

　と、少し体勢を直そうとしてしまったのが失敗だった。

　軽くではあるが、俺の左手が、羽瀬川の右手に触れてしまったのだ。

「……み、水野。あんた、言った側から」

　わなわなと、羽瀬川が怒りのオーラを醸し出す。

　不可抗力とはいえ、言った側からというのは確かにそうだ。

「わ、悪い。本当、わざとじゃないんだが……」

　と、そんなやり取りをしていると、姉ちゃんたちが館内へと入ってきてしまった。

「ま、マズい。羽瀬川、隠れるぞ！」

「へっ。あ、ちょ──」
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　顔を見られるわけにはいかない。そう思い、咄とつ嗟さに顔を伏せようとする。

　その際、思わず一緒に、と、羽瀬川の肩に手を置いて、伏せるよう指示をしてしまった。

「ち、ちょっと、あんた──」

「し、静かに。姉ちゃんたち、こっち来てるから」

「──ッ」

　思わず黙るよう指示をしてしまう。

　羽瀬川の顔のすぐ近くで、人差し指を立て、「しっ」と言う。

「……～～～っ！」

　そんな俺の行動が気に食わないのか、羽瀬川は顔を赤くし、何か言いたげな、でも姉ちゃんたちにバレるから我慢、というような態度を見せる。

　……ああ、これは映画が終わった後が怖いな。







　文句の一つや二つは覚悟していたのだが、結局羽瀬川はその後、一言も口を利かなかった。

　正直、斜め後ろの席とはいえ、距離はそう離れていない。

　会話をすればするほどリスクは上がるし、羽瀬川もそれをわかっていたから、何も言わなかったのだろう。

　ただ、時折『キッ』という射殺さんばかりの視線を左隣から感じていたが、これくらいで済むのなら安いものだ。

　さて、羽瀬川の問題はひとまず解決（？）し、肝心の監視についてだが──。

　とりあえず、心配していたようなことは起こらなかった。

　約二時間、俺たちはスクリーンには目もくれず、ひたすら斜め前に座っている二人を見続けていたので、見落としはないはずだ。




　やがて、映画も終わり。

　俺たちはターゲット二人──姉ちゃんと彰さんが館内から出るのを確認し、後を追うように、ゆっくり退場した。

「……」

「……」

　そして、そんな俺たちの間には、確実に〝映画館に入る前〟には流れていなかった、どことなく気まずい空気が満みち溢あふれていた。

　それはやはり、館内での出来事。というか、カップルシートのせいだろう。

（……めちゃめちゃ気まずい）

　カップルという言葉は、『夫婦関係や、恋愛関係にある二人のこと』を指す。

　そんな二人に用意された席に、俺と羽瀬川が座ったわけだ。

　姉ちゃんたちの監視をしている時は、そっちに集中していてあまり気にならなかったが、館内に灯りがついたのと同時に、俺の冷静さも戻ってきた気がする。

　よく考えたら、とんでもないことをしていたのではないか、と。

「……何よ」

　そんな空気を打破したのは、羽瀬川だった。

　俺の心境を知ってか知らずか、「言っとくけど」と睨むような顔つきで、

「私たちの目的は、あくまでお兄ちゃんたちの監視なんだからね。余計なこととか、変なことは考えないように。いい？」

「ああ、わかってる」

　まあ、確かに。いつまでも引きずるわけにもいかない。

　女子に対する免疫というか、耐性がない分、必要以上に意識してしまっていたかもしれないな。反省しなければ。

「俺たちは〝監視以外〟に、特に気にすることはなかった」

　羽瀬川の意図を汲くみ、望み通りの返答をする。

「ええ、そうよ。私たちは〝監視以外〟に、特に気にすることはなかったの」

　要するに『さっきのことは忘れろ』と。

　羽瀬川は、そう言いたいのだろう。

　ただ……そう言う羽瀬川の顔が、少し赤かったのを見るに、彼女も多少は気にしているということの証拠だろうが。

　余計な火種を生みたくないので、指摘はしないけど。




　映画館を後にし、姉ちゃんたちはショッピングモール内から外へと向かう。

　俺たちも遅れまいと、後をつける。

「人、多いな……」

「そうね。見失わないよう、気を付けないと」

　周りを見れば、人、人、人。

　休日だから仕方がないとはいえ、これでは尾行をするのも大変だ。

　とはいえ、近くを歩くわけにもいかない。ターゲットを見失わないよう、俺たちは程よい距離をとって尾行を続けていた。

　──と。

「「あっ」」

　俺と羽瀬川、同時に声が出てしまう。

　ここまで、ただ並んで歩いていたターゲット二人が、手を繋つないだのだ。

　姉ちゃんも、そして彰さんも、どこか照れた表情をしており、何とも初々しい。

　他人が見れば、『あら、可愛いカップルね』と思わずほっこりするような。

　まさに『付き合いたてのカップル』そのものであった。

「……う、羨うらやましい」

　先に声を出したのは、羽瀬川であった。

「私……最後に手繋いだの……多分、小学生の頃……」

　暗く沈んだ声で、羽瀬川がポツリポツリと言葉を発する。

　覇気がない。相当、ダメージが大きいようだ。

　──そしてそれは、俺もまた同様で。

「……間近で見せつけられると、キツイな」

　同じように、ダメージを喰らっていた。

　その後、俺たちは微妙に重くなった足を何とか引きずるようにして、姉ちゃんたちの尾行を続けるのであった。




　やがて、一時を過ぎた頃。

　姉ちゃんたちを追いかけてやってきたのは、ショッピングモールから少し離れた場所に位置する公園であった。

　といっても、遊具があって子供たちが遊ぶようなところではなく、自然溢れる広場という感じ。四季折々に咲く花に囲まれ、春には花見を、そして秋の今は紅葉を楽しむにはもってこいの場所だ。

　そんな場所に、二人が来た理由はといえば──。




「あ、お弁当」

　姉ちゃんがバッグから、お弁当を取り出す。

　そう。今日のデートのために、朝から（正確には昨晩から仕込み）一生懸命作り、持ってきているのだ。

『せっかくだから、手作りのお弁当を作ってあげたいの』

　とは、昨夜、姉が口にしていた言葉。

　相当気合いの入った様子で、あれやこれやと色んな種類のおかずを作ろうと準備をしていたのだ。

「へえ。あんたのお姉さん、料理できるのね」

「……ああ、まあ」

「私、料理はさっぱりだから、ちょっと負けた気がするわ。でも、お兄ちゃんずいぶん喜んでるみたいだし……やっぱり私も、料理の一つくらいできた方がいいのかしら。水野はどう思う？」

「そ、そうだな。まあできるに越したことはないんじゃないか？」

「……？　なんかあんた、さっきから歯切れ悪いわね。どうしたの？」

「いや、歯切れが悪いというか、なんというか。正直、あの弁当にはあまりいい印象を持ってないんだよ」

　どういうこと、と不思議そうな表情をする羽瀬川。

　それもそうだろう。こいつは知らないのだ、姉ちゃんは──。

「──姉ちゃんは、ぶっちゃけ料理が下手なんだ」

「へ？」

　そう。とにかく姉ちゃんは、絶望的なまでに料理ができない。

　隠し味と称して、調味料をアレコレ入れたり。

　目分量という言葉を鵜う呑のみにして、秤を全く使わなかったり。

　他にも、あれやこれやと一気にやろうとしておかずを焦がしたり、そもそも包丁の持ち方が危なっかしかったり…… etc.

　結局、そんな姉を見かねて俺が料理を覚え、ずっと台所担当を担ってしまったものだから、姉ちゃんの料理はまったく上達することなく、今日を迎えてしまったのだ。

「……じゃあ、あのお弁当はどうしたの？　お兄ちゃん、美味おいしそうに食べてるけど」

　遠目にもわかる、嬉うれしそうな彰さんの表情。

　たとえ嘘がつけない性格だったとしても、流石に少しくらいは表情に出てもおかしくはないだろう。

　それがないということは、つまりあの弁当は美味しいということで。

　要するに──。

「あの弁当はな、ほとんど俺が手伝って作ったやつなんだ」

「そ、そうだったの……？」

「ああ。……お前にわかるか!?　姉ちゃんに『彼にお弁当を作ってあげたいから手伝って』と言われた弟の気持ちが！　なんで俺が姉ちゃんのデートを成功させる手伝いをしなきゃならないんだとか、いやでもここで断ったら姉ちゃん悲しむだろうなとか、なんか色々感情がごちゃ混ぜになって結局引き受けるしかなかったんだよぉ！」

　結局、たまご焼きを焼いたのも俺だし、野菜を切ったのも俺。ウインナーをタコの形にしたのも、から揚げの下味から揚げまでやったのも、全部俺だ……！

　無論、姉ちゃんがやらなきゃ意味がないのはわかってたし、おにぎりを握ってくれたり、弁当詰めを担当してくれたが……あの弁当は実質、俺が作ったようなものだ。

「だからな、複雑なんだよ……。彰さんが美味しそうに食べるのを見てると、俺の弁当で喜んでもらってるみたいな感じがしてさ……！」

　こんな複雑なことがあるか、と思わず叫びたくなる。

　そしてもう一つ。完成の際に姉ちゃんが『喜んでくれたら、また作ってあげよう』なんて言ってたんだよな。

　てことはアレだ、姉ちゃんが一人で料理できるようになるまで、しばらくこの状態が続くということだ……！

　思わず熱が入ってしまい、羽瀬川に溜たまっていた感情をぶつける。

　すると羽瀬川は、

「……なんて言うか、あんたも苦労してんのね」

　と、労ってくれた。ああ、今はその優しさが、すごく沁しみる……。




　少しして。ようやく冷静さを取り戻せた俺は、何とか元通りに戻ることができ、姉ちゃんたちの監視を続けていた。

「というか水野、料理できたのね」

「ああ。姉ちゃんが料理苦手だからな。両親も帰りが遅いし、昔から家事を分担してたんだよ。俺が料理、姉ちゃんがそれ以外って感じでな」

　俺の言葉に、ふうん、と反応を見せる羽瀬川。

「でも、良いわねお弁当。私もいつか、お兄ちゃんに作ってあげたいわ」

「慣れれば難しくはないぞ。初心者でも作れるような、簡単なレシピも色々あるし」

「へぇ。今度、教えてもらおうかしら。そうすれば、お兄ちゃんたちの尾行の時にも役立つだろうし……」

　そう言い、立ち上がろうとする羽瀬川。

「ん？　どこ行くんだ？」

「お弁当、買ってくるの。お兄ちゃんたちがここで昼食にするなら、私たちもここで済ませないとだし。たしか、近くにコンビニがあったと思うから……」

「ああ、そういうことなら」

　羽瀬川の言葉を聞き、俺は持ってきていた鞄かばんに手をやる。

　えっと……あったあった。

「……？　なに、その包み」

　鞄から、二つの包みを出すと、羽瀬川が興味を示した。

「弁当だよ。姉ちゃんが昼を弁当で済ますってことは、こういう状況になるだろうなと思ってな。おかずの余りを詰めて持ってきたんだ」

「あんた、ホント準備良いわね。……って、二つあるってことは」

「ああ。どうせお前、何も準備してなかったんだろう」

　俺は、包みを一つ羽瀬川に渡す。

　すると、その行動が予想外だったのか。羽瀬川は面食らったような顔で、

「……」

　ジッと、その包みを見て止まっていた。

「もしかして、迷惑だったか？　男の作った料理なんて食いたくないとか」

「ち、違うわよ！　ただ、その。……なんていうか」

「……？」

「……そこまで気をきかせてくれると思わなかったから、驚いたというか」

　そう言い、羽瀬川は包みを手にした。

　そして小声で、伏し目がちに。頬は少し、赤く。

「……ありがと、いただくわ」

　……そんな反応されると思わなかったから、こっちまで思わず照れてしまう。

　正直、拒否されてもおかしくないと思ってたから、余計に。

　でも。

（……なんか、嬉しいな）

　少しは喜んでもらえたようで、俺も嬉しくなるのだった。







　その後、昼食を終えた姉ちゃんたちは、しばらく広場を散策していた。

　その間ももちろん、手を繋ぎながら。

　一向に二人のイチャつきを見ることに慣れない俺たちは、その度にぐぬぬ……と、歯ぎしりしたくなるほどの嫉しつ妬とを覚えつつも、とはいえ監視をしなくてはならないので目を背けることができず、せめぎ合いに苦しみながら尾行を続けていると──。

「あ、移動するみたいよ」

　しばらくして、姉ちゃんたちが公園から次の場所に移りはじめた。

　時刻は三時を回った頃。一体次は、どこへ向かうのか。

　公園を後にし、しばらく歩き続ける二人。

「カフェ……か？」

「みたいね。ここでしばらく休憩するみたい」

　やがて、二人が到着したのは、いかにも若者向けといったお洒落しやれなカフェだった。

　実際、外からお店の中を覗のぞくと、俺たちと同年代のお客さんたちばかり。それも、男女二人組のお客さんが多く見える。若いカップルにも人気の店なのかな。

「どうする、俺たちも入るか？」

　そういう店ということもあって、一応羽瀬川に確認をとる。

　しかし羽瀬川は、迷うことなくノータイムで、

「当然でしょ」

　と、答えた。

　まあ、カップルシートに座るほどの行動力だもんな。当然っちゃ当然か。

　そうして、店に入ることを決めた俺たちは、姉ちゃんたちにバレる可能性を考慮し、少しだけ時間を空けて店内へ踏み入ることにした。




　五分経ち。そろそろ大丈夫だろうと、お店に向かう。

　俺はいつものようにドアを開け、羽瀬川を先に通そうとした。

「……」

「……ん？　どうした、入らないのか？」

「……いや、別に。入るわよ、入る」

　なんだ、変なことしたか……？

　ただドアを開けてあげただけなのに、何故か不機嫌になる羽瀬川。

　まあ、これくらいでいちいち気にしてたらキリがないんだけど。

「いらっしゃいませ」

　店の奥から、店員さんがやってきた。

　俺は目立たないよう「二名です」とだけ口にし、すぐにフロアの方へ向かおうとしたのだが……。

「すみません。お客様、少々お待ちください」

　と、足止めを食らってしまった。

　しまった、席の案内があるのか。

　なるべく目立たないよう、こっそり行動したかったが仕方ない……と、思いきや。

　その女性店員の口から、予想だにしていなかった言葉を聞かされてしまった。

「ただ今の時間、カップル専用タイムとなっておりまして」

「……は？」

「……へ？」

　俺たちは同時に、間抜けな声を出してしまう。

　なんだその『カップル専用タイム』とかいう初めて聞く名前の時間は。

「恋人同士の方のみ、ご利用いただけることになっております。お席へのご案内にはまず、カップルの証明をお願いしております」

　……な、なんだそりゃ!?

　いやいや、そんな喫茶店聞いたことないぞ!?

　あれか、カップル割引的なそういう……いやでも、恋人同士じゃないと利用できないって言ってたよな？

　チラッと横を見れば、羽瀬川も困惑している様子だ。

　だが、少しして「そういえば」と口を開き、

「前に、友達が話してたわ。恋人向けに、変わったイベントをしてるカフェがあるとかって……」

「……お前、ここがその店だってことは」

「気づいてたわけないじゃない！」

　小声でやり取りをする俺たち。

　そりゃそうだよな。羽瀬川が男と、こんなところに来ることを良しとするわけない。

　──と。

「あの、お客様？」

　接客をしていた店員が、そんな俺たちの態度を不審がり、声を掛けてくる。

　声のトーンが、一つ下がった気がする。

　マズい、怪しまれている……？

　何とかこの場を乗り切らないと……ええっと！

「あ、あの。カップルの証明って、どんなことをすればいいんですか？」

　もしかしたら、簡単な質問に答えるとかかもしれない。

　それくらいなら、突破することは可能だろう。

　なんたって、さっきカップルシートに座ったくらいだ。適当な嘘で誤魔化せば……と、一いち縷るの望みを託す俺たちだったが、店員さんはニッコリとした笑みを見せ、

「本日のお題は『ほっぺにキス』です！　軽く、チュッとしていただくだけでＯＫですよ！」

　キス……キス、だと!?

　そんなことあるか!?　俺たちはただ、喫茶店に入りたいって思っただけだぞ!?

　いやまぁ、店側からすれば『嫌なら出ればいいというだけの話』になるのかもしれないが……。そもそもカップル専用タイムということは、ここを訪れるのは恋人同士のみ。それ以外の人たちは、ここで踵きびすを返せばいいだけのこと。

　だから俺たちも、無理にこなさず店を後にすればいいだけなんだが……。

（そうすると、監視が……）

　こんなイベントをするような店だ。なんとしてでも、姉ちゃんを見守らなければならない。だがそのためには、羽瀬川と（ほっぺにだが）キスしなきゃいけないわけだし……。いやでも、すでに姉ちゃんたちが店に入ったってことは……。

　頭の中で、様々な情報がグルグルと回る。そもそも、羽瀬川がこのイベントをこなすとも思えんし、ちょっと一いつ旦たん冷静に──。

「──水野、こっち来て」

　俺の腕を掴つかみ、グイッと自分の方へ寄せる。

　突然の出来事に、俺は抵抗する間もないまま、引っ張られてしまい、そして。

「──ッ」

　一瞬。右の頬に、柔らかい感触を覚えた。

　何が起こったのか、さっぱりわからない。

　そんな俺の呆ぼう然ぜんとする態度とは裏腹に、目の前の女性店員は、

「ありがとうございます！　それでは早速、お席にご案内しますね」

　と、笑顔で俺たちを店内に誘導してくれた。

　……え。この店って、頬にキスしなきゃ入れないんだよな。

　てことは、今、羽瀬川は。いやでも、まさか、そんなわけ……。

　相変わらず思考がまとまらないまま、席に案内される。

　そして、着席後。俺は、思わず、

「──なあ、今のって」

「言わないで。何も言わないで」

　俺の質問を、羽瀬川は強めの口調で遮った。

　相変わらず困惑し、「いやでも……」と続ける俺に、

「忘れなさい。今の事は、すべて」

　今日一番の睨にらみを利かせ、圧をかけてくる。

　……いや、無茶言うなよ。

　カップルシートに座るのですら、いっぱいいっぱいだったんだぞ。

　今まで彼女どころか、女の子と二人で出かけるなんて、姉ちゃん以外なかった俺にはあまりにも刺激が強すぎるイベントだ。

　そんな俺の訴えを目で察したのか、

「……だって、仕方ないじゃない！　お店に入らないと、監視できないんだもの！」

　と、ついにキレた。

　思えば、カップルシートを選んだ時だってそうだった。

　どうも羽瀬川は、お兄さんが絡むと信じられないような行動力を発揮する。

　そのことを学んだ俺は、今後の教訓として覚えておこうと胸に刻みつつ、

「……確かにそうだな。監視するには、ああするしかなかったもんな」

　と、羽瀬川の怒りを受け止めるのだった。




　それから、少し経って。

　未だ気まずい空気は流れているものの、互いに店へ入った目的──姉ちゃん、彰さんの監視──を遂行すべく、少し離れた場所に座る二人へ、意識を向ける。

　すると、二人の間にドリンクが注がれているカップがあることに気づく。

　いつの間に、注文したのだろうか。しかし、一杯しかないというのはどういう……。

　と、そんなことを考えていると、

「お待たせいたしました」

　二人の席にあるドリンクと全く同じものが、俺たちの席にも運ばれてきた。

　……はて、なにか注文した記憶はないのだが。

　むしろ、何も頼まないまま席を陣取るのはどうなんだと、コーヒーの一杯でも頼もうかと思っていたところだったんだけど……。

「あの、すみません。まだ何も注文していないんですが」

「いえ、こちらは本日お越しのお客様への、サービスとなっております」

　ああ、そういうことか。

　確かに今日は、特別なイベントが行われてる日っぽいもんな。そういうサービスがあっても不思議ではないか。

　……ただ、どうして置かれたドリンクは一つだけなのだろうか。

　各テーブルに一杯。そういうことなら、仕方ないと納得もするのだが、何故かストローは二本置いてあり……。

「あの、ドリンクはこの一杯だけですか」

「はい。こちらを、お二人でお飲みください」

　……ちょっと待ってくれ。

「え、このドリンクを、二人で？」

「はい、お二人で」

「二本のストローで、一杯のドリンクを？」

「はい、二本のストローで、一杯のドリンクを」

「……なんかこの店、変じゃないですか」

「そうですね、私もそう思います。こちらすべて、店長の趣味でして」

　と、笑顔で返事した後、「ではごゆっくり」と、店員はその場を後にした。

　……待て待て。なんだこの古い恋愛ドラマみたいなイベントは。

　この時代にこんな企画を立案して、実行する店があっていいのか!?

　思わず、テーブルに置かれたドリンクをジッと見る。

　すると、正面に座っていた羽瀬川が、

「……まさかあんた、やる気？」

「いや、やるわけないだろう。他の席だって、誰もやっては──」

　と、周囲を見回すと。

　右のカップルも、左のカップルも、楽し気にドリンクを共有していた。

『今どき面白いよね』

『わかる、なんか漫画みたいで』

　隣の席に座るカップルの声を聞けば、逆に珍しい企画過ぎて『非日常感』を味わうことを楽しんでいる様子だった。

　ふと姉ちゃんたちの方を見れば、俺たちと同じように運ばれてきたドリンクを見ながら、一言二言なにか会話を交わした後、周囲のカップルと同じように、二本のストローで、一杯のドリンクをシェアしていた。

　少し飲み、顔を見合わせて、くすっと笑う。

　どうやら姉ちゃんたちも、この状況を楽しんでいる様子だ。

　畜生、羨うらやましい。その場所代われ──じゃなくて！

「……やってるな」

「……やってるわね」

　なんということだ。

　このカップルだらけの空間で、このイベントをこなしていないのは俺たちだけのようだった。

　先ほどのキスと違って、強制されているわけではない。

　なのに、やらなきゃいけないと謎の使命感を覚えてしまうのは、何故だろう。

『あのカップル、どうも怪しいのよね』

　と言わんばかりに、先ほどからこちらをジッと見られているからだろうか。

　周りのカップルが、イベントを楽し気にこなしているからだろうか。

　もしくは──羽瀬川が、こちらにストローを渡してきたからだろうか。

「お、おい。お前、まさか……」

「し、仕方ないわ。カップルのフリをしないと、怪しまれるもの」

「確かに、目立つのはよくないが……。とはいえ別に、強制じゃないぞ、これ」

「わかってるわよ！　でも、店員さんがこっち見てるし……！」

　あの店員、入口から、ずっと俺たちを見てるんだよな。

　やはり、疑われているのだろうか。カップル限定イベント、そしてカップル限定サービスを、カップルでないもの同士が享受しているのではないか、と。

「……ちょっと、早くしなさいよ！　私だって、恥ずかしいんだから！」

「わ、わかってるって！」

　羽瀬川に急かされ、ストローの封を切り、グラスに挿す。

　意を決し、ストローに口をつけるのだが……。

（ち、近い。近すぎる……！）

　ふと顔を上げれば、同じようにストローを口にした羽瀬川の顔が。

　長いまつ毛。大きな目にパッチリとした二重まぶた。透き通るような白い肌。

　これまでも、こうして至近距離で接することはあったが、こうして正面から見合うような形になるのはこれが初めて。

　このイベントより、よっぽど難易度の高いことをこなしているような気もするが、それでもやはり、意識してしまうのは仕方ないだろう。

　と、そんなことを思いながら、つい羽瀬川をジッと見つめてしまう俺。

　そんな俺の視線に気づいた羽瀬川は、パッとストローから口を離し、

「ちょっと、なにジッと見てるのよ！」

「わ、悪い。なんか、近いなって……」

「ばっ──。そういうこと言わないで！　意識しないようにしてるんだから！」

「だって、仕方ないだろ。フリとはいえ、恋人っぽく振る舞うなんて」

「しょうがないじゃない！　こうしないと、監視ができないんだから！」

　と、羽瀬川と言い合いのような形になる。

　そう。この時の俺たちは、互いの事に精いっぱいで、周りのことを気にする余裕がなかったのだ。

　だからこそ、あれだけ気を付けていた声量が、知らず知らずに大きくなり。

　その声が、絶対に届いてはいけない二人に届いていることにも、そして俺たちのところに二人が近づいてきていることにも気づかずに……。




「──碧依？」

「──瑛樹？」

「「……へっ」」




　不意に互いの名を呼ばれ、俺たちは思わず間抜けな声を上げてしまったのだった。




「……もう、まったく。瑛樹は本当に心配性なんだから」

　正面の席に座る姉ちゃんが、怒ったような、そして呆あきれたような顔でジッとこちらを見ている。

　思わず、ウッとなる俺。どうやら隣に座る羽瀬川も同じような心境なのか、チラッと横目で見たら、バツの悪そうな表情を浮かべていた。

「だ、だって、仕方ないだろ！　姉ちゃんがデートだなんて言うから……！」

「心配してくれるのは嬉うれしいけど、私ももうすぐ十八歳になるのよ？」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「それに、彰君は瑛樹が心配するような人じゃないから」

「うっ……」

　確かに、痴漢から守るために登下校を一緒にするのとは違う。

　今回は、姉ちゃんが好意を持っている彼氏を危き惧ぐしていたのだ。

　姉ちゃんが怒るのも無理はないだろう、と、一応自分の行いに対して反省の色を見せる。

　すると、そんな話を聞いていた彰さんは、

「はは。話には聞いてたけど、本当に心配性なんだね」

「それは、まあ、そうですけど……」

　自身の与り知らぬところで勝手に危険視されていたにもかかわらず、そのことを不快に思っている様子はなく、むしろ『いい弟さんじゃないか』と、姉ちゃんを宥なだめる側に回っていた。

　……ぐぬぬ。なんという余裕。

　たった一つしか年齢が違わないのに、ずいぶんと差を感じてしまうような大人な態度に、思わず敗北感を覚えてしまう。

「……ちなみに、いつから気づいてたの？」

「ん？　さっきだよ。店の中に、ずいぶん騒がしいカップルがいるなと思って見たら、碧依の姿が見えたからさ」

「……抜かったわ」

　俺にだけ聞こえる声量で、ボソッと口にする羽瀬川。

　確かに、俺も羽瀬川もすっかり冷静さを欠いていたからな。

「で、碧依はどうしてここに？」

「そんなの、決まってる。お兄ちゃんがデートだなんていうから、私……！」

　思わず立ち上がりそうな勢いで、羽瀬川は言葉を発する。

　動機は、ほぼ俺と同じ。

　姉ちゃんは俺に呆れ半分で対応したが、彰さんはと言えば、
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「はは、そっか。ありがとう、心配してくれて」

　と、むしろ笑顔を見せていた。

　そんなお兄さんの笑みを見て、ふにゃりと羽瀬川の表情が緩む。

　……す、すごいな。羽瀬川兄。

　あの『男は全員敵』と口にしていた羽瀬川を、ここまで骨抜きにするとは。

　まるで猛獣を手懐ける飼育員みたいだ。

「でも、尾行は駄目だよ。いくら心配だったからとはいえ、ね」

「うん……」

「よし、反省したみたいだね。じゃあ、僕からは何も言わないよ」

　と、あっさり事を片付けてしまった。

　きちんと窘めつつも、フォローも欠かさない。

　そんな彰さんの姿に益々、

（大人っぽくて、しっかりしてる人だな……）

　と、思ってしまう。

　同時に、何となく羽瀬川が彰さんのことを好きになる理由もわかった気がした。

　優しくて、カッコ良くて、しっかりしていて……。

『私のお兄ちゃんは完かん璧ぺきなんだから』と羽瀬川は話していたが、あれは誇張などではなく、ありのままの事実を告げていただけなのかもしれない。

　と、そんなことを思いながら、彰さんたちを見ていると、

「……あ、そういうことだったのね」

　突然、姉ちゃんが何かにピンと来たらしい。

　一体、何に気づいたのだろうか。尋ねると、

「ほら、こないだ瑛樹、話してたでしょ？　仲良くなりたい子がいるって」

「うん、話してたけど……」

「それ、碧依ちゃんのことだったのね。ようやく繋つながったわ」

「ち、ちが──」

　違う、とハッキリ言えなかったのは、事実を指摘されたからだ。

　確かに、姉ちゃんに相談したのは、羽瀬川との仲のこと。

　しかしこの前の反応を見るに、どう考えてもあらぬ方向に勘違いをしていた。

　それだけは否定しなければ……！　と、反論しようとしたのだが。

「……どういうこと、水野。仲良くなりたいって」

　と、隣の羽瀬川から尋ねられてしまい、それどころではなくなってしまった。

「い、いや。あれはその、なんて言うか……」

　尾行するために、羽瀬川と仲良くなるしかなかった。

　そう説明するのは簡単だ。羽瀬川も、すぐに納得してくれるはず。

　しかし、この場には姉ちゃんと彰さんもいる。

　まさか放課後も尾行していたり、ましてや協力関係を結んでいたりするなどと説明するわけにはいかないだろう。

　なんて説明すればいいんだ……と、知恵を絞る俺を他所よそに、姉ちゃんと彰さんは何やら二人で盛り上がり始め、

「へえ、そうだったんだ。もしかして碧依たちは、そういう関係なのかな？」

「そういうって、どういう意味？」

「だから、このお店に入るくらいの仲だってこと」

「「……はっ」」

　そこで、ようやく俺たちは気づいた。

　この店はカップル専用タイム中。入るには、頬にキスをしなければいけない。

　当然、彰さんたちもそれを知っているわけで……。それがまた、余計に勘違いに拍車をかけてしまったようだ。

　当然、俺も羽瀬川も全力で否定をする。

「ち、違うから！　俺たちはそういう関係じゃないって！」

「そうよ！　確かにお店には入ったけど、あれは事故みたいなもので……！」

「そう？　でも何だか、お似合いに見えるけど」

「「えっ!?」」

「ほら、そういうところ。なんか似てるんだよね、二人とも」

「あ、それ私も思ったわ。波長が合ってるっていうか……」

　オイオイオイ、勝手に二人で盛り上がらないでくれるか!?

　俺はついこの前まで、羽瀬川のことを苦手だと思っていたくらいなんだぞ……！

　そりゃ、協力関係を結んでからは、少しはマシになった気はするけど……それでもまだ、今までの印象だって充分残っている。

　羽瀬川も何か言ってやれ、なぁ！

「に、似てるって……」

　だが羽瀬川は、なぜか彰さんの言う『似てる』という言葉が引っかかったようで、何やらブツブツと、独り言を口にしていた。

「お、おい、羽瀬川。どうしたんだ？」

　思わず、隣に座る羽瀬川の方を向く。

　すると、俺と目が合った羽瀬川は、急に顔を赤くして──。

「お、お兄ちゃん！　それ、とんでもない勘違いだから！　誰がこんな男……！」

　と、立ち上がって俺を指さしながら、そう言った。

　しかし彰さんは、ニコニコとした表情を崩す様子はなく。

「ゴメンって。ただ、碧依が珍しく楽しそうにしてるから」

「た、楽しそうって……！　そんなわけないじゃない！」

　全くだ。横で会話を聞いていた俺も、思わず頷うなずく。

　やがて、限界を迎えたのだろうか。

　羽瀬川は、椅子に置いていた鞄かばんを手に取って、

「帰るっ」

　とだけ言い残し、スタスタと店の外へ歩いて行ってしまった──。




　その後。尾行もバレ、羽瀬川も帰ってしまったので、俺もさっさと家に戻るか……と、姉ちゃんたちに別れを告げようとしたのだが、

「少し、時間をもらえないかな？」

　と、彰さんから足止めをされてしまい、今に至る。

「ゴメンね、時間を作ってもらって」

　結局、カップルが利用する喫茶店で、というのもなんだったので、場所を移し、姉ちゃんと三人でお茶をするような形に。

　いや、本当にどうしてこうなった──……。

　彰さんは、何やら俺に話がある様子。一体、どんな用件だろうか。

　もしかして、尾行していたことを怒ってたり？

　それとも、姉ちゃんのことで何か……？

　とにかく質問しなければ始まらない。

　そう思い俺は、「それより」と、聞きたかったことを尋ねる。

「話って、何でしょうか？　姉ちゃんのことですか……？」

「そうだね、晴はる香かの話も色々聞きたいけど……」

　──ぐはっ……！

　サラッと名前呼びしていることに、10のダメージ。

　畜生、彼氏面しやがって。やっぱり許すまじ、羽瀬川彰……！

　と、俺の不機嫌オーラに気づいたのだろうか。彰さんはニコッと笑みを浮かべ、

「僕が話したいのは、碧依のことだよ」

　姉ちゃんから話題を切り替えた。

「僕はね、本当に驚いたんだ。瑛樹君が、碧依と一緒にいるところを見て」

「驚いた、ですか？」

「うん。瑛樹君ももちろん知ってるでしょ？　碧依が男性を嫌ってること」

　コクリ、と頷く。

　すると、彰さんの隣で話を聞いていた姉ちゃんが、

「私、あんまり碧依ちゃんのことを知らないんだけど……。そんなに、男の人が苦手なの？」

「苦手っていうか、敵視してるって言う方が正しいかな？　碧依は子供の頃から、男性を全く信頼しなくなっちゃったから」

　それから彰さんは、羽瀬川の男嫌いエピソードを教えてくれた。

　といっても、普段学校で嫌というほど見ているので、俺にとっては今更感のある話だが。

「でも、彰君は大丈夫なのよね？」

「うん。僕は子供の頃から、ずっと一緒にいたし……。それに、碧依が男性嫌いになるきっかけが起こった時も、ずっと側にいたからね」

　きっかけ、と、彰さんは話した。

　以前、見当違いな推理をしてしまったことがあったが……結局、あの時は結果オーライという形で収まったんだっけ。

「昔から、ずっと碧依の側にいた。だからこそ驚いているんだよ。まさかあの碧依が、男の人と仲良くしてるなんて、ってね」

「仲良く……そうですか？」

「うん。もしかしたら、少し大げさな表現になってたかもしれないけど……そうだね、少なくとも、瑛樹君のことはある程度信頼してるんだろうなっていうのはわかったよ」

　信頼……信頼、かぁ。

　確かに羽瀬川は、映画を観る前、そんなことを俺に言ってくれたような気がする。

　親指と人差し指の間一センチにも満たないほどの、小さな小さな信頼。

（……しかしまあ、流石お兄さんって感じだな）

　そんな微妙な心境の変化を、ちょっと見ただけで見抜く。

　羽瀬川と長いこと一緒にいたからこそわかるのだろうか。

　俺が、姉ちゃんのちょっとした変化に気づけるように。

「ずいぶん、気にかけてるんですね。羽瀬川の……ああいや、妹さんのこと」

「もちろん。碧依は大切な妹だからね。もう、悲しい思いはさせたくないし……」

　と、少し神妙な面持ちになる彰さん。

　しかし、すぐにハッとし、

「っと、ゴメン。この話はこれくらいで。それより、瑛樹君に聞きたいな。どうやって碧依と仲良くなったの？」

「どうやって、ですか……？」

　さて、どこまで説明したものか。

　仲良くなったきっかけは、互いに姉・兄について熱く語ったことだとか。

　その結果、協力関係を結ぶことになったことだとか。

　……ううむ。どこまで喋しやべっていいのか難しいな。

　俺がある程度のシスコンだってことは、姉ちゃんもわかってることだけど……羽瀬川はどこまでオープンにしてるのか聞いてないし。

　余計なことを喋ったら、後で怒られそうだしな。

「……まあ、色々と。姉ちゃんと彰さんが付き合ってるってのを聞いて、それがきっかけで」

「もしかして碧依、すごく心配してた？」

「あ、はい。それなりには」

　おや、この反応。もしかして……。

「羽瀬川が、彰さんのことを……その、すごく慕ってるっていうの、気づいてます？」

「はは、遠回しに言わなくても大丈夫だよ。もちろん僕は気づいてるし、晴香も何となく察したでしょ？」

「ええ、そうね。軽く話は聞いてたけど……さっきの様子を見て、気づいたわ。ふふ」

　鈍感な姉ちゃんが気づくほどだ。ずっと一緒にいた彰さんが、気づいていないわけないか。

　そもそも、今日尾行してたことに気づいても、動揺してる素振りもなかったし……ブラコンだってことは彰さんも気づいていたんだな。

　……なら、と。同時に疑問に思うこともある。

　羽瀬川が、男嫌いだということを知っていて。

　でも、自分のことを慕ってくれているということもわかっていて。

　これだけ、妹のことを心配していながら。

　何故、彼女を作ったのだろうか……と。

（まあ、彰さんには彰さんの自由がある。それはわかってるが）

　気づけば俺は、姉ちゃんを奪ったことではなく、別のことで少し、彰さんに対してモヤッとした感情を覚えていた。

　と、そんな時。ブルルッ、と、机の上に置いてあった姉ちゃんのスマホから、バイブ音が聞こえてきた。

「あ、お父さんからだ」

「電話？」

「うん。ちょっと出てくるね」

　そう言い、スマホを手に店の外へと向かう。

　気づけば、俺は彰さんと二人きりという状況になっていた。

（……き、気まずい）

　なんで姉の彼氏と、二人きりにならなければいけないのか。

　そもそも今日、初対面なんだぞ。

　さっきまでは姉ちゃんもいたから気にならなかったけど……改めて、やっぱこの状況は変だよなと、自分の置かれた立場を再確認する。

　あー、だの。こー、だの。心の中で、どう会話を続けるべきか思案する。

　姉ちゃんのこと、姉ちゃんのこと、後は羽瀬川のことも……。聞きたいことは山ほどある気がするのだが、それを上手く言語化できない。

　と、グルグル頭の中で思考を巡らせていると。

「瑛樹君は──」

　沈黙を破ったのは、彰さんの方だった。

「碧依のこと、どこまで知ってる？」

「どこまで……。えっと、男嫌いだってことくらいで、後は……」

「そっか。さっきも言った通り、碧依は昔から男性に対して、あまりいい感情を持ってなかったんだ。小学生の頃からずっと。そのおかげで、色々大変なこともあったみたいだけど……でも結局、高校生になった今でも、それは変わってない」

　大変なこと、か。

　まあ、どれだけ避けようとも、実際問題、異性との交流を完全に絶つのは難しいだろうしな。

「女子高に通う、みたいな話もしたことがあるんだけどね。碧依は結局、僕と同じ高校に行きたいって」

「ああ、想像つきます。究極の二択だったんだろうなぁ……って」

「はは。瑛樹君、結構碧依のことわかってるみたいだね」

「まあ、俺もかなり姉ちゃんのことを大事に思ってるので、その辺りで気が合ったというか、意気投合したというか」

「そうなんだ。晴香から、弟が過保護だって話は聞いてたけど……うん。こうして今日、実際会ってみてよくわかった。瑛樹君と碧依は、やっぱり似てるね」

「それ、さっきも言ってましたよね。そんなに似てます……？」

「うん。瑛樹君がそういう性格だからこそ、碧依の気持ちもある程度理解できるんだろうし」

　それは、そうかもしれない。

　羽瀬川のお兄さんに対する気持ちを理解できるのは、自分もまた、同じようなタイプの人間だからだ。

「だからこそ……瑛樹君が、碧依の側にいてくれることが嬉うれしいんだ」

「……嬉しい？」

「僕はね、できれば碧依の男嫌いを何とかしたい。ずっと、そう思ってたんだ」

「そうなんですか？」

　そう尋ねると、彰さんは「うん」と言い、

「やっぱり心配だからね。今はよくても、これから先、大学に進学したり、就職して社会人になったりして……いつまでも男嫌いでいるわけにもいかない」

　彰さんの心配は、何となくわかる。

　確かにあの調子じゃ、これから先もっと苦労することも多いだろう。

「もちろん、好き嫌いは自由だと思うよ。でもせめて、敵意を持って男と接する態度だけは、何とか直して欲しいって思ってるんだ」

「なるほど……」

「そう思って、最近は少しずつ、碧依と距離を置くようにしているんだ。今はまだ、側で碧依のことを守ってあげられるけど、いつまでもそうするわけにはいかないからね。ちょっとずつ、自立していかなきゃいけない。……正直、すごく心配だけど」

　決して突き放しているわけではなく。

　彰さんは、心の底から羽瀬川のことを心配し、そういう決断をしたんだと思う。

　羽瀬川のことを語る彰さんの表情を見れば、それはすぐにわかった。

「だから今日はね、驚いたのと同時に、嬉しかったんだ。瑛樹君と一緒にいるところを見て、碧依も少しずつ変わっていってるんだ、成長してるんだ……ってね」

「成長……。正直俺は、羽瀬川との付き合いは短いんで、あまりよくわからないですけど」

「はは、瑛樹君はそこまでわからなくても大丈夫だよ」

　そう言い、彰さんは改めて俺の目を見ながら、

「そんな瑛樹君に、お願いがあるんだ。と言っても、特別なことをして欲しいわけじゃない。ただ……できればこれからも、碧依と仲良くして欲しい。成長してるっていっても、まだまだ碧依の男性嫌いは直ったわけじゃない。だから、色々と瑛樹君にも迷惑をかけることもあるかもしれないけど……」

　言われて、少し考える。

　俺はずっと、羽瀬川のことが苦手だった。

　だが、共通の目的を持って行動を共にするようになってからは、その感情にも少しずつ変化が訪れているのも自覚している。

　彰さんのこととなると、ものすごい行動力を見せるところとか。

　話せば意外と、普通に喋ってくれるところとか。

　少なくとも今は、以前まであった苦手意識はすっかり薄れている。

　姉ちゃんが勘繰るような、そういう事じゃなくて。

　ただ、一人のクラスメイトとして。そして、協力関係を結ぶ相手として。

　少しは信頼ができる相手だ、と。

「……そうですね。仲良くできるかどうかは、羽瀬川次第だと思いますけど」

「はは、確かに」

「でも……少なくとも俺は、羽瀬川のことは嫌いじゃないです。だから、向こうから離れない限りは、しばらく一緒にいるとは思います。……まあ、今日色々あったので、もしかしたら明日あしたには関係値がリセットされてるかもしれないですが」

　そんな俺の言葉を聞き、彰さんは満足げな表情を浮かべた。

「うん、ありがとう。そう言ってくれると嬉しいよ」

「別に、お礼を言われるようなことは特に……」

　実際、羽瀬川と一緒にいるのは、利害が一致しているからという部分が大きい。

　彰さんが期待するようなことは、何も起こらないとは思うが。

　その後、電話を終えて姉ちゃんが戻ってくると、時間も時間ということで、その日は解散することとなったのだった──。







「……疲れた」

　帰宅し、晩飯と風ふ呂ろを済ませ。

　俺は自室に戻り、体を投げ出すようにして、ベッドへ倒れこんだ。

　しばらく何を考えるわけでもなく、ボーッと天井を眺める。

　五分くらい経っただろうか。

　少しずつ。少しずつ。止まっていた思考が戻り……そこからは、今日一日の出来事を振り返る時間が始まった。

　羽瀬川との合流から始まって、映画、カフェでの出来事、彰さんとの話し合いの時間……。

　一日でこなすには、充分すぎるくらいのイベント量だ。

　そりゃ、疲れたなんて独り言が出てしまうのも仕方ない。

「……しかしまあ、わかってたことだけど」

　誰が聞いているわけでもない。

　だが、口にせざるを得なかった。

　心の中で、留めておくには大きすぎる感情だから。




「彰さん、いい人だったな」




　言った。言ってしまった。

　今日一日、彰さんを監視しての感想を。

　姉ちゃんのことを凄すごく大事に思ってくれているのは、ずっと見ていて充分なほどにわかった。少なくとも、当初想像していた『純粋な姉ちゃんを騙だまし、悲しませるようなことをする男』ではない事は、明らか。

　それは、姉ちゃんに対する態度だけではない。

　妹──羽瀬川に対する想いの大きさからも、彰さんがどういう人なのか、嫌というほど伝わってきた。







　そもそも、あの羽瀬川が、重度のブラコンになるくらいの人。

　そりゃ、悪い人なわけないんだよな……と、今更ながら、そんな結論に至る。

　見た目も性格もいい、剣道部のエース。おまけに家族想いで、品行方正が服着て歩いてるような完かん璧ぺきっぷり。

　……なんというか、ここまで完璧だと、諦あきらめざるを得ないというか。

「彰さんになら、姉ちゃんを……」

　そう、思わず呟つぶやいてしまう。

　姉ちゃんに相応ふさわしくない相手なら、俺が出て、一言言ってやろうと思っていた。

　だが現実はこれだ。

　俺の心配なんて、ただの杞き憂ゆうで。

　むしろ俺なんかより、よっぽどすごい人で。

　ふと目を閉じると、幸せそうな顔の姉ちゃんが思い浮かぶ。

　だが、隣にいるのは俺ではない。

　子供の頃から、ずっとそこにいたのは俺だったはずなのに。

「……でも」

　俺にとって、一番大切なのは、姉ちゃんに幸せになってもらうことだ。

　小さい頃、姉ちゃんを守ると決めたあの日。そう決意したことを覚えている。

　なら、今の状況はむしろ喜ばしいことかもしれない。

　……けど、それは。

「──寂しい、な」

　以前、羽瀬川と協力関係を結ぶ時、改めて実感させられた感情。

　姉ちゃんが、遠くに行ってしまう寂しさ。

　それを今、改めて強く実感している。

　実際、一緒に登下校をすることがなくなった。

　休日も、今日みたいに姉ちゃんはデートで家を空けることが増えるだろう。

　クリスマスや、誕生日といった特別な日。思い出を作る相手は、これからは俺ではなく彰さんだ。

　当たり前だったことが、当たり前ではなくなる。

　いつか、こんな日が来ることはわかっていた。

　わかっていたが……受け入れるには、まだまだ時間がかかりそうだった。
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　デートの尾行から二日後、月曜日。

　週末は姉ちゃんのこと、そして彰あきらさんのことで頭がいっぱいだった。

（折り合い、つけられる日は来るのかな）

　自分で、どう納得すればいいのか。

　そもそも納得できるのか。

　今もこうして考えながら、学校へと向かう俺。

　今日の放課後はどうしよう。また尾行するべきなのか。いや、彰さんには土曜日にバレちゃったわけだし、警戒されてるかも。でも、自分の中でまだ完璧に納得できたわけじゃないし……。

　そうして、姉ちゃんと彰さんのことで頭の容量をいっぱいに使ってしまっていたからだろうか。

　俺が、土曜日に起こった出来事の数々を、すっかり忘れてしまっていたのは。







（……めちゃくちゃ視線を感じる）

　別に、人の気配に敏感というわけではない。

　だが、自分に向けられる視線というのは、何となくわかるもので……。

　教室に入り、席に座った瞬間からずっと、斜め後ろに座る女子生徒──羽は瀬せ川がわ碧あお依いからの視線が気になって仕方がなかった。

　そういえば、すっかり忘れていた。土曜日、羽瀬川との出来事の数々を。

　一緒に尾行。カップルシートでの映画鑑賞。カフェでのキス騒動……。

　冷静になって土曜日のことを振り返ると、俺たちはもしかして、とんでもないことをしたのでは……？　という気分になってくる。

　恐らく、羽瀬川も同じなのだろう。

　でなければ、こうしてジッと睨にらまれる理由がわからない。

（……こういう場合、どうするのが正解なんだろう）

　何か一言でも、言葉を掛けるべきか。

　一応『監視以外に特に気にすることはなかった』と話し合ったわけだし、「俺は何も気にしてないよ」とか、「あの事は全部忘れたから」とか言うべきか？

　……いやでも、そんなことわざわざ言ったら、それこそ俺の方も意識してるみたいになるかもしれない。忘れてないじゃん、って。

　とはいえ、ずっと睨まれっぱなしというのもなんだか落ち着かない。

　さてどうするべきか……と、そこで思い出す。こういう時のために、連絡先を交換してるんじゃないか、と。

　同じ教室にいて、ＬＩＮＥでやり取りをするというのも変な話だが……どのみち、声をかけたら『教室で話しかけないで』と怒られそうなので、羽瀬川へはメッセージを送ることにする。

エイジ『なあ』

エイジ『さっきから視線が気になるんだが』

　すぐに返信があった。

アオイ『水みず野の』

アオイ『土曜日のこと、誰かに言ったら沈めるわよ』

　物騒だな。

エイジ『言わない。というか、言えるわけないだろう。キスされたとか』

　──ゴンッ！

　斜め後ろから大きな音が聞こえ、思わず振り向く。

　教室中に響き、他の生徒も何事かと視線を向けた。

　そして、視線の主──羽瀬川碧依は、近くの女子生徒に「ゴメンなさい、なんでもないから」とだけ謝り、またスマホに視線を落とした。

エイジ『ビックリした。何事だ』

アオイ『あんたが変なこと言うからでしょ！　思わずスマホ落としちゃったじゃない』

エイジ『別に、変なこと言った記憶はないが』

アオイ『私が濁して言ってるんだから、あんたもハッキリ言わないでよ』

　続けて、羽瀬川から。

アオイ『思い出すじゃない。一昨日おとといの私はどうかしてたの。勢いだけで、あんな』

　文章だけでも伝わってくる、羽瀬川の感情。

　それが、俺の方にまで伝わってきて……。

「瑛えい樹じ？　どうした、顔赤いけど」

「……いや、何でもない」

「そうか……？」

　隣の席に座る友人から、そんな言葉をかけられる。

　……駄目だ。俺まで意識してしまって、これ以上はよくない。

エイジ『悪かった。もう言わない』

アオイ『ええ、そうして。あと、一昨日のことは忘れるように』

エイジ『わかった』

　それ以降、メッセージが飛んでくることは無かった。

　同様に、突き刺さるような視線も、また。

（……とりあえず、フォローできたってことでいいのかな）

　と、そんなことを考えていると。




　──ブブッ。




　ポケットにしまったばかりのスマホから、バイブ音が聞こえてきた。

　まだ何か、言い忘れたことがあったのか……？　と、電源を入れ、画面を見る。

　すると、そこには。

『羽瀬川彰さんから、新着メッセージが届いています』

　という通知が。

　……え、彰さん？

　あれ。連絡先を交換した記憶はないんだけど……。

　というか、俺にメッセージって……何の用事だ？

アキラ『羽瀬川彰です。土曜日はお疲れ様。連絡先、晴はる香かに教えてもらいました』

エイジ『姉ちゃんに？　あの、何か用事でもありましたか？』

アキラ『うん。実は少し、話したいことがあって。というか、お願いなんだけど』

（……お願い？）

　姉ちゃん絡みのことか？

　それとも、羽瀬川のことで何か？

　面識は薄いし、あるとしたらそのどちらか──。

アキラ『今度の日曜日、遊びに行きたいなと思ってて。予定、空いてるかな？』

　──なるほど、まさかの俺だったか。







（……ビックリした。流石にそんなわけないよな）

　あの後、詳しく事情を聞くと、

『僕と晴香、それと瑛樹君、碧依の四人で遊ぼう』

　という誘いであると説明をしてくれた。

　場所は、『七浜ランドパーク』という遊園地。

　なんでも、元々姉ちゃんとデートをする予定だったが、せっかくだし四人で行ってみよう……ということになったとか。

『誘わなくても、瑛樹君と碧依は来ると思うし』

　とは、追記として送られてきた彰さんのメッセージ。

　要するに、尾行するくらいなら四人で遊ぼうというのが、彰さんの考えというわけだ。

（そう言われたら、断るわけにもいかないよな……）

　どのみち、デートすると知った以上、尾行することは避けられない。

　ということで、俺は彰さんに『わかりました』と返事をし、週末の予定を埋める形となった。

　羽瀬川の方へは、彰さんから連絡すると言っていたけど……どうなることやら。

　なんてことを考えていたら、知らぬ間にホームルームが終わっていた。

　クラスメイトが帰り支度や、部活動の準備を始める。

　俺も、土曜日のことがあったし、今日は尾行は控えておこうかな……と、まっすぐ家に帰ろうと思ったのだが。

　──ブブッ。

　今日大活躍のスマホが、またも新着メッセージの受信を伝えてくれる。

　スマホを取り出し、確認すると、

アオイ『放課後、長戸駅前のナクドナルド集合で』

　羽瀬川からの呼び出しだった。

　手紙でも、メッセージでも、相変わらず用件を書かないな……と思いつつも、今回は呼び出された理由に心当たりがないわけじゃない。

　週末のことで、何か話があるんだろう──。







　待ち合わせ場所に指定されたハンバーガー店──ナクドナルドに到着し、店内を見回す。

　……いた。相変わらず、人目に付かない隅の席を確保しているな。

「遅いわよ、水野！」

「無茶言うなって。これでも結構急いで来たんだぞ」

　というか、羽瀬川が早いんだよな。以前呼び出された時も、先にいたし……。

　とはいえ俺の方が遅れたのも事実なので、ひとまず「悪かった」と謝罪しておく。

　羽瀬川は「ふん、まあいいわ」と、その謝罪を受け入れてくれ、

「今日呼び出した理由、わかる？」

「日曜日のことだよな。彰さん、羽瀬川にも連絡するって言ってたし」

「ええ、そうよ。……って、いま最後、なんて言った？」

「え？　いや、羽瀬川にも連絡するって言ってたって……」

「ちょっと待って。てことは何、お兄ちゃんは先に水野を誘ったってこと？」

「いや、知らんけど。……ちなみに誘いが来たのは、３時間目が終わった後の休憩時間──ちょうど、羽瀬川とＬＩＮＥした後だったかな」

「あ、あの時ね……。私に来たのは、昼休み……」

　見るからに機嫌が悪くなり、ブツブツと恨み言を垂れ流す羽瀬川。

　いやまあ、言いたいことはわかるんだけど、それを俺にぶつけられても……というのが、正直な感想。

　わかるけどね。妹の自分より、他人を優先されて複雑な気持ちになるの。

　俺だって同じ立場なら、ここまで露骨には態度に出さないだろうけど、多少引っ掛かる部分もあるだろうし。

「ま、まあ、俺を先に誘ったのは、理由があるんだろう。例えば……そう、彰さんが誘えば、羽瀬川は行くって言うのはわかってたけど、俺に関しては読めない部分があったんじゃないか？」

「……つまり？」

「だから、要は……羽瀬川のことを、信用してるってことじゃないか。……多分」

　我ながら、割と無理な辻つじ褄つま合わせをしているなと思いつつ、それっぽい説得で羽瀬川を納得させようと努力してみる。

　けど流石に、こんな説得じゃ──……。

「──なるほど、確かに一理あるわね」

　一理あった。

　どうやら、信用という言葉の選択がよかったのか、羽瀬川は納得してくれた様子。

　そして、「それじゃ、本題に入りましょ」と満足げに話題を切り替えてくれた。

「それで日曜日だけど……あんたは、どうするつもりなの？」

「一応、行くって答えたけど」

「そ。水野も一緒なのね」

「一緒ってことは……羽瀬川も？」

「当然よ。二人きりで遊園地だなんて、見過ごすわけないじゃない」

「まあそうだよな」

　そう答えるだろうと思ってた。

　俺もまだ、姉ちゃんのことを諦あきらめきれてないし、彰さんのことを認めたわけじゃない。それは羽瀬川も同じはず。

　なら、当然日曜日のデートを見過ごすわけにはいかないだろう。

「……でも、遊園地かぁ」

　と、羽瀬川がポツリと言葉をこぼす。

「ん？　遊園地がどうかしたのか？」

「へっ。……もしかして、声に出てた？」

「ああ。なんか嫌そうな感じがしたけど……」

　そう言うと、羽瀬川はやや慌てた様子を見せる。

　なんだろう。口ぶりからして、一緒に出掛けることが嫌というよりは、むしろ──。

「遊園地、嫌いなのか？」

「はっ!?　そ、そんなことないわよ。大好きよ、大好き！」

　必死な態度が、ますます怪しい。

　けど、遊園地を嫌う理由なんて……ああ、そういうことか。

「……な、なによ。その『なるほどね』みたいなわかった顔は」

「いや。ただ、羽瀬川にも苦手なものがあるんだなって」

「ど、どういう意味？」

「嫌いなんだろ、遊園地。というか、絶叫系が」

「なっ──」

　考えれば、それが一番しっくりくる。

　そういう人、珍しくないしな。

　俺は別に、絶叫マシンは嫌いじゃない（むしろ好きだ）けど、全く乗れないって人もいるみたいだし。

「ち、違うわよ！　私は別に、ジェットコースターが苦手とかそんなこと一切ないわ！」

「そっか、そうなんだな」

「何よ、その『はいはいわかってます』みたいな顔！　さっきからずっと、わかったような顔してムカつく！」

「じゃあ、何で遊園地に嫌そうな顔したんだ？」

　ちょっと意地悪な質問だったか。

　俺がそう返すと、羽瀬川は「ぐっ──」と、声を詰まらせフリーズする。

　しかし、すぐにパッと何か閃ひらめいたような表情を浮かべ、

「──そ、そう。服のことで悩んでたのよ！」

「服？」

「そ、服装。だってお兄ちゃんと遊園地に行くわけでしょ？」

「俺と姉ちゃんもいるけどな」

「お兄ちゃんと二人で遊園地……そんなのもう、デートじゃない！」

「いや、俺と姉ちゃんもいるけどな」

「なら、当然服にも気を遣わないといけないわ。しっかり気合いを入れて、決めていかないと！」

「だから、俺と姉ちゃんも……って、もうそれはいいや」

　全然聞いてなさそうなので諦める。

　どうやらこの場は、そういうことにして言いくるめたいらしい。

「……はぁ、わかった。服のことで悩んでたんだな」

「そう、服のこと。それ以外のことでなんて、何も悩んでないわ！」

　これ以上、余計な火種を作るのも何なので、ここはそういうことで納得する。

　にしても、服装か……。

「そこまで気にすることか？　この前着てた服でいいんじゃ……」

「駄目よ！　だって……お兄ちゃんには、少しでも可愛いって思って欲しいもの」

「……まあ、羽瀬川がそう言うなら、俺は別に何も言わないけど」

　こだわりは、人それぞれだもんな。

　俺はそこまで見た目に頓とん着ちやくするタイプじゃないので、最低限、姉ちゃんの隣を歩いて恥ずかしくない恰かつ好こうを……くらいにしか考えてないけど。

　彰さん相手となると、まるで恋する女の子の悩みって感じだな。

「じゃあ、どうするんだ？　新しい服、用意するのか？」

「ええ、そうするわ。……そうだ、ちょうどいいし」

　と、羽瀬川はまたも何か思いついたような表情を浮かべ、

「水野、このあと暇？」

「まあ、一応は。晩飯作るから、あんまり遅くなるのはマズいけど」

「じゃあ、少し付き合って。買い物行くから」

「買い物って……もしかして、服を買いに？」

「そうよ。それ以外に、何もないじゃない」

　話の流れ的に、それはわかるが……。

「なんで俺も一緒に？　別に、一人でいいんじゃないか？」

「正直、あんた以外ならそうするわ。でも、お兄ちゃんに見せるために、男目線の意見が欲しいの。だから……」

「だから？」

「……まあ、水野なら別にいいかなって」

「……そ、そっか」

　驚いた。まさか、そんな風に言ってくれるとは。

「か、勘違いしないで。水野ならいいっていうのは、あんたがシスコンだから余計なこと考えなくて済むってだけよ。ホント、それ以外の理由なんてないから！」

「あ、ああ。もちろんわかってるよ」

「それに水野、どうせお姉さんの買い物にも付き合ってるんでしょ？　なら、ある程度はセンスも期待できるし、それに……」

　確かに、姉ちゃんの買い物に付き合うことはよくある。

　服を一緒に買いに行って、感想を述べるってのも、経験済みだ。

　ただ、それは姉ちゃん相手に限った話で。

　姉ちゃん以外の女の子と、そんな風に買い物に行った経験なんて、一度も……。

「──とにかく！　時間がないから、急ぐわよ！」

　話をぶった切り、立ち上がってそう口にする羽瀬川。

　どうやらこれは、付き合う以外の選択肢はなさそうだ。

　俺は、そんな羽瀬川に急かされるようにジュースを一気に飲み干し、一緒に店を出るのだった──。







　ショップに入って、まず羽瀬川に言われたのは、

「候補をいくつか持ってくるから、率直な感想をお願い」

　という台詞せりふだった。

　男目線の意見が欲しいと言っていたので、俺はどんな風に力になればいいんだろうか……と思っていたが、そういう形らしい。

　そう言うと羽瀬川は、店内をぐるっと回り、いくつか候補を絞り始める。

　その間、店内に残された俺は、女性向けのアイテムが揃そろった売り場に一人でいることで、若干の居心地の悪さを覚えつつも、

（まあ、姉ちゃんとの買い物でも、たまにこういうことあったしな）

　と、羽瀬川が選ぶのを待っていた。

　ちなみに、一緒に選んだり、アドバイスをしたりはしない。

　そもそも俺は、自分のファッションセンスに自信なんて一切ないし、今日羽瀬川が新しい服を買うのも、彰さんに見せるためだということをわかっているから。

　彰さんの好みは羽瀬川の方が圧倒的に詳しいと思うし、俺は言われた通り『率直な感想』を述べるだけにしておこうと思っていたのだ。

　なんてことを考えながら、羽瀬川のことを待っていると……。

「──ゴメン、思ったより時間かかっちゃった」

　数十分して、羽瀬川は候補を決めたと伝えに戻ってきた。

「もしかして、ここでずっと待ってたの？」

「ああ。勝手にどっか行くのもアレだし」

「そうだったの、待たせてゴメン。でも、店の外にいてもよかったのに」

「いいよ、別に。それより、選び終わったのか？　なら、着替えてきていいよ」

　そう言うと、羽瀬川は「わかった」と、試着室へと向かった。

　それに付いていく形で、俺も羽瀬川の後を追う。

「それでは、まずはこちらからどうぞ」

　自身がチョイスしたものであろう一式を店員さんから受け取り、試着室へと入る。

　そして、少しして……。

「……どう？」

　パッとカーテンが開き、制服からスタイルチェンジした羽瀬川が登場した。

　デニムのジャケットに、白のインナー。動きやすさを意識したのか、下はショートパンツというスタイルだ。

「わあ、とってもお似合いですよ！」

　俺が感想を述べる前に、隣にいた女性店員さんが先に褒めた。

　たとえ似合ってなくとも、そう褒めるだろうな……と普段なら思うかもしれないが、この時ばかりは、店員さんの言うことに嘘偽りはないと確信する。

　それくらい、羽瀬川にピッタリ似合ったファッションだったからだ。

　元がいいと言ってしまえばそれまでだが、本当に羽瀬川は、こういうファッションが似合うなと思ってしまう。以前、デートを尾行した際にも、似たようなことを考えたことを思い出した。

「うん。俺も似合ってると思うぞ」

　そう素直に褒める。

　やや真っすぐ過ぎた表現だったからか、羽瀬川はちょっと照れたような表情を見せたものの、「本当？」と笑みを浮かべる。

「どうされますか？　他のものも、着られますか？」

「あ、えっと……はい。色々、パターンを試してみたいので」

　羽瀬川の返答に、店員さんは「かしこまりました」と、その場を後にする。

「これに決めないのか？」

「迷ってるわ。けど、せっかくだし……それに、大事なのはお兄ちゃんが気に入ってくれるかだし」

「意外と自信ないんだな」

　正直、彰さんの好みは把握しているだろうと思っていたので、自信なさそうな表情を浮かべたことに少し驚く。すると、羽瀬川は、

「最近、休日に二人で出かけること減っちゃってたから。こういうちゃんとした私服を見せる機会もなかったし、最近のお兄ちゃんの趣味がハッキリとはわからないのよ」

「ああ、なるほど。だから俺を誘ったんだな」

「そうよ。男性目線で感想があると、違うと思うし」

　ふむ。そう言われると、多少は力にならないといけないかなという気になってくる。

　アドバイスだなんて、偉そうなことを言うつもりはないが……もう少し、ちゃんと感想を伝えるべきかもな。

「なら、その服についてもう少し感想を述べてもいいか？」

「え？」

「正直、羽瀬川はそういうちょっとカジュアルなスタイルの方が、似合ってると思う。他の候補がどんなのかはわからないが……確実に、姉ちゃんが選ぶ服とは、方向性が違うからな」

　特にショートパンツなんかは、姉ちゃんは基本的に選ばない。

　自信がないとのことで、遠慮するのだ。似合うと思うのに。

　そんなわけで、姉ちゃんが選ばないようなコーデをチョイスしたのは、正直アリだと思った。いい感じに差別化も図れるし、それに──。

「ぱっと見で、少し意識させられるんだよな。そういう恰好。羽瀬川はスタイルもいいし、男目線でいえばアリだと思うぞ」

　と、率直な感想を述べた。俺自身の趣味はともかく、男目線での感想だが。

　彰さんが、どういう印象を持つのかはわからないが……少なくとも、ズレているといううことはないだろう。

　なんてことを考えながら、伝えたんだが。

「……そ、そう」

　と、やけに小声での反応を見せた。

　……しまった、何か羽瀬川の機嫌を損ねるようなことを言ってしまっただろうか。

　さっきまで楽しそうな表情だったのが一転、そっぽを向くような形で、全くこちらに目を向けようとしない。

　もしかしたら、意識させられるって言葉のチョイスが間違ってたか……。いやでも、男目線での感想をって言われたしな……などと考えていると。

「──はい。私も、そう思いますよ」

　そう言いながら店員さんが戻ってきて、

「もう少しラフさを出すなら、スニーカーと合わせてみるのもいいかもしれませんね。彼氏さんの趣味に合わせていただくのもいいと思いますし。どう思われますか？」

　と、俺の方を見てそう尋ねてきた。

　俺も羽瀬川も、そんな店員さんの言葉に一瞬だけフリーズ。

　しかし、

「ち、違います！　彼氏とか、あり得ないですから！」

「そうです、そういう関係じゃないんで！　ホント！」

　と、思わず俺まで店員さんに、そう言っていた。

「へ？　……あ、申し訳ございません！」

　余りの剣幕に驚いたのか、一瞬呆ほうけた顔をした店員さん。

　しかしすぐに、「そうだったんですね～」とニコニコ。

「……」

「……」

　突然の爆弾投下に、何とも気まずい空気が流れる。

　というか、先日も彼氏、彼女のフリをしたりして、何とか互いに忘れようと話したばかりなのに……こんなにも早く、思い出させられることになるとは。

　すると羽瀬川は「……あの、これにします」と一言。

「大丈夫ですか？　他のも着てみなくて……」

「……いえ、大丈夫です。元々、第一候補でしたし」

　と、購入を決定。第一候補というのが真実か定かではないが、恐らくこれ以上ここにいるのは気まずいと思ったのだろう。

　結局羽瀬川は、今着ている服を購入することとなり……そのまま、すぐに店を出ることとなったのだった。







　帰り道が同じということで、俺と羽瀬川は二人で電車に乗っていた。

「お兄ちゃん、可愛いって思ってくれるかな」

　車内で、ポツリと羽瀬川が呟つぶやく。

　慌てて店を出たせいか、どうやら自信を持ち切れていないようだ。

　そんな言葉を聞き、俺は自身の手に持っている、羽瀬川が購入した紙袋を見せるようにして、

「少なくとも、変には思われないと思うぞ」

　と、それとなくフォローのような言葉を伝えておく。

　すると、羽瀬川は少し驚いたような表情で。

「……しまったわ。つい、言葉にしちゃってた」

　表情から、少し照れが見える。どうやら、無意識の発言だったようだ。

　恥ずかしさからか、俺の持っている紙袋を目にした羽瀬川は、

「そ、それより。袋、別に持ってくれなくてもよかったのに」

　と、口にした。そこそこ大きい紙袋だったので、羽瀬川に代わって俺が持っていたのだが──。

「なんか、癖なんだよな。姉ちゃんと買い物に行ったとき、いつもそうしてるから」

「ふうん、癖……ね」

　そう言うと、羽瀬川は上目遣いのような形で、俺のことをジッと見てくる。

「あんたって、変なところで気が利くと思ってたけど……それも全部、癖ってこと？」

「気が利く？　何が？」

「荷物持ったり、歩くスピード合わせたり……買い物だって、文句言わずにずっと付き合ってくれるし。土曜日一緒に行動した時も思ったけど」

「ああ、そういうことか。んー……まあ、癖なんだろうな。別に、意識してやってるつもりはなかったし」

「そ。ふうん……」

　思わず『癖』という表現をしたが、多分間違いじゃない。

　姉ちゃんと一緒に出掛けることが増えて、色々ネットで調べて勉強したっけ。

　いつしかそれが、自然とできるようになっただけで……まさか、姉ちゃん以外の相手にそのスキルを発揮する時が来るとは思わなかったが。

　……けど。

「まあ、でも……こんなことするの、姉ちゃんと羽瀬川相手くらいだろうからな。備わってても、大して意味のあるスキルだとは思わんな」

　と、思っていたことを口にする。

　俺としては、大して意味のあることを言ったつもりではなかったので、どうせ聞き流されるだろうな……と思っていたのだが。

「……はっ!?　な、なんでお姉さんと私だけなの？」

　思いがけず、羽瀬川は大きなリアクションをとった。

　驚いた表情を浮かべている。あれ、そんなに変なこと言ったかな？

「そりゃ、お前以外に仲のいい女性なんていないし……なんか、おかしなこと言ったか？」

「……ああ、そういうことね。いえ、別に。おかしなことなんて何もないわ」

　俺がそう説明すると、羽瀬川は、やや慌てた様子を見せた。

　態度の急変っぷりが気になって、「どうした？」と尋ねる。

　しかし羽瀬川は、

「な、なんでもないわよ。ちょっと変な勘違いしただけ」

　と、答えた。

　その勘違いとやらが何なのかを尋ねたかったのだが……。

「──次は、皆戸町。お降りのお客様は～……」

　という車内アナウンスが聞こえるや、

「それじゃ私、降りるから」

　そう言い、俺の手から荷物を受け取って。

「荷物、ありがと。……それじゃ」

　そそくさと、電車から降りて行ってしまった。

（……何だったんだ？）

　結局、何を勘違いしたのか確認することはできなかったが……まあ、羽瀬川に限って変なことじゃないだろうと、すぐに気にすることをやめるのだった。







　自宅に戻ったのは、二十時前だった。

（しまった、思ったより遅くなったな……）

　この時間だと、流石に姉ちゃんももう帰ってるだろう。

　一応、メールで『遅くなると思う、ゴメン』と謝っておいたが……急いでご飯の準備をしなきゃな、なんて思いながら、玄関のドアノブを捻ひねる。

「あら、お帰り。瑛樹」

　予想通り、姉ちゃんは先に帰っていた。

　まだ制服姿なところを見るに、さっき帰ってきたばかりだろうか。

「ゴメン、遅くなって。すぐご飯作るから」

「いいのよ、私も今帰ったところだし。それより今日は何してたの？」

「ん？　あー、ちょっと友達とね」

　と、ふわっと説明。果たして友達と呼んでいいのかはわからないが。

　しかし姉ちゃんは、その説明で相手に察しがついたようで。

「もしかして、碧依ちゃん？」

　と、笑顔で尋ねてきた。

　隠してもバレそうな雰囲気だったので、「まあ、そんなとこだよ」と相あい槌づち。

「そっか、今日も碧依ちゃんと一緒だったのね。二人とも、本当に仲良くなったのね」

「いや、仲がいいとか、そういうわけじゃ……」

　そう口にするも、はいはい、と返される。

　そして、

「そっかぁ。瑛樹にもいい子ができて……こうやって、遠くに行っちゃうのねぇ」

　と、そんなことをポツリと言葉にした。

　──遠くに行く。

　冗談交じりな口調だったので、姉ちゃんは本気で言っているわけじゃないんだろう。

　ただ俺は、そんな姉ちゃんの言葉が、ものすごく心に刺さった。

　遠くに行ってしまう。寂しい。

　それは、俺がここ数日、ずっと抱えていた気持ちだから。

　だからこそ俺は、思わず言い返すような形になってしまったんだろう。

「遠くに行っちゃうのは、姉ちゃんの方だよ……」

「え？」

　思いがけない返答だったのか、驚いた表情を見せる姉ちゃん。

　本当は、こんなこと言うつもりもなかったんだけど……駄目だった。

　思わず口にした瞬間、今まで我慢していた気持ちが崩壊し、俺は思っていることをすべて伝え始めていた。

「姉ちゃん、知らない間に彼氏できててさ。別に相談してほしかったとか、それが悪いとかっていう話じゃなくて……ああ、えっと、うまく言えないんだけど」

　どう言葉にしていいのか、わからなかった。

　何度か冷静に、自分の中で言葉にしたはずの感情なのに。

　いざ伝えようとすると、どう口にしていいのかが、わからない。

　しかし、そんな俺の言葉に姉ちゃんは、

「いいよ、ゆっくりで。聞かせて」

　と、優しく言葉をかけてくれた。

　本当に不思議だが……そんな姉ちゃんの言葉を聞き、優しい表情を浮かべる姉ちゃんの顔を見たら、少しずつ落ち着きを取り戻せた。

　伝えたいこと、俺の気持ち。少しずつ、言葉が湧き上がってくる。

「……姉ちゃんはさ、俺が姉ちゃんのことをすごく大事に思ってるって、知ってるよね」

「もちろん。瑛樹が私のことを大切に思ってくれてるのは、すごく伝わってくるもの。ちょっと心配性だなって思うこともあるけど……、でも、私のことをずっと守ろうとしてくれてたのよね」

「うん。一緒に登下校してたのも、姉ちゃんが心配だったからさ……。姉ちゃん可愛いし、変な男に言い寄られることも多かったから」

「可愛いって、別にそんなことないわよ」

　ふふ、と笑いながら、姉ちゃんは俺の言葉に返事をしてくれる。

「でも、瑛樹は本当に心配性よね。彰君とのデートにまでついてきて……」

「そりゃ、心配するよ。俺、姉ちゃんのこと大好きなんだよ？　そんな姉ちゃんに、いきなり彼氏ができたって聞かされて……どんな相手なのか、気になるのは当然だよ」

「そっか。だから瑛樹は、ずっと私たちのことを気にしてたのね」

　コクリ、と頷うなずく。すると姉ちゃんは──。

「──じゃあ、彰君のこと。私が色々教えてあげるわ」

「……へっ？」

「え？　だって瑛樹、彰君がどんな人なのかわからないから、心配なのよね」

「そ、そうだけど……」

「なら私が、彰君のことを色々教えてあげたら、瑛樹の不安も和らぐでしょ？」

　そ、そう来るのか……！

　少しだけシリアスな空気になりかけていたが、姉ちゃんのやや斜め上な発言により、そんな雰囲気は一気に壊れた。

「え？　もしかして、違う？　そういうことじゃないの……？」

　俺の反応に、姉ちゃんは慌てた様子。

　そんな姉ちゃんを見て、俺は急に体の力が抜けて、

「……ははっ。はははっ」

　笑いが出てしまった。

「ど、どうしたの、瑛樹？　急に笑って!?」

「い、いや、なんでもないよ。ただ、なんだか急に笑えてきちゃって」

　相変わらず、「ど、どうしたの？」と慌てている姉ちゃん。

　その姿を見ていると、俺は急に一人で色々悩んでたのがアホらしくなってきて。

「それより、ぜひ聞きたいな。彰さんがどんな人なのか、どうして付き合うことになったのかって話」

　そう、口にしていた。




　その後、姉ちゃんと彰さんの馴なれ初そめを聞いた。

　高校一年生の時から、部活動が一緒で知り合いだったこと。

　二年生になって、彰さんと話をする機会が増えたこと。

　話をするうちに、お互いの事を知っていき……気づいたら、好きになっていたということ。

　ぶっちゃけ、自分で聞いておきながら、姉ちゃんの惚気のろけ話はなかなかの大ダメージだった。

　でも改めて、姉ちゃんは本当に彰さんのことが大好きなんだな、ということがわかったし……そして同時に、姉ちゃんの幸せそうな表情を見て、その表情を曇らせたくないな、という思いも浮かんでいた。

　俺の願いは、姉ちゃんが幸せになってくれること。

　そして今、姉ちゃんは幸せそうな表情を見せてくれていること。

（……なら、やっぱり俺は）

　少しずつ、自分の中でモヤモヤしていた感情に、答えが出始めている。

　まだ少し、認めたくないという気持ちと、それでもやはり、いつかは認めなくてはいけないという気持ち。そのせめぎ合いは続いているが。

　と、姉ちゃんの話を聞きながら、そんなことを思っていると、

「でも、ゴメンね。いきなり彰君と付き合うなんて報告しちゃって」

「へ？」

　突然謝られて、思わずビックリした。

「瑛樹はさ、小さい頃から私の側にずっといてくれたじゃない？」

「うん、さっきも話したね」

「うん。そうやって、心配してくれるのはすごく嬉うれしかったよ。私も、瑛樹のこと大好きだから。……でもね、それがちょっと心配でもあったの」

「え？」

「瑛樹、朝も放課後も、ずっと一緒にいてくれたでしょ？　休日も、私と一緒に過ごすことが多くて……。なんだかそれがね、瑛樹を束縛してるようにも感じてて」

「そ、そんなこと……！　俺が好きでやってることだから」

「うん、瑛樹ならそう言うと思ってた。私も別に、迷惑だなんて思ってなかったし、だから何も言わなかったけど……本当はね、瑛樹にはもっと自由でいて欲しいなって思ってたの。私のことばっかりじゃなくて、自分のことにも目を向けて欲しいなって」

「自分のこと……」

「だから、最近はちょっぴり嬉しいの。前みたいに、瑛樹と一緒の時間は減っちゃって、私だって寂しいなって思う気持ちはあるけど……でも、碧依ちゃんと一緒に過ごして、ちょっとずつ色んなことに目を向けるようになって。そうやって、成長していくのかなって思うとね」

　……知らなかった。

　姉ちゃんが、そんな風に思ってたなんて。

　ふと姉ちゃんの姿を見たら、ずいぶんと大人びて見えた。

　子供の頃は寂しがり屋で、そんな姉ちゃんのことを守らなきゃと思った。

　それは、高校生になった今も同じで……だから、彰さんとの関係が心配で、つい尾行までしてしまって。

　でも、それは俺の勘違いだったのかもしれない。

　いつまでも、子供の頃と同じじゃないんだ。

　ずっと隣にいながら、姉ちゃんの成長に気が付いていなかったなんて、俺も大概鈍感だな……と、思わず笑ってしまいそうになる。

「あ、だからって彰君と付き合ったわけじゃないのよ？　本当に、彰君のことが大好きだったから……。いずれ瑛樹にも話そうって思ってたけど、その前に告白されちゃったから、伝えるのが後になって……」

「それはわかってるよ。姉ちゃんたちのことを見てれば」

　まあ、急なカミングアウトには俺も驚いたけど。

　でも、そういう事情があったんだな。というか姉ちゃん、ちゃんと俺に話そうとしてくれてたのか。

「それにね、さっきは冗談であんなこと言っちゃったけど……私は別に、瑛樹が遠くに行っちゃうだなんて、思ってないからね」

「え？　それって……」

「確かに、今までみたいに一緒にいる時間は減っちゃうけど……でも、瑛樹が私の〝大事な弟〟だってことは、変わりないもの」

「……あ」

「これから先も、ずっとね。だから別に、私たちが離れ離れになるわけじゃないわ。そりゃ、いつかは家を出て、別々に暮らすようになるかもしれないけど……もし住む家が変わっても、私たちが姉弟きようだいだってことは変わらない、そうでしょ？」

　そう言われて、俺はハッとした。

　彰さんと付き合うようになって、俺は心配と不安がずっと入り交じった状態だった。

　いつかこんな日が来ると覚悟はしてたけど、それでもやっぱり、今まで当たり前だった姉ちゃんとの関係が変わってしまう。

　もう、俺は用済み。そう思うと、すごく不安で……姉ちゃんが、どこか遠くに行ってしまう。そんな気持ちで、いっぱいだった。

　でも、そういうわけじゃない。そうじゃなかったんだ。

「だからね、瑛樹も不安に思うことはないのよ。これからも私たちはずっと〝姉弟〟なんだから」

　姉ちゃんの言葉を聞き、俺は今まで引っかかっていたものが、ストンと落ちた気がした。

　たとえどんなことがあっても、俺と姉ちゃんが〝姉弟〟であることには変わりがない。

　俺は、そんな当たり前のことを、すっかり忘れていたのだ。

「じゃあ、姉ちゃん。また二人で買い物行きたいって言ったら、ＯＫしてくれる？」

「もちろん。私も、瑛樹との買い物好きだもん」

「それじゃ、心配だからって、俺が姉ちゃんのことを気にかけ続けてもいい？」

「そうね……彰君に迷惑をかけなければ、大丈夫かな？　私は別に、瑛樹が心配してくれるのは嬉しいもの。ふふ」

「はは、そっか」

　そう言い、笑い合う俺たち。

　そっか、そうだよな。

　確かに姉ちゃんは彰さんと付き合い始めたけど、別に取られたなんて考える必要はない。

　そして……心配だって思うのも、当然のことなんだ。

「──ありがと、姉ちゃん。おかげで色々スッキリした」

「そう？　よかった」

「うん。改めてだけど、日曜日、楽しみにしてるよ」

「ふふ、私もよ。瑛樹が彰君と仲良くなってくれたら、私も嬉しいわ」

「どうだろうな、それは……。姉ちゃんの彼氏だし、仲良くできるかは微妙だけど」

　冗談交じりにそう言うと、姉ちゃんは笑ってくれた。

　この時俺は、彰さんに対する気持ちと、姉ちゃんに彼氏ができたという現実への向き合い方が、大きく変わったような気がした。

　後は、日曜日。

　彰さんたちと一緒に過ごして……最後の決断を、するとしよう。
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「……はぁ。なんか、すごく疲れた」

　自宅へと帰り、ベッドに座って一息。持って帰ってきた紙袋を見ながら、私──羽は瀬せ川がわ碧あお依いは、そうポツリと呟つぶやいた。

　慣れないことをしたせいなのか。

　それとも、慣れない扱いを受けたせいなのか。

　ただ学校帰りに服を買いに行っただけなのに、帰宅してからやけに体が重い。

　我ながら、大した提案をしてしまったなと、今日一日を振り返って思う。

　お兄ちゃん以外の男の人と、一緒に買い物に出かけるなんて……今までの私じゃ、絶対に考えられないようなことだ。

　自分でも、よくわからない。

　どうしてあの時、『水みず野のとなら』と思ったのか。

　ある程度のセンスを持ち合わせているだろうと思ったのは本当。

　お兄ちゃんに見せるわけだし、男目線での感想が欲しいと思ったのも、事実。

　けど……それだけの理由で、男性と。水野と、一緒に買い物に行ってもいいと考えたのは、提案しておいてなんだけど、ちょっと自分でもビックリしている。

「……はぁ、やめやめ」

　と、頭の中に水野の表情が浮かんで来たところで、私はそれを払うかのようにして立ち上がり、椅子に置いたままの紙袋に手をやった。

　そうして、今日買ったばかりのアイテムを取り出す。

「本当に、これでよかったのかな」

　結局、色々あって慌てて出て来ちゃったけど……もう少し、悩むべきだったかも。

　別に後悔してるわけじゃないけど、それでも他に選択肢を用意するべきだったんじゃないかな、とは少し思う。

　これを第一候補にしたのは、昔似たような服を選んだ時、お兄ちゃんが褒めてくれたから。

　といっても、あれからもう何年も経っている。

　当然、趣味だって変わってるだろうし……と思いつつ、鏡の前で買ってきた服を体に当ててみる。

「変、じゃないとは思うけど」

　色んな角度からチェックしてみる。客観的に自分を見るのはあまり得意じゃないから、正直似合ってるって自信はあまりないけど……。




『カジュアルなスタイルの方が、似合ってると思う』

『羽瀬川はスタイルもいいし』




「──っ！」

　ふと、ショップであいつから言われた言葉を思い出し、思わず動揺してしまった。

「……確かに、感想は欲しいって言ったけど」

　まさか、あんなにも歯に衣着せぬ感じで感想を伝えられるとは思わなかった。

　普段から、お姉さん相手に似たようなことをしているのだろうか。

　やけにスラスラと、感想が出てきていたような気がする。

　それに、慣れているという部分では他の面でもそうだ。

　さも当然のように、文句も言わずに私の買い物を待っててくれて。

　帰り道で、サッと私の手から荷物を受け取って……。

　こないだの尾行の時もそうだったけど、歩くスピードは合わせてくるし、お店のドアも先に開けて通そうとするし……別に、私相手にそんなことしなくてもいいのに。

「……って、だからなんで水野のこと考えてるのよ、私！」

　駄目だ。最近、一緒にいる時間が増えたせいか、ついあいつの顔が浮かんでしまう。

　今は、お兄ちゃんのために選んだ服をチェックしてるっていうのに。

「……似合うとか、そういう感想も。私への気遣いも、お兄ちゃんだけがしてくれれば、それで満足だし……」

　これ以上、今日のことを思い出すのはやめよう。

　でないと、何だかずっと同じことを繰り返してしまう気がする。

　そう思って私は、買ってきた服をクローゼットにしまい、自分の部屋を後にするのだった。







[image: 第四章　瑛樹と、碧依]







　七浜駅。都内から少し離れた場所に位置するこの駅は、日本でも有数の施設規模を持つテーマパーク『七浜ランドパーク』の最寄り駅ということもあり、休日はもちろん、平日ですらも人でごった返すような場所だ。

　家族連れから友達同士の若者、パークを愛するがあまり、一人で施設を利用するものまで。毎日、大勢の利用客が行き来する、人通りの多い場所である。

　そして、今日は休日。当然、パークへ足を運ぶ客が大勢いるわけで……。

「すごい人だ……」

「そうね、想像以上だわ」

　改札を抜け、駅の外に出るや、その人の多さに、俺も姉ちゃんも圧倒されていた。

「ちょっと離れたら、すぐにはぐれそう。瑛えい樹じ、気を付けてね」

「はは。姉ちゃんこそ、また迷子にならないようにしないと」

「あっ。瑛樹、覚えてたのね」

「もちろん。子供の時、姉ちゃん捜して走り回ったからなぁ」

　と、昔話をしながら、駅前を歩いていると。

「やあ、晴はる香か。それに瑛樹君も、こんにちは」

　イケメンに声を掛けられた。見るものを思わず惹ひきつけるような、爽さわやかな笑顔。

　こんな笑顔で挨あい拶さつをされれば、そりゃこうなるよな、と。

「おはよう、彰あきら君♪」

　隣で、今日一番の笑顔を見せる姉ちゃん。

　見れば、周囲の女性も何人か、彰さんに視線を向けている。

　やや頬を染めた彼女たちの内緒話は、内容を聞かなくてもわかる。

　それだけ、彰さんは注目を集めるに足る人物で……多分、その隣にも、思わず周りの視線を集める女性がいるからこそ、余計に注目を集めているのだろう。

「それに、碧あお依いちゃんも。今日はよろしくね」

　先日買った服を身に纏まとい、彰さんとともに集合場所へとやってきた女性──羽は瀬せ川がわ碧依。

　改めて思うが、やはり羽瀬川も頭一つ抜けた容姿だな。

　イケメンな彰さんと、美人な羽瀬川。

　そりゃ、こんな二人が並んで歩いていれば、自然と注目も集まるよなぁ。

　そこに、これまたずば抜けた容姿の姉ちゃんまで加わるわけで……。

　三人の関係を知らなければ、修羅場だと勘違いしてもおかしくなさそうだ。

　いやまあ、実際修羅場っぽい感じではあるんだが。

　そこに交じる、至って平々凡々な俺。本当にここにいていいのか、と思わざるを得ない。

「……どうしたの、水みず野の。さっきからボーッとして」

　と、そんなことを考えていると、羽瀬川から声を掛けられた。

「いや、別に。ちょっと敗北感を覚えてな」

「敗北感？　……ああ、お兄ちゃんに？」

「まあ、そんなところだ」

　肯定すると、ふふんと嬉うれしそうな表情を浮かべる羽瀬川。

「ま、そうでしょうね。今日のお兄ちゃん、特にカッコいいし」

　まるで、ファッション雑誌からそのまま飛び出してきたような恰かつ好こう。俺にはない身長の高さが、そのファッションをより引き立たせ、大人っぽく見える。

　一応、俺もそれなりに整えてきたつもりではあるのだが……素材の時点で負けてちゃ、どうしようもないってことか。

「デートのため、っていうのが気に入らないけど……まあいいわ。カッコいいお兄ちゃんを間近で見られたし、それにいいことも沢山あったもの」

「やけに浮かれてるな。いいことって、何があったんだ」

「ふふ、聞く？　どうしても知りたいって言うなら、教えてあげるわ」

　ずいぶんと上機嫌な羽瀬川が、くるりと一回りし、

「今朝ね、褒めてくれたの。新しい服、似合ってるねって」

「ああ、なるほど」

「最近、お兄ちゃんに服を褒められる機会なんてなかったから、もう嬉しくて……！　やっぱり思い切って、新しい服を買ってよかったわ」

「そりゃよかった。一緒に選んだ身としては、一安心だ」

「ええ、そうね。水野にも一応感謝しとくわ。ありがと」

　おお、本当に嬉しいんだな。

　あの羽瀬川が、こんな素直に感謝をしてくるなんて。

　それに、普段滅多に見せない満面の笑みだ。さぞ、嬉しかったんだろう。

　──と、そんなことを話している俺たちだったが。




「ねえ、彰君。今日の恰好……どうかな？　変じゃない？」

「うん、もちろん。すごく素敵だと思うよ。前のデートで着てた服も良かったけど、今日のワンピースもよく似合ってるね」

「うふふ、実はこれ、新しく買ったばかりなの。どうしても今日、彰君に見せたくて下ろしちゃった。彰君、こういう清せい楚そな感じが好きって、前に言ってたから」

「あ、覚えててくれたんだ。嬉しいな」




　ちょっと油断した間に、姉ちゃんたちは二人だけの空間を作り出していた。

　恋人同士の、甘い空間とでもいえばいいのか。

　間に入るのが無粋……というか、声を掛けられないような状況。

　というか、姉ちゃんまで新しい服を下ろしてたのか……。どうりで見覚えがないと思ったら。

「彰君も、今日はすごく素敵ね」

「ありがとう。どうかな、晴香の趣味的に、この恰好はアリ？」

「うん♪　というか、彰君が着るなら、全部アリになっちゃうから……」

「は、晴香。嬉しいけど、ちょっと恥ずかしいな」

　顔を見合わせ、思わずクスッと笑う二人。

　そして、そんな兄、姉を横目に、死んだような顔をしている俺と羽瀬川。

　特に羽瀬川の落胆ぶりはすごく、先ほどまでの笑顔はどこへやら、といった感じで。

「……違う」

「え？」

「私の時と、褒め方が全然違う……」

「褒め方……。ああ、なるほど」

　多分だが。

　彰さんは羽瀬川に、『兄から、妹へ向ける言葉』として、褒めたのだろう。

　実際、彰さんは意識的に羽瀬川との距離を作ってるっぽいし……あまり、含みを持たせた意味にはしないよう、気を付けたはずだ。

　一方、いま横で繰り広げられた会話はと言えば、まごうことなく、『彼氏から、彼女へ送る言葉』であり……。羽瀬川が落ち込むのも、無理はない。

　というか、俺も真横で惚気のろけられてダメージ喰らってるし。

　ただ……何故か今は、隣で落ち込んでいる羽瀬川の方が気になってしまう。

　さっきまでの嬉しそうな表情を間近で見ていた分、余計にそう思うのか。それとも、服を一緒に選んだからなのか。

　思わず羽瀬川のことを意識してしまった俺は、気づけば、

「まあ、なんだ。羽瀬川も似合ってると思うから、あんま気にすんな」

　と、フォローになっているのか、なっていないのか、なんとも微妙なことを伝えてしまった。

　別に、届かなくてもいい。

　ただ、落ち込んでいる羽瀬川を見て、そのままスルーというのが嫌だったので、何か言葉を……と発しただけだったのだが、意外にも羽瀬川は、俺の言葉に反応を見せた。落としていた肩が、ビクッと反応する。

　やがて、静かな口調で、

「……うっさい。あんたは一緒に選んだんだから、そう思うのは当然でしょ」

　言葉自体はぶっきらぼうなものだったが、いつものとげとげしさは感じない。

　言葉のトーンに、いつもの当たりの強さを感じないからだろうか。

　それとも、羽瀬川の頬が、珍しく朱色に染まっていたからか。

　思いがけないリアクションに、思わず驚く俺。

　そんな俺を見て羽瀬川は「何？　文句ある？」と、詰め寄ってくる。

「いや、別に」

　俺はそれ以上、羽瀬川には特に何も言わなかった。

　そして、

「ゴメン、二人とも。そろそろ行こうか」

　と、彰さんが声をかけてきたので、この話題はそこで打ち切り。

　俺たち四人は、そのまま園内へと入ることになった。







　パンフレットを読みつつ、園内を回る俺たち。

　しかし、気づけば二対二に分かれるような形になっており──。

「彰君、昔来たことあるんだよね？」

「うん、小さい頃にね。晴香は？」

「私も、子供の頃かな。初めての遊園地で、すごく楽しかったのを覚えてるわ」

「小さい頃の晴香か……。それはぜひ、見てみたかったな。すごくはしゃいでて可愛かったんだろうね」

「もう、彰君っ！　からかってるでしょ？」

「はは、ごめんごめん。でも、可愛かっただろうなと思ったのは本当だよ？」

「はぁ、恥ずかしいな……」

　なんて会話をする一組のカップル。

「……」

「……」

　そして、二メートルほど後ろを歩きながら、そんなカップルのやり取りを無言で見続ける俺たち。

　隣を歩く羽瀬川は、以前のデート尾行時よりもさらに、不機嫌そうな顔をしていた。

　当然だ、これじゃ前の尾行と何も変わらない。それどころか、姉ちゃんたちとの距離が短くなった分、二人の空間を間近で見せつけられるだけだからな。

　もちろん、彰さんも姉ちゃんも、俺たちがいることで気を遣ってくれているのはわかる。

　だから今、二人は手を繋つないでいたりはしないし、時折こちらを振り向いて、俺たちにも話題を投げかけてくれるし。

　しかし……時折流れる、二人の甘い空気は俺たち──特に羽瀬川には効果覿面のようで、さっきからずっと面白くなさそうな表情だ。

　一方の俺はといえば、確かに姉ちゃんたちのイチャつきを見てダメージは喰らっているものの……今までよりも、少し冷静な目で、二人を見ることができていた。

　姉ちゃんが、本当に楽しそうな表情を浮かべているからだろうか。

　それとも、先日の姉ちゃんから言われた言葉が、頭に残っているからだろうか。

　今は、嫉しつ妬とというよりも、むしろ──。

（……ちょっと、水野）

　なんて考え事をしていたら、羽瀬川から耳打ちをされた。

（なんとかしなさいよ、この状況）

（でも、姉ちゃん楽しそうだし……邪魔するのもなぁ）

（……？　水野、あんた……）

（どうした、羽瀬川？）

（……いいえ、なんでもないわ）

　それ以上、羽瀬川は何も言わず……結局一人で、姉ちゃんたちの間に入っていったのだった。




　その後、気になる乗り物に乗っていきながら、園内を一回りしていると。

「次、どこに行こうか。みんなは何か、気になるものはある？」

「気になる乗り物……。……あっ」

　彰さんに質問され、ぐるっと周囲を見回す。

　すると、目に留まったのは。

「ああ、ジェットコースターか」

　俺の視線を追いかけ、彰さんが頷うなずく。

「ここのジェットコースター、リニューアルしたって話を聞いて。気になるかといえば、ずっと気になってはいました」

　事前に園内を調べていた際、とにかくあのジェットコースターの宣伝をよく見かけたことを思い出す。リニューアルして、見事このパーク一番の目玉に昇格したとか。

　それに、姉ちゃんも俺も、昔から絶叫マシーンが大好きだった。

　子供の頃、一緒に来た時は『全制覇だ！』なんて言いながら、二人で色んな絶叫マシーンに乗った思い出があったりしたっけ。

　だからだろう。そんな俺と彰さんの会話に、姉ちゃんも、

「あ、いいわね。私も実は気になってたの」

　と、乗り気な姿勢を見せる。

「へえ。晴香、絶叫系は得意？」

「うん、大好き♪　小さい頃、瑛樹とよく一緒に乗ったもんね」

「そうだったね。ちなみに、彰さんは……？」

「僕も苦手ではないかな。瑛樹君と晴香が乗りたいって言うなら、全然いいよ」

　と、話が盛り上がる中。

　ふと、ここまで一切会話に交ざってこない人物がいることに気づいた。

（……あ、そういえば）

「……あっ。そういえば、碧依は苦手だったよね」

　彰さんと全く同じタイミングで、俺は先日の会話を思い出していた。

　口では『苦手とかそんなこと一切ないわ』と言っていた羽瀬川だが、あの慌てっぷりからすると、あれは恐らく嘘だろう。

　結局、『服のことで悩んでいた』と話題をすぐに切り替えられたので、すっかり忘れていたが……この提案はちょっと無かったなと反省。

　なにか別案を……と、パンフレットを開こうとした時。

「う、ううん。私、ジェットコースター平気になったから！」

　と、羽瀬川が先に口を開いた。

「そうなの？　碧依、いつの間に」

「ほら、友達と遊園地に来ることもよくあるし……。その時に、慣れたの。うん」

　と、自信満々といった態度を見せる羽瀬川。

　だが、そんな言葉がどこか強がりにしか聞こえないのは、俺だけではないようで。

「……大丈夫？　無理しなくていいからね」

　姉ちゃんが、心配の声を上げる。

　しかし、それが逆に羽瀬川のプライドを刺激したのだろうか。

「だ、大丈夫ですから！　ほら、いこっ！」

　と、乗り場の方角へ向け、ズンズンと歩き出して行ってしまった。

「あ、碧依──っ！」

　そんな羽瀬川を追いかけるように、俺たちもついていく。

（……本当に、大丈夫なんだろうか）

　正直、心配はあったが……今更止めても、聞いてくれそうにもない。

　俺たちはそのまま、順番待ちの列に並ぶこととなった。







　大体、三十分ほどの待ち時間らしい。

　コースターが一周するごとに、一歩、また一歩と乗り場へと近づく。

　だが、その度に、隣を歩く羽瀬川の足取りが重くなっていることに気がつき、

（おい、大丈夫か？）

（──ひゃっ！）

（……ひゃっ？）

　彰さんたちに気づかれないよう、ボソッと耳元で尋ねると、羽瀬川はビクッと体を震わせて声を上げた。

「ん、何か言った？　碧依」

「う、ううん。何でもないわ、何でも」

　顔を朱色に染めながら、そう返事をする羽瀬川。

　やがて、キッとした目をこちらに向け、

（ち、ちょっと、急に耳元で話さないで！　ビックリするじゃない）

（わ、悪い。でもさっき、羽瀬川も同じことしてただろ？）

　そう言うと、バツの悪そうな顔をする。

（……で、何だって？）

（いや、大丈夫かなって。さっきから足取りがずいぶん重いから）

（だ、大丈夫よ。別に、怖いとかそんなこと一切、これっぽっちもないから）

（まあ、羽瀬川がそう言うなら、これ以上は何も言わないけど……）

　そこで話題を閉じ、空いたスペースを埋めるように前へ進む。

　だが、やはり羽瀬川の足取りは、決して軽やかなものとは思えなかった。




　やがて、ついに俺たちの番がやってきて──。

「んー、この感じ久しぶり。ちょっと緊張しちゃうわ」

「大丈夫、晴香？」

「うん、ありがとう♪　大丈夫だよ、むしろ楽しみなくらい！」

「はは、そっか」

　前の座席に並んで座り、安全バーを下ろす二人。

　そんな二人のことを俺は、すぐ後ろのシートに羽瀬川と座りながら眺めていた。

　まあ、こういう席順になるだろうな、と覚悟はできていたので、ショックは少ない。

　それに……。

（姉ちゃん、本当に楽しそうだ）

　コースターの待ち時間も。園内を回っている時も。

　いや、前のデートも、一緒に下校をしている時だって。

　彰さんと話をしている時の姉ちゃんは、いつも本当に楽しそう。

　同じ笑顔でも、俺と会話している時とは、少し違う。本当に、少しだけど……多分、あの笑顔を引き出せるのは、彰さんだけなんだろうな。

（……やっぱり、俺は）

　と、二人を見ながら色々なことを考えていると、

「……」

　隣に座る羽瀬川が、まだ安全バーを下ろしていないことに気づいた。

「羽瀬川？」

「……えっ？」

「いや、安全バー。そろそろ下ろさないと」

「……そ、そんなのわかってるわよ！　いま下ろそうとしたところ！」

　また怒られた。……というか、お前。

「なあ、今ならまだ──」

　降りられるぞ、と。

　羽瀬川に告げようとしたタイミングで、スタッフさんが登場。「安全バー、下ろしますね！」と威勢のいい声で、まだ下りていなかった羽瀬川のバーを、そのまま下ろしてしまった。

　そうなってしまえば、後は身を委ねるのみ。

　少しして、スタッフさんの「行ってらっしゃい！」という掛け声とともに、ガコン、という音を響かせながら、ゆっくりと俺たちを乗せたコースターがレールを走りだした。

　ゆっくり、ゆっくりと。コースターは進んで行く。

　徐々に角度がついてきた。坂道を登り切れば、いよいよジェットコースターの醍だい醐ご味み、猛スピードでの下りが待っている。

　以前、絶叫マシーンが苦手な友人が、こんなことを言っていたっけ。

『ジェットコースターは、登ってる時が一番怖い』

　と。

　チラッと横目で見れば、その友人の言葉が間違いではなかったことがハッキリ分かるほど、羽瀬川は顔面蒼そう白はくで。

「……っ！」

　今にも死にそうな表情で、一点をただひたすらに見つめていた。

「おい、大丈夫か？」

「……だ、だいじょうぶ、よ」

　絞り出したような『大丈夫』が返ってくる。

　今のを聞いて「なら大丈夫か」とは流石に思えない。

「やっぱり強がってたのか……。無理なら無理って、言えばよかったのに」

「だ、だって、しょうがないじゃない！　お兄ちゃんも乗りたそうだったし、それに……」

「それに？」

「……あんたのお姉さんに心配されて、ムキになったっていうか」

　まあ、そんなことだろうとは思ってた。

　姉ちゃんに声かけられて、明らかに態度が変わってたしな。

　羽瀬川は「それに」と続け、

「正直、大丈夫だと思ったの。一応、昔乗ったこともあるし……」

「そうだったのか？」

「え、ええ。でも、いざ乗ったらそんなの関係なかったっていうか。……あの頃は、お兄ちゃんが隣にいてくれて、手を握ってくれてたし……」

　と、俺たちが喋しやべっているのに気づき、前の席に座る彰さんが心配そうに声をかける。

「碧依、大丈夫？」

　背もたれに邪魔され、表情までは窺えない。

　なので、

「だ、大丈夫よ！　心配しないで、お兄ちゃん」

　彰さんは、羽瀬川のそんな虚勢を信じるほかないのだ。

　この場で、羽瀬川のこの表情を見ることができるのは、隣に座る俺だけ。

　それはつまり……彼女の不安を和らげることができるのもまた、俺だけということだ。

（……本当にこいつは、お兄さんのことになると行動力がすごいっていうか）

　思わず感心するとともに、ジェットコースターに乗るきっかけを作ったのが自分ということで、かなり申し訳なさを覚えてしまう。




　この状況を作ったきっかけが俺だからだろうか。

　それとも、協力関係を結んでいるからだろうか。

　あるいは……羽瀬川と一緒の時間が増え、少し距離が縮まったからだろうか。




　今までだったら、絶対にあり得ない事だが……。

　俺は、そんな羽瀬川を見て思わず、

「代わりにはならないかもしれないけど」

　と、バーを握っていた右手を離し、そのまま羽瀬川にその手を差し伸べていた。

「……え？」

「手を繋つなげば、気が紛れるっていうなら」

　そう言うと、羽瀬川はジッと俺の手を見つめ、黙りこくった。

「……」

「……も、もちろん、嫌なら別に構わないぞ？」

　しかし、依然として羽瀬川は何も言わないままだった。

　提案しといてなんだが、正直「なに言ってんのよ！」と、スッパリ拒否されるのかと思っていた。

　だが、ジッと俺の手を見つめたまま、微動だにしない。

　……ど、どうすればいいんだろうか。この差し出した手は。

　無理やり握るわけにもいかないし。かといって見つめられてるから、引っ込めるのもなんだし……。




　──ガコンッ。
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　そんなやり取りをしているうちに、気づけば長い坂道を登り切って、下り前の直線コースに入った。

　もう、十秒もすれば落下するだろう。

　と、その時。

「……っ！」

　ギュッ、と。意を決したように、羽瀬川の左手が、宙ぶらりんになっていた俺の右手を握った。

　力強い。それが、第一の感想。

　だが、すぐにそんな力強さにも慣れて──。

（……あったかいな）

　右手から伝わる温もりと、女性らしい柔らかい手の感触を覚える。

　繋がった手から感じる、羽瀬川の緊張。

　それが伝染したのか、はたまた、別の理由があってのことか。

「──あ」

　思わず胸の高鳴りを覚えてしまった俺だったが……そんな感情は、地上五十メートルからの落下と共に、消え去ってしまうのだった。







「碧依、大丈夫だった？」

　およそ三分弱の空中遊泳を経て、地上へと戻ってきた俺たち。

　真っ先に心配の声を上げたのは彰さんだったが、そんな問いかけに羽瀬川は「大丈夫」と、先ほどまでの強がりとは違う、余裕のある声で返事をしていた。

　そんな羽瀬川の態度に、彰さんも安心したのだろう。

　それ以上は追求せず、「よかった」と、笑顔を見せていた。

（……冷静になって思うけど……結構凄すごいことしたな、俺）

　あの時は、とっさに『なんとかしてあげたい』と思って、思わず手を差し出したけど……改めて考えると、あの〝男嫌い〟な羽瀬川に対して、なかなか大それたことをしでかしてしまったなと、我ながら驚いている。

（でも……。繋いだんだよな、手）

　柔らかい感触が、今でも右手に残っているような気分。

　姉ちゃんと手を繋いだ時とは、また違う緊張を覚えて──。

　と、そんなことを考えながら、つい右手をジッと見てしまっていると。

「思い出してるの？」

「へ？」

「だ、だから。さっきのこと」

　と、羽瀬川が声をかけてくる。

　頬は赤く、目を合わせようとしない。

　そんな反応をしてくるとは思わなかったので、思わずこっちまで恥ずかしくなってくる。

「いや、まあ」

　曖あい昧まいな返事になったのは、羽瀬川の問いが正解だったから。

　ただ、それを正直に言うのも、何となく恥ずかしくて……結局、誤魔化すような返事をしてしまった。

「……い、言っとくけど。お兄ちゃんに喋ったら、許さないから！」

　ビシッ、と、羽瀬川は人差し指をこちらに向け、そう宣言した。

「わかってるよ。言うつもりはない」

「……そ。ならいいわ」

　そう言い、羽瀬川はさらりと髪をなびかせて、彰さんたちの方へ歩いて──行こうとした足を止め、クルリと向きを変え、

「あと、言い忘れてた。……その、ありがと」

　消え入りそうな、小さな声。しかし、確実に俺の両耳には届いた。

　ありがと、という、ぶっきらぼうな言い方。

　今までも何度か、羽瀬川に感謝をされて驚くという場面はあった。

　けど、何故か今は。

（……あれ）

　驚きというよりも、羽瀬川にそう言われて『嬉うれしい』という喜びの感情の方が、大きかった。

　理由は、よくわからないけれど。




「ふう。少し休憩しようか」

　ジェットコースターに乗った後も、園内をぐるっと回りながら、気になる乗り物をチェックし続けた俺たち四人。

　次はどうするか、と話すうちに、彰さんからの提案によって一度休憩を挟むこととなった。

「うん。喉のどが渇いてたから、ちょうどよかった」

「だと思った。それじゃちょっと、飲み物買ってくるよ。碧依と瑛樹君は、何がいい？」

「あ、じゃあ……お茶で」

「わかった。碧依も同じでいいかな？」

「うん」

　そう言い、席を立つ彰さん。その後を追うように、

「待って、彰君。私も手伝うわ」

「いいの？　ここで休んでくれてても構わないのに」

「ううん、一人じゃ大変だと思うから。ちょっと待っててね、瑛樹。碧依ちゃん」

　彰さんに付いていく形で、姉ちゃんも一緒にお店へと向かってしまった。

　そうして、この場に残ることとなった俺たち。

　羽瀬川は、俺の顔を見るなり、

「……はあ」

　と、大きなため息をついた。

「結構、ダメージ大きいみたいだな」

「そりゃそうよ。尾行の時より距離が近いし、お兄ちゃん、あんたのお姉さんと喋ってる時すっごく楽しそうだし」

「楽しそう、か」

　羽瀬川も、同じようなことを思ってたんだ。

　今日一日、姉ちゃんと彰さんのことを見ていて思っていた。

　本当に、お似合いの二人だと。

「……というか、水野は悔しくないの？」

「え？」

「だって、あんなに楽しそうにしてるのよ。私、ホントに悔しくて……お兄ちゃんの隣は、ずっと私だったのに」

　そりゃ、悔しいかそうでないかで考えたら、悔しい。

　姉ちゃんに「疲れてない？」って尋ねるのは、今まで俺の役目だったし、一緒にドリンクを買いに行くのだって……。その役割を奪われて、悔しくないわけない。

　だが、それ以上に俺は。

「確かに、悔しい。でも……彰さんとなら、って思ってる自分も少しいるんだ」

「え？」

「ここ最近、姉ちゃんたちを見てて思った。彰さんは、俺が心配するような悪い人なんかじゃない。……むしろ、姉ちゃんのことを凄く大事に思ってくれてる人だって」

「……」

「ま、それでも大事に思う気持ちは俺の方が大きいとは思うけど。でも今日は、少なくとも姉ちゃんを守らなきゃって気持ちはあまりなかったな。……まあ、二人のイチャつきを見せつけられて、ダメージを喰らったのは間違いないけど」

　いくら彰さんへの気持ちが変わろうと、そこは変わらない。

　だてに、十五年以上の時を一緒に過ごしてないからな。

　と、そう説明すると、羽瀬川は、

「……そ」

　一言だけ口にし、何も言わなかった。

　一応、お兄さんを褒めたわけだし、てっきり「当然でしょ！」くらい言われるかと思ったが……なんて考えていると、急に羽瀬川はスックと立ち上がり、

「……でも、私は嫌」

「え？」

　と、一言。やがて、少しして。

「お待たせ、碧依。瑛樹君。飲みもの買ってきた──」

「──お兄ちゃん。ちょっと私に付き合って！」

「え。あ、碧依！　ちょっと、待って……！」

　半ば強引に、彰さんの腕を抱き、どこかへと連れて行ってしまった。

　唐突な出来事に面食らった俺たち姉弟きようだいは、その光景をただぼうっと見ている他なかったのだった。







「何だか、申し訳ないことしちゃった気がするわ……」

　買ってきたジュースに口をつけながら、はぁ、と姉ちゃんがため息交じりに呟つぶやく。

　やや落ち込んだ表情を見るに、先ほどの光景を見て思うところがあったのだろう。

「姉ちゃんは、羽瀬川のこと、どれくらい知ってるの？」

「碧依ちゃん？　んー、前に会った時は、すぐ別れちゃったし……ちゃんと話したのは、今日が初めてかな」

「あ、そうなんだ」

「うん。でも、彰君から色々話は聞いてたから、何となくどういう子なのかは知ってたわよ。勉強ができて、すっごく可愛くて……それで、彰君のことが大好きなんだって」

　最後の一言だけ、やたらと感情がこもっていた気がした。

「姉ちゃん、知ってたんだ。羽瀬川が、彰さんのことを……って」

「碧依ちゃん、ずっと彰君にベッタリだったって聞いてたもの。でも、今日一緒にいて、改めて気づいたわ。私が想像してた以上に、彰君のことが好きだったんだ、って」

「よく気づいたね……。あんまり四人で話す時間もなかったと思うけど」

「まあ、何となくだけどね。表情とか、雰囲気を見てたら伝わってきたっていうか……」

　それに、と姉ちゃんは付け加えて、

「私も彰君のこと、好きだから。『あ、この子は私と同じだ』って、わかっちゃったの」

「そっか……」

　姉ちゃん、意外と羽瀬川のこと見てたんだな。

　あんまり察しのいい方じゃないと思ってたけど……女性同士で、何か通ずるものがあったのだろうか。それは、俺にはよくわからないことだけど。

「それより、いいの？　彰さん、連れていかれちゃったけど」

「んー。碧依ちゃんに、ちょっといじわるしちゃった気がしてたから、我慢しないとかなって」

「いじわる？」

「彰君のこと、独占しちゃってたから。碧依ちゃんだって、彰君と一緒に遊びたいって思ったと思うし。……なんかね、不思議なの。碧依ちゃんには負けたくない！　って気持ちになって、つい無意識に、彰君を独占しちゃってた」

　そういえば、と。朝からの姉ちゃんと彰さんの会話を思い浮かべる。

　四人で一緒にいるのに、姉ちゃんは彰さんと喋しやべることが多くて……カップルだから、それが自然かと思っていたけど、まさか意図的だったなんてな。

　と、驚いていると。

「それに、瑛樹もゴメンね」

「え？」

「結果的に、放っておいたみたいになっちゃったから。でも、そういうつもりじゃなかったのよ？　瑛樹は瑛樹で、碧依ちゃんと楽しそうにしてたから、大丈夫かなって」

「楽しそうだった……？」

「うん。違うの？　瑛樹、碧依ちゃんとお話ししてる時、ずいぶん楽しそうにしてた気がしたけど」

　まあ、今日は姉ちゃんと一緒に出掛けてるっていうのに、羽瀬川のことを考えている時間の方が多かったような気はする。

　楽しそうにしてた、か……。

　それについては、正直あまり自覚はないけど……でも、今日一日、姉ちゃんがずっと彰さんとベッタリだったのに、あまり寂しいと思わなかったのは、何だかんだ羽瀬川と一緒にいたからなのかもな、とは思った。

　今日の、姉ちゃんの楽しそうな表情。

　そして、自身の気持ちの変化。

　色んな感情が絡み合い、俺はようやく答えを出せるような気がする。

「姉ちゃん。こないだ言ったこと、覚えてる？」

「ん、どのこと？」

「ほら、姉ちゃんはいつまでも、俺の姉ちゃんだって話」

「ああ、その事ね。うん、もちろん覚えてるわよ」

「そっか。……改めて聞かせて。姉ちゃんは、これからもずっと、俺の姉ちゃんでいてくれるんだよね」

「ええ。瑛樹が嫌だって言っても、私はずっとお姉ちゃんよ」

「そっか。じゃあ、もう一つ。……姉ちゃんは、彰さんと一緒にいられて幸せ？」

「もちろん。瑛樹のことも大好きだけど、彰君のことも同じくらい大好きだから♪」

「はは、そっか」

　その言葉を聞いて、俺はようやく気づくことができた。

（そっか、そうだよな。姉ちゃんのことを奪われたわけじゃなくて、ただ──）




　　　　＊




　その後、少しして。

　戻ってきた羽瀬川兄妹きようだいと合流した俺たちは、お土産ショップへと足を運んでいた。

　あれでもない、これでもないと、お土産を選ぶ姉ちゃんと彰さん。

　一方で、大好きなお兄さんと二人きりで過ごしたというのに、羽瀬川の表情は決して芳しいとは言えなかった。

　その態度と表情で、何となく、どんな会話が繰り広げられたのかは想像がつく。

「なあ、羽瀬川」

「何よ」

「どうだったんだ、さっき。彰さんとどこに行ってきたんだ？」

「……観覧車」

「それはまた、思い切ったな。まあ、気持ちはわかるけど」

　男女で遊園地に行ったときの定番だしな。

　二人きりで邪魔も入らないし、ゆっくり話をするにはピッタリだ。

「で、その表情ってことは……上手くいかなかったんだな」

　やはり正解だったらしい。羽瀬川は、うぐっ──という声を上げ、

「話題を、あんたのお姉さんにしたことが失敗だったわ」

　と、語りだす。

「聞いたの。どうして晴香さんと付き合ってるのか。どこが好きなのかって」

「ああ、そうか……」

　容易に想像できる。その場面が。

「惚気のろけられたわ。そりゃあもう、嫌ってくらいあんたのお姉さんの話を聞かされた。部活でのこととか、休みの日の話とか……」

　そう言うと、お土産を手に取りながら仲なか睦むつまじく話をする姉ちゃんたちに目を向け、一つため息をつき、

「改めて思い知らされたわ。お兄ちゃんが、どれだけあんたのお姉さんを好きなのかって。もちろん、わかってたけど……遊びなんかじゃない。本気でお兄ちゃんは、晴香さんのことが好きなんだって」

「ああ、そうだな。それは俺もわかる。同じように、姉ちゃんの方も本気なんだってな」

　調べていくうちに、どんどん気づかされていった。

　彰さんは、本気で姉ちゃんのことを大切に思ってて。

　姉ちゃんもまた、本気で彰さんのことを大切に思っている。

　何よりも、彰さんの話をする時の、姉ちゃんの表情がそれを物語っているのだ。

（……伝えるなら、今がいいかもな）

　羽瀬川も、俺と似たようなことを思うようになっている。

　なら、ここで言葉にするのが一番いいかもと思った。

　さっき姉ちゃんと話して、ようやく納得できた結論を。

「なあ、羽瀬川」

「なに」

「もう、諦あきらめないか？」

「……諦めるって、何を？」

「姉ちゃんたちのことだよ。……悔しいけど、認めるしかないんじゃないか？」

「認めるって──」

　羽瀬川は、口をつぐんだ。次の言葉が出てこない、そんな表情だ。

　それでも、何とか絞り出すようにして、

「……あんたは、それでいいの？」

　その言葉には、色々な感情がこもっているような気がした。

　怒りだとか、悲しみだとか。そんな、複雑な声色。

「実は、今日ここに来る前から思ってたんだ。姉ちゃん、本当に幸せそうでさ。お前も、彰さんに同じことを思ってるんだろ？」

「それは……」

「正直、まだ認めたくないって気持ちはある。……でも、俺は思ったんだ。姉ちゃんの幸せを邪魔するのだけは嫌だなって」

　それは紛うことなき、俺の本心だった。

　彰さんは姉ちゃんのことを大事に思ってて。そんな彰さんからの想いを、姉ちゃんは幸せに思ってて。だとすれば、二人の関係に、俺が横から口を出すのは、やっぱり駄目なんじゃないかって。

　嫉しつ妬とはある。まだ彰さんのことを、認めたくないって気持ちも当然に。

　けど……それ以上に俺は、姉ちゃんの幸せを、第一に考えてしまうんだ。

　姉ちゃんは、俺の気づかないうちに、ずいぶんと大人になっていた。

　それこそもう、俺が守ってあげなくてもいいくらいに。

「だからさ、俺たちは……」

　それに……姉ちゃんが遠くに行ってしまうかも、という心配も、『私はずっとお姉ちゃんよ』という言葉のお陰で、寂しさを感じることはない。

　そして、きっと、彰さんも同じことを思っているはずだ。

　彰さんは、羽瀬川のことを凄すごく大事に思っている。

　短い付き合いだが、それは充分わかる。

　だからこそ……俺は。いや、俺たちは──。

「──じゃあ、私はどうすればいいの」

　自分の中で出した答えを口にしようとした瞬間。

　羽瀬川は、俺の言葉を遮るようにして、声を上げた。

「私には、お兄ちゃんしかいない。お兄ちゃんだけなの、私の側にずっとい続けてくれたのは……！」

「お、おい。羽瀬川……？」

　羽瀬川の声で、俺はようやくハッと気づいた。

　知らないうちに、羽瀬川が何かを怖がっているような表情を浮かべていることに。

　頭の中が、自分の伝えたいことで精いっぱいだった。

　だから……羽瀬川が、俺の言葉をどんな風に受け止めているのか。

　今、少し冷静さを取り戻して、初めて気づいたのだ。

「わかってるわよ、あんたに言われなくてもそれくらい……！　でも、私にはお兄ちゃんだけなの……！　だから諦めるとか、そういうことじゃないのよ！」

「そ、それはわかってるけど、でも……」

「うるさい！　あんたには、わかんないわよ！　知ったような口利かないで！」

　それはもはや、叫びに近かった。

　羽瀬川の声は、店内に響くほどの声量で、周囲の客も『何事か？』と、思わずこちらを振り向くほど。

　俺は、そんな羽瀬川に対してなんて言えばいいのかわからなくて……。

「──ッ！」

　その場から、走って逃げていく羽瀬川のことを、ただ見つめることしかできなかった。

（羽瀬川……）

　依然、周りのお客さんはこちらを見ている。『カップルの痴ち話わ喧げん嘩かか？』という声も聞こえてきて、どうやら俺たちは、かなりの注目を集めてしまっていたらしい。

　そして、その好奇な目は、一人残された俺に向けられる形となった。

「──瑛樹君！」

　騒ぎを聞きつけたのか、彰さんと姉ちゃんが、俺のもとへとやってきた。

「さっき、碧依の声が聞こえてきた気がするんだけど……何かあったの？」

「……すみません。ちょっと、喧嘩みたいになっちゃって」

「喧嘩……。わかった、とりあえず一いつ旦たん、お店から出よう。ここじゃ、ゆっくり話もできそうにないし」

「……そうですね」

　彰さんに促され、俺たちは一旦、外へ向かうことにした。







「──羽瀬川に、言ったんです。お互い、そろそろ前に進もうって」

「前に、か……」

　その説明で、彰さんは色々と察してくれたようだ。

　同時に、隣にいる姉ちゃんも「そう……」と、似たような反応を見せる。

「けど、言い方が悪かったのか、タイミングが悪かったのか……喧嘩みたいな形になっちゃって。すみません、俺、そんなつもりはなかったんですけど」

「いや、謝らなきゃいけないのは僕の方だ。瑛樹君にも、そして、碧依にも……」

　申し訳なさそうに、彰さんは言った。

「僕が、中途半端だったのがいけなかった。きちんと事情も話さないで、瑛樹君に碧依とのことを喋しやべったり、今日、こうして一緒に出掛けようって誘ったりしたから」

　彰さんの謝罪を聞きながら、俺は先ほど羽瀬川が口にした『お兄ちゃんしかいない』という言葉が、ずっと頭から離れずにいた。

　そういえば、以前も羽瀬川は、似たようなことを言っていた気がする。

　正直、俺も同じような気持ちを抱いていたから、勝手にわかったような気になっていた。俺と同じで、寂しくなるのが嫌なのだろうと。

　だが、あの様子は寂しさを覚えているというよりは、何かを怖がっているようだった。

『知ったような口利かないで』

　という、羽瀬川の言葉は、まさにその通りだと思った。

　俺は羽瀬川のことを知ったような気になっていて……でも実は、何も知らなかったのだ。

　──だから。

「彰さん、教えてください。どうして羽瀬川は、あんなに彰さんと離れることを怖がっているんですか？」

「瑛樹君……」

「……ううん、そうじゃない。俺が聞くべきは、多分……どうして羽瀬川は、男嫌いになったのか。どうして、彰さんにだけ懐いているのか……なのかな」

　なぜ羽瀬川は、あそこまで彰さんにこだわるのか。

　なぜ羽瀬川は、お兄ちゃんしかいない、なんて言葉を口にするのか。

　羽瀬川の男嫌いとブラコン、その二つは、きっと繋つながっている。

　そう思ったからこそ、こんな聞き方をしたのだろう。

「どうして僕だけに、か……」

　俺の言葉を繰り返すように、口にする。

　どこか、寂しそうな。昔を思い出すような。そんな口ぶりと表情。

　言いにくいことなのかもしれない。

　でも俺は、どうしても今、聞いておきたいと思った。




「……瑛樹君になら、いいかもしれない」

　少し考えたのち、彰さんは羽瀬川の話をしようと、口を開いた。

「私も、聞いていいの？」

「うん。晴香にもいずれ、話そうと思ってたから。これは碧依だけの話じゃない。僕にも関わりのあることだからね」

　そう切り出し、彰さんは子供の頃の話を始めてくれた。

「僕の家はね、母子家庭なんだ。僕と碧依、母さんの三人家族。……でも当然、昔は父親もいたんだ。僕が小学校に上がって、碧依はまだ幼稚園に通ってた頃だったかな」

「……昔は、ってことは」

「うん、離婚したんだ」

　彰さんは続ける。

「当時はね、何もわからなかった。ある日突然、母さんから『今日から三人で暮らすのよ』って言われて、ずいぶん混乱した記憶があるよ。だって、昨日まで当たり前のように一緒だった父さんと、もう暮らせないんだからさ」

　彰さんは、「でも」と続ける。

「同時に、少しホッとしたんだ。これでもう、父さんに怒られずに済むんだな、って」

「……え？」

「昔は、すごく優しかった。どんなに仕事が忙しくても、休みの日は一緒に遊んでくれて……。僕も碧依も、そんな父さんのことが大好きだった。特に碧依は、女の子ってこともあって、父さんがずいぶん甘くてね……すごく、懐いてたんだよ」

「……」

「でも、ある時を境に、急に人が変わった。明るかった父さんが、いつも怖い顔をし始めて……。休みの日なんて、一日中お酒を飲むようになってね。あの時は、どうしたんだろうって不思議だったんだけど、大人になってようやく知ったよ。あの時の父さんは、上司のミスを押し付けられて、会社の中での立場がかなり危うかったみたいなんだ。相当、追い込まれてたんだろうね。お酒に逃げて、僕らに対しても……」

　そこで、言葉を詰まらせた。

　話を続けようとする彰さんを、姉ちゃんが制止する。「もう、これ以上は大丈夫だよ」と。

　俺も、姉ちゃんと同じだ。

　あとの話は、大体想像がつく。そしてその想像はきっと、口にする方も、耳にする方も、誰も幸せな気持ちにはなれない話だということも。

　少し、沈黙が続き。彰さんはようやく、気持ちを落ち着かせたのか、

「──さっきも言った通り。碧依はね、特別父さんに懐いてたんだ。だからこそ、余計に『裏切られた』って気持ちが強かったんだと思う。父さんと離れてすぐは、ずっと部屋に引きこもってて……僕ですら、なかなか喋ることができなかったからね」

「そう、だったんですね……。今の羽瀬川からは、想像もできません」

「うん。正直、僕も辛かった。でも、僕は兄だから、妹を……碧依をなんとか守らないとって。一日でも早く、元気を取り戻せるようにしなきゃって、そう思ったんだ」

「彰君……」

「それから、毎日ずっと一緒にいたよ。小学校から帰って、ずっと碧依の側にいた。休みの日も、一日だって碧依の側を離れたことは無い。徐々に、徐々に、心を開いてくれるようになってね……そうして、ようやく前みたいに喋れるようになったんだ」

　彰さんは続ける。

「碧依にとって、僕は兄であると同時に、父親の代わりみたいなものでもあるんだ。今も、昔も。だから碧依は、僕に懐いてくれてるんだと思う。碧依が一番辛い時、ずっと側にいたのは僕だったからね」

　羽瀬川が、どうして男嫌いになったのか。

　そして、どうしてブラコンになったのか。

　ようやく、全部わかった。

　羽瀬川にとって彰さんは、言葉の通り、自分のすべてなんだ。一番辛い時、ずっと側にいてくれた唯一の存在……。

　先ほど、羽瀬川が口にしていた言葉を思い出す。

『私には、お兄ちゃんしかいない』

　あれは文字通りの意味だ。だからこそ、彰さんまでいなくなってしまったら、今度こそ本当に一人になってしまう。

　だから、あんなに怖がっているような表情だったんだろう。

（……俺は、そんな羽瀬川に対して）

　彰さんは、羽瀬川にとってのすべて。

　何も知らなかったとはいえ、そんな羽瀬川に対して『諦あきらめないか』だなんて、軽々しく言ってしまった。

「そうだったんですね。羽瀬川が男嫌いになったのは、男性を信用できなくなったから……」

「うん、僕もそうだと思う。そんな感情が積もって、いつしか敵視するまでになっちゃったんだろうね」

　彰さんはそう言うと、「だからこそ」と続けた。

「もっと、できることがあったんじゃないかと思うんだ。側にい続けたから、碧依は元気を取り戻した。でも……その結果、今がある」

「……」

　だからこそ彰さんは、羽瀬川の男嫌いを直したいと思ったのだろう。

　そんな後悔があったから。

　そしてそれを急いでしまったのは、姉ちゃんを好きになって……いつまでも妹の側にいることはできないと、改めて実感したから。

　そうなんじゃないかと、俺は思ってしまった。

「後悔してたからこそ、何とかしたいと思った。でも……それは、僕じゃ駄目なんだ。どれだけ僕が言っても、それは根本の解決にはならない。碧依はただ、言われたから改善しようとする。それじゃ、駄目なんだ」

　確かに。根本の解決にならないというのは、俺もそう思う。

　結局それは、彰さんに言われたからであって……羽瀬川自身の意思じゃない。そういうことだろう。

　それに多分、羽瀬川の男嫌いは、彰さんが言葉一つですべて解決できるような問題でもなさそうだ。表向きはよくなったとしても、実際は何一つ解決には繋がらない気がする。

　そんなことを思っていると、彰さんはジッと俺の方を見て、

「そんな時、現れたのが瑛樹君だったんだ」

「俺、ですか」

「うん。君と一緒にいる碧依を見て、思ったんだよ。どんな事情があったにしろ、碧依が男性と一緒にいることを許している。もしかしたら、これをきっかけに、ちょっとずつ変わっていけるんじゃないかなってね。……けど、少し急ぎすぎたのかもしれない」

「彰君……」

「ようやく見つけたきっかけだったから、つい焦ってしまった。そのせいで、碧依を傷つける形に……」

　彰さんは、誰よりも羽瀬川のことを大事に思っている。

　だからこそ、少し冷静さを欠いてしまったのだろう。

「いつまでも、碧依の側にい続けるわけにはいかない。それはきっと、碧依も僕も、幸せな結果にはならないはずだから。……そんな風に思ってた時に、晴香と付き合うようになって、決意したんだよ。今が、その時だって」

　その時──。

　つまり、羽瀬川の男嫌いを直し、半ば依存のような形になっていた兄妹きようだいの関係を、修復しようということか。

「瑛樹君、本当に申し訳ない。せめて、ちゃんと事情を話していれば、こんなことにはならなかったのに。それと……巻き込んでしまって、本当にゴメン」

　そう言い、頭を下げる彰さん。

「もう一度、碧依とちゃんと話してみることにするよ。そこできちんと、僕の気持ちを伝えて……碧依に、謝ろうと思う」

「うん。私も、それがいいと思うよ。碧依ちゃん、彰君のことが大好きだから」

　そう言い、彰さんの手を取る姉ちゃん。俺は、そんな話を聞いて……なんて言っていいのかわからず、ジッと黙ってその様子を見ていた。

　やがて、少し落ち着き……彰さんはスマホを取り出し、羽瀬川に電話をかけた。

　しかし──。

「……出ないな」

　羽瀬川は、その電話を受けることは無かった。

　確実に、スマホは持っている。先ほど使っているのを見ていたから、それは間違いないはず。

「大丈夫かな、碧依……」

　彰さんが、心配そうな表情を浮かべる。

　しかし、何度か電話をかけるも、まったく繋つながらない。

　それはつまり……彰さんの電話すら、拒否しているということだ。

（羽瀬川……）

　それを自覚した途端、羽瀬川を心配に思う気持ちが更に増した。

　この状況を作った原因だから、という理由だけじゃない。

　協力関係を結んでいるから、という使命感でもない。

　俺は、今──。




　──羽瀬川碧依という一人の女の子を、一人の男として純粋に心配しているんだ。




「……俺、捜してきます」

「えっ。瑛樹君……！」

　気づいたら、足が勝手に動いていた。

　どこにいるかもわからない。どこへ向かうべきなのかも。

　ただ俺は、羽瀬川のことが心配で……居ても立っても居られなかったのだ。







「はぁ……はぁ……」

　季節は秋だというのに、気づけば汗だくになっていた。

　広い園内を、ひたすらに走り回る。時には、人混みをかき分けながら。

　最初は、苦手なタイプだと思っていた。

　愛想は悪いし、文句ばかり言うし……姉ちゃんとはまるで正反対。どれだけ時間を重ねようとも、わかり合えることはないだろう。そんな風に思ったこともある。

　けど、少しずつ一緒の時間が増えていき、気づいたこともある。

　彰さんのことが大好きで、時にはちょっと暴走してしまうこともあって……でも、あいつはいつも、お兄さんのために一生懸命だった。

　そんな姿が、何となく自分と重なるように見えて……少しずつ、羽瀬川に対する気持ちが、変わっていったように思う。

（……ああ、そうだな。姉ちゃんの言った通りだ）

　さっき、姉ちゃんが言ってくれた、羽瀬川と一緒にいると、なんだか俺が楽しそうに見えるという言葉。

　今頃になって、自覚した。そうだ、俺は羽瀬川との時間を、楽しいと思っていたんだ。

　初めて、本当に気が合うやつと出会ったような気がした。

　あいつの話は、すごく共感できたし……俺の話もまた、羽瀬川はすごく共感して聞いてくれる。

　多分、世界中探しても、これほど気が合う相手はいないだろう。

　だからこそ、俺は──。




　羽瀬川を見つけて、ちゃんと話がしたい。謝りたい。

　これで、俺たちの関係が終わるなんて、絶対に嫌だ、と。

　そう思うんだろう──。




　　　　＊




　走って、走って、走って。

　すっかり息も切れ、頬を伝う汗が地面にポタポタと落ち始めた頃。

「──見つけた」

　俺はようやく、ベンチに座っている羽瀬川を見つけることができた。

「……水野？」

　羽瀬川は、驚いた表情を浮かべる。どうしてここに、と。

　見れば、目が赤く充血していた。ここで一人、ずっと泣いていたのだろう。

　羽瀬川は、グイッと袖そでで目をぬぐい、ジトッとした目で俺を見ながら、

「どうして追いかけてきたの？　別に、放っておけばいいじゃない」

「そりゃ、あんな風に逃げられたら心配するし、放ってはおけないだろ」

　そう言うと羽瀬川は、ふうんと冗談交じりの口調で、

「心配してくれたんだ。あんたが、私を」

　と、口にする。その言葉に対し、俺は間髪を容れず、

「当たり前だ。心配しないわけないだろ」

「……っ」

　そんな俺の言葉に、羽瀬川は「……そ」と、小さく呟つぶやき、目線を落とす。

　そして羽瀬川に対して俺は、ふう、と息を整え、

「悪かった。知らなかったとはいえ、無神経なことを言って」

　ようやく、羽瀬川に謝ることができた。

　そんな俺の言葉に、驚いた様子を見せる羽瀬川。

「……もしかして、聞いたの？」

「ああ」

　主語はなくとも、会話は通じる。

　羽瀬川は依然、目線を落としたまま「そっか」と言い、少しずつ語りだした。

「……頭ではわかってても、そう簡単に納得なんてできなかったの」

「わかってた？」

「水野が言ったことよ。言われなくたって、お兄ちゃんが幸せそうなのは充分わかってたわ。……知らなかった。お兄ちゃんが、あんな風に笑うんだって」

「そう、だったのか……。羽瀬川、そんな風に思ってたんだな」

「ええ。……だから私も、同じ。水野が言う通り、お兄ちゃんの幸せを願うんだったら、私は諦あきらめなきゃいけないって、わかってたの。でも……」

「……」

「……でも、お兄ちゃんがいなくなっちゃったら、私、本当に一人になっちゃう。また大事な人が遠くに行っちゃうんだって思ったら、私……」

　ポタリ、と、地面に水滴が落ちる。

　そんな姿を見て、言葉を聞いて、俺は一つ勘違いをしていたことに気が付いた。

（羽瀬川も、同じことを思っていたのか……）

　俺と同じように、羽瀬川も納得をしようとしていた。

　ただ、最後までそれができなかっただけなんだ。

　それは多分、俺が姉ちゃんに抱いている気持ちよりもはるかに、彰さんへの想いが強くて……だからこそ、ずっと悩んでいたんだろう。

　どうやっても、自分の心に決着をつけられない、と。

「……隣、座るぞ」

　そう言い、俺は羽瀬川の隣に腰を下ろす。

　そうして、空を見上げながら……今、羽瀬川に伝えたいと思ったことを、言葉にした。

「俺も、同じだった。姉ちゃんが遠くに行ってしまう。それが、たまらなく寂しいって。だから羽瀬川みたいに、俺もずっと自分を納得させられなかった」

　黙りこくったままの羽瀬川に、俺は「だから」と続ける。

「姉ちゃんに、打ち明けたんだよ。遠くに行っちゃうみたいで寂しいって。……そしたら、言われたんだ。『遠くになんて行かない。私はずっと瑛樹のお姉ちゃんだよ』って」
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「……え？」

「その時、ハッとしたよ。確かにその通り、たとえ隣にいるのが俺じゃなくなったって、姉ちゃんとの関係がなくなるわけじゃないんだって」

　寂しいと思うのは当然だ。

　姉ちゃんの隣が、俺でなくなってしまうのだから。

　──でも、遠くに行ってしまうなんてことは、俺の勘違いだった。

　そう。俺と姉ちゃんは、絶対に切れることのない『姉弟きようだい』という関係で繋がっている。

　だから、たとえ彼氏ができたって、姉ちゃんと離れ離れになるわけじゃない。

　ただ、単に──。

「単にな、姉ちゃんのことを、大切に思う人が一人増えただけなんだって気づいたよ」

　俺は今日、羽瀬川に伝えたかった一番の言葉を、ようやく口にすることができた。

　これが、ここ数日でまとめた、俺の考え。

　彰さんのことを認めて、姉ちゃんの幸せを願って……ようやく納得することができた、俺の答えだ。

「……どういう、こと？」

　ゆっくりと顔を上げながら、羽瀬川が尋ねてきた。

　涙に濡ぬれた羽瀬川の顔をジッと見つめ、俺は言葉を紡ぐ。

「言葉通りの意味だよ。たとえ姉ちゃんに彼氏ができたって、俺と姉ちゃんの関係は何も変わらない。離れ離れになるわけじゃないし、今までの思い出がなくなっちゃうわけじゃない」

「離れ離れ……」

「うん。だから、羽瀬川が心配する必要はないよ。だってお前は……これからもずっと、彰さんのことを大事に思い続けるだろ？」

「……そんなの、当たり前じゃない。どんなことがあっても、お兄ちゃんを大好きだって気持ちはずっと、変わらないわ」

「なら、大丈夫だ。羽瀬川がそう思ってるように、彰さんもお前のこと、同じくらい大事に思ってる。だから、俺と同じだよ。彰さんのことを大切に思う人が、羽瀬川以外に一人だけ増えた。それだけのことだ」

「……あ」

「そりゃ、悔しいけどな。一番そばで見守れなくなるのは。でも……それが姉ちゃんの幸せだって言うなら、俺は喜んで受け入れる。俺にとって一番大事なことは、姉ちゃんが笑顔でいてくれることだから」

　そう、だから……。

「俺はこれからも、姉ちゃんのことを気にかけると思う。心配だってする。そりゃ当然だ、家族なんだから。だから、ちょっとでも姉ちゃんを泣かせるようなことがあったら、すぐに飛んでいけるよう……二人のことは、これからも〝監視〟し続けるよ」

　羽瀬川に、そう伝えながら。

　俺は俺で、自分にそう言い聞かせているような気持ちにもなった。

　ずっと、心の中で思っていたこと。それを、ようやくきちんと言葉にできた気がする。

　姉ちゃんのことを、大事に思うのは当然で。

　だから、心配するのもまた、当たり前のことで。

　でも……それは決して、離れることが怖いとか、そういう心配じゃない。

　大切な姉の、幸せを願う。弟のそんな、純粋な気持ちなんだ。

　だから、彰さんのことは認める。姉ちゃんと付き合うことに、もう反対はしない。

　でも……『姉ちゃんを守る』と決めたあの日の誓いは、いつまでも忘れずにいる。

　そう、決めた。

「……そっか。水野の考えは、よくわかった」

　そう言うと羽瀬川は……トンッ、と、隣に座る俺の胸に、顔を埋めた。

「……水野は、すごいわね。そうやって、自分で答えを見つけられて」

「羽瀬川だって、思ってたんだろう。なら、同じだ。その区切りをいつつけられたか、その差だけだよ」

　抱きしめるような形になり、少しだけ鼓動が速くなるのがわかる。

　けど、俺はそんな羽瀬川の行動を、嫌だとも、迷惑だとも思わない。

　むしろ──。

「……まあ、それと。お前は独りぼっちにはならないよ」

「……それ、どういう」

「だって、これからも俺は、お前とこうやって姉ちゃんと彰さんのことを話したり、相談したりしたいって思ってるからさ。だから……まあ、その、なんだ。もしもの時はさ、さっきのジェットコースターの時みたいに、少しくらいは不安を取り除いてやることもできると思う、ってこと」

　柄にもないことを言って、少し顔が熱くなる。

　けど、これは今、絶対に伝えたいと思う言葉だった。

　俺じゃ、彰さんの代わりになんてなれない。というかそれは、羽瀬川も望んではいないだろうし、俺もそのつもりはない。

　でも、少しでも。

　たとえちょっとでも、羽瀬川の力になれるのであれば……俺は、俺のやり方で、何だってしようと、そう思っていた。

　姉ちゃんを守ると決めた、あの日のように。

　そう、心に誓ったのだ。

「……ぷっ。あんた、そんなこと考えてたの？」

「ああ、そうだよ。悪いか？」

「悪いに決まってるでしょ。私のことなんて、ほっとけばいいのに」

「なんというか、その選択肢はなかったな。不思議なんだけど……どうやら俺は、羽瀬川と一緒に過ごす時間を、思ったより気に入ってたらしい。だから、まあ……そのためなら、多少のことはしてあげたいなって」

「…………ふうん、そ」

　相変わらず、羽瀬川は俺の胸に顔を埋めたままだ。

　表情が見えず、何を考えているのかはわからない。

　でも、俺はそれでもかまわなかった。

　だって、ずっとそのままってことは……俺の言葉を、受け入れてくれたってことだと思うから。

　──そして、少しして。

「──ゴメン。もうちょっとだけ、あんたの胸、借りるわ」

　羽瀬川はそう言い、肩を震わせ始めた。

　俺も、そんな羽瀬川のことを受け入れるようにして……。

　彼女の頭に、ポンと右手を乗せるのだった。




　　　　＊




　やがて、五分くらい経っただろうか。ようやく羽瀬川は、顔を上げた。

「あー、いっぱい泣いてスッキリした」

　そして、俺の服を濡らした犯人はと言えば、すっかり晴れ晴れとした表情を取り戻しており。

「……ありがと。おかげで、元気出た」

「そっか、よかった」

　そんな羽瀬川の表情につられ、俺も思わず笑顔になってしまう。

　すると、

「──っ」

　急に羽瀬川の顔が、赤くなった気がした。

「……どうした？」

「い、いや、別に……」

　どうしたんだ？　泣いて笑ったかと思えば、今度は顔を背けて……。

「あ、もしかして泣き顔見せたくないとか？　別に、今更な感じもするけど……」

「ちが──っ！　……う、わけじゃないけど、なんていうか」

「……？」

「……と、とにかく、今の、お兄ちゃんたちには全部内緒だからね！」

　依然、顔は背けたまま、羽瀬川は強い口調でそう言った。

「今の？」

「だから……。ああもう、全部ったら全部よ！」

　すっかり羽瀬川は、元気を取り戻してくれたみたいだ。

　前はあんなに苦手だと思っていた羽瀬川のキツイ口調だが、今はそれを聞いて、ホッとしている自分がいる。本当に、不思議なことだが……俺は、そんな羽瀬川のいつもの姿を、もっと見たいと思ってしまい、

「はいはい。というか、泣きたいのは俺だって同じなんだからな？」

　と、いつもの調子で、軽く返事をした。

　そうすれば、ほら。

「……絶対、貸さないからね？」

　いつもの羽瀬川の、睨にらむような目が見られるんだから。

「別に、借りようとは思ってないから大丈夫だ」

「ふん。当然よ、当然。お兄ちゃん以外に、貸したりなんてしないんだからっ」

　いつものように、言い合いのような形になる。

　けど今は……それが、たまらなく嬉うれしくて、ホッとするのだった──。







「──で、これからどうするんだ？」

　話し合いも一段落し、羽瀬川に問う。

「色々、考えたわ。でもやっぱり、私もお兄ちゃんの幸せを邪魔したくない……」

「うん」

「それにあんたの言う通り、お兄ちゃんは遠くに行っちゃったりしないものね。だからもう、別れさせたりとか、そういうことは考えないようにするわ」

「そっか。ちゃんと、自分を納得させられたんだな」

「ええ。その代わり、お兄ちゃんを悲しませることがあったら、すぐに飛んでいく。あんたのお姉さんだからって、容赦はしないわ」

「物騒だな。まあ、姉ちゃんに限ってそんなことは絶対起こりえないけど……」

「あんただって、似たようなこと言ってたじゃない。ま、それは同じね。お兄ちゃんが、そんなことするわけないもの……」

　互いにそう言い合い、目が合う。

　すると、なんだか急におかしくなってしまって。

「……ふふっ」

「……ははっ」

　つい、笑いが出てしまった。

　結局、俺たちは変わったようで、変わってない。

　俺たちはきっと、これからも姉ちゃんたちのことを気にかけ続けるだろう。

　心配だってするし、嫉しつ妬とだってする。

　当然だ、互いにとって、一番大切な存在なんだから。

　それは、昨日までの日々と、何も変わらない。

　けど。一番大事なところは、きちんと変わることができた。

　俺たちはもう、『遠くに行ってしまう』なんて、不安に思うことはないのだから。

「とりあえず私、お兄ちゃんたちに謝るわ。迷惑かけてゴメン、って」

「うん。なら、俺も一緒に謝ろう。事の発端は、俺でもあるからな」

「そ。……で、私もちゃんと話す。これからもお兄ちゃんのことを好きでいていいのかって。ずっと、気にかけ続けてもいいのか……って、ね」

「そうだな、それがいい」

　そう言うと、羽瀬川はスックと立ち上がり。

「私、これからもずっとお兄ちゃんのことが好きだと思う。彼女ができたことを認めても、それは絶対に変わることはないと思うわ」

　そして、「でも」と、続け、

「もう、不安に思ったりすることは、あんまりないと思う。だって、お兄ちゃんはいつまでも、私のお兄ちゃんだってわかったし、それに……」

「それに？」

「……もし、寂しいって思うことがあっても、吐き出せる相手ができたもの」

　そう言うと羽瀬川は、とても自然な、まったく裏を感じさせない微笑を見せて。

「だから水野も──ううん、瑛樹も、まだまだ私に協力するのよ？　私とあんたの協力関係は、これからも続くんだからねっ！」

「羽瀬川……。……ああ、もちろんだ。碧依」

　そうして、俺たちはこの日。

　改めて、協力関係を結び直すのであった──。







[image: エピローグ]







　その後、彰あきらさんたちと合流した俺と碧あお依いはまず、迷惑をかけてしまったことを謝った。

　俺たちは、二人のことが心配だったこと。

　けど、必要以上に干渉しすぎてしまったことなど……二人が付き合い始めてから今日までの出来事を、すべて包み隠さずに。

　しかし、彰さんと姉ちゃんは。

「謝らなきゃいけないのは、僕の方だよ」

「うん。私も、二人にはゴメンって言わなきゃって思ってた」

　と、逆に謝罪をされてしまう形となった。

　こうして、俺たちは互いに謝り合うような形となり……結果、わだかまりを残すことはなく、その場を収めた形となった。

　姉ちゃんとは、すでに何度も二人で話したから、俺はこれでもう言うことはない。

　だから、後は碧依だけ。

　結局、その日は時間も遅くなったということもあって、解散することとなり……碧依と彰さんの話は、自宅に戻ってゆっくりする、ということに。

　だが、俺は一切心配していなかった。

　碧依のあの表情と、大丈夫という言葉を、信じていたから──。







　──そして、翌日。

　姉ちゃんと一緒に登校することがなくなり、俺は他のクラスメイトと同じように、朝のホームルームが始まる十数分前に登校するようになっていた。

　ガラッと教室のドアを開ければ、すでに何人かのクラスメイトが来ており、談笑したり、授業の準備をしたりしながら、時間を過ごしている。

　まだ少し慣れない環境だが、俺はそんな喧けん騒そうの中、自分の席へと向かう。

（……あ、碧依、もう来てたのか）

　結局、今朝まで碧依から連絡が来ることはなかった。

　もしかしたら、報告の一つでもあるかも……と、スマホを手放さないようにしていたのだが。

　まあ、別に心配をしているわけじゃないので、大丈夫だとは思うけど……一応、後でＬＩＮＥのメッセージでも送っておこうかな、と、そんなことを思いながら、席に着き、鞄かばんから教科書を取り出していると──。

「──瑛えい樹じ、おはよう」

　と、誰かが俺の名前を呼び、挨あい拶さつをしてきた。

　女の子の声だ。俺にとっては聞き慣れた──だが、この教室では、絶対に聞くことはないと思っていた相手の声。

「……？　なによ、その驚いた顔」

　思わず、顔を上げると──そこには、碧依が立っていた。

　怪け訝げんそうな顔で、ジッと俺の方を見てくる。

「い、いや。そりゃ驚くだろ。だってここ、教室だぞ？」

「ああ、そういうこと。確かに、今まではそうだったものね」

　ふと、教室の視線が、こちらに向いていたことに気づく。

　女子生徒は、何やら色めきたった声を上げ、男子生徒は、驚きやら嫉妬やら尊敬やら、色んな感情が籠こもったような眼差しを向けてきている。

　そりゃ、当然こんな反応にもなるだろう。

　あの男嫌いの羽は瀬せ川がわ碧依が、教室で男子生徒に親し気に話しかけたのだ。

　それも、下の名前で呼んでいると来たもんだ。

「……いいのか？　普通に話しかけてるけど」

「別に。そりゃ、他の男だったら、こんなことしないけど……」

　でも、と碧依は続け、

「瑛樹だったら、別にいいわ」

　と、口にした。

「……そっか。なら、俺も用事があれば、普通に話しかけていいってことだな。碧依」

「ええ、特別に許可してあげる。その代わり、必要以上に話しかけるのはダメだけどね」

「はは、そっか」

　そんなやり取りを、興味深そうに窺うクラスメイトたち。

　俺と碧依に向けられた視線に、何となく気恥ずかしさを覚えた俺は、

「で、碧依は何の用事があって、俺に話しかけてきたんだ？」

「ああ、そうだったわ。瑛樹、ホームルームまで時間ある？」

「ああ、別に用事はないけど」

[image: ]

「そ。じゃあちょっとついてきて。ここで話すのもなんだし」

　と、碧依は親指を立ててドアの方へと向ける仕草を見せた。

　教室の外に出よう、という意味だろう。

　すぐに意図を汲くみ取とり、立ち上がる。そして、碧依の後を追うように、教室から出ていく最中、

『──ねえ、あれってどういうことかな!?』

『名前で呼び合ってたよね、二人とも!?』

『えーっ！　もしかして、もしかするの!?』

『クソ、裏切り者が……！』

　と、俺たちが教室を出てすぐ、ざわつきが一層大きくなったのがわかった。

　聞こえてるんだよな、外まで。全部。

「なあ、碧依。本当によかったのか？」

　俺はたまらず、もう一度質問をする。

　今までの態度から、教室で話しかけるなんて絶対にあり得ないと思っていたから少し、いや、かなり驚いてるし……碧依にも当然、いま教室で繰り広げられている会話は聞こえているはずだ。

　だから、念を押すような形で質問をしてしまったのだが、

「だから、いいって言ってるでしょ。どっちみち、これからも協力関係でいるんなら、教室で話した方が楽だと思うし……ただそれだけよ」

　と、語気を強めてそう言った。

　気のせいか、少し頬が赤らんでいる気がする。

　そんな碧依の態度に、困惑の方が強かった俺も、少し意識が変わる。

　ちょっとだけ、鼓動が速くなった。そんな気がした。

（……とりあえず、１センチ以上は、信頼してもらえるようになったと思っていいのかな）

　自覚した鼓動の速さは、少しは増した信頼度に対する喜びからなのか。

　それとも、他の理由があるのか。




　──結局、今の俺にはわからなかった。

















あとがき






　男嫌いなクラスメイトの美少女に「……あんただけは、特別」なんて言われたいなぁと思ったこと、皆さん一度はありますよね。僕は何度もそんな妄想をし、そしてこの度、その妄想を漫画動画、小説という形で実現しました。




　こんにちは、ミヤと申します。

　この度は『男嫌いなクラスの美女が、実はブラコンだと知ってしまった結果。』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　本作は、YouTube チャンネル『漫画エンジェルネコオカ』にて投稿されていた漫画動画を、小説化した作品となります。

「男嫌いな美少女に、『俺だけは特別』って思ってもらいたい」「超シスコンの主人公と、超ブラコンのヒロインがラブコメしたらどうなるんだろう？」という思いつきから始まった本作。

　漫画動画を制作する際、どうすればヒロインが魅力的に、そして物語が面白くなるだろう……と試行錯誤を繰り返し、なんと１００万再生を超える、人気シリーズとなりました。すんごいやんばい数字ですよね、ありがたい限りです。

　そして小説版は、それらを更にパワーアップさせるべく、尺の都合で漫画動画では描き切れなかったシーンの追加や、原作エピソードの強化といった形で、更に面白い物語を描くことができたのではないかと思っています。

　特に、瑛えい樹じのカッコよさが際立つシーンが増えたおかげで、碧あお依いの可愛さもよりマシマシになったかなと思います。楽しんでいただけましたら幸いです。




　ここからは、謝辞に移ります。

　まずは小説版の担当をしてくださったＫさん。通常の作品と違い、漫画動画との連携なども必要だった本作、様々な作業にご尽力いただきまして、本当にありがとうございました。本作が無事に刊行できたのは、Ｋさんのおかげです！

　続いて、小説版のイラストを担当してくださったむにんしき先生。原作の良さを活かしつつ、動画版とはまた違った、魅力溢あふれるイラストを描いていただき、本当にありがとうございました！




　そして、動画版でイラストを担当してくださった、いち先生。本作がここまで大きな作品になったのは、間違いなく先生の力あってのことです。いつも、素敵な漫画を仕上げていただき、本当にありがとうございます！

　また、原作でボイスを担当してくださった、狛こ茉まつ璃り奈なさん。狛茉さんの素敵なボイスのおかげで、より一層、キャラクターの魅力が深まっていると思います！

　その他、動画制作に携わってくださっている編集者さんや、ネコオカ運営チームの方々。小説刊行に際し、ご尽力くださった関係者の皆さま……。

　色んな方のお力があって、こうして作品を世に送り出すことができました。

　本当に、感謝しかありません。ありがとうございます。

　そしてもちろん、原作を愛してくださっている動画版の視聴者さんや、小説版を読んでくださった読者さんにも、特大の感謝を伝えさせてください。

　本当に、本当にありがとうございます！




　それでは、また２巻でお会いできることを願いつつ──。


ミヤ　　






























男おとこ嫌ぎらいなクラスの美び女じよが、実じつはブラコンだと知しってしまった結けつ果か。








ミヤ





角川スニーカー文庫





2022年7月1日　発行





ver.001





©Miya, Muninshiki, Ichi 2022





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『男嫌いなクラスの美女が、実はブラコンだと知ってしまった結果。』

2022年7月1日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p275.jpg





item/image/m003.jpg
il

g O v

o BF N,

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/m004.jpg
"

/
ot 11
e

e MO NUIN G < F Y

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/m001.jpg
N =00\,

/

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/p115.jpg





item/image/m002.jpg
Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/p279.jpg
H6 AW S T2
Soral e
iy ..vaEm,)ﬂ.nr. /|

W\ L

RS NR






item/image/m007.jpg
BEdfE, (v BES mEw

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/m008.jpg
Ny—oOmH

/

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/m005.jpg
/
ol 11 98
—

i) T, T >y or 50y g@F

TN

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/m006.jpg
®© =3 ¥

\e/

ASS &, )

N

Otoko Girai na
Class no Bijo ga
Jitsu wa
BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka





item/image/allcover-001.jpg
#E IY
[RHBOEV ] [P5U—IV U<
V1] EBLEIRTLES, BULERS
AT TS, SHEETU—DYFU
A549—ELTBIHPELTVET,
BRYIU—IVOAS S OHBRME
REUIH, FUBOTOKTT,

1520 EIALE
BOODERNTESTVET,
ROV STFCFHNIBTT,

PR-AFRGEALE
P-4 AFTERGLOW

e
‘otoko Gital na

iy
ClatseBijo oo ditsy wa

BRAKON.cato
Shittosnimatta Kokka

RINAZ—~H =M

a0

YRIVEREKERBE. BHS [REHTELOS £U
5 Ifeo BESIBERMHBHIH, F— b
ERIFLTUDE AL RS CTARERTHELLEY
ZOEHE. EORBEOCROBROTHRBEISAAA N -
PSR [REPBNHTSIAVE S IBATI
[FEDBAINYRIVE ATl AFSEIERE
WA B HREBRCE S AR, REHY TILEBN
EOSBOBAE LTF— NF BT LTI T BRI
DESNEEBEFAT B [BRIIES E 4511

YRAYX TSIV DEERT S LAE DA ST AT B






item/image/allcover-002.jpg
RHBOIN | [FSU—TULRELB
EREETRTOES, EBULERS
&, FEETU-OVFY

*v595-BR LB
SACDHFELTBYES. L5E
B9 51 hIRIALETHIBLNTY |
nem BELC Y ST E
DBRTT. WU &
& DDSEHBUET.

N

A-AFAN 5
PI-F Y42 AFTERGLOW

T U HC A 0 BN LN G

Y

&=

Xm

=p

BX—3—11N;

SREONUNG S





item/image/p101.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p225.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　大好きな姉に彼氏ができた



		幕間①　その時、碧依は



		第二章　男嫌いなクラスの美女と……



		第三章　俺と姉ちゃんは、いつまでも



		幕間②　ふと、鏡の前で



		第四章　瑛樹と、碧依



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p259.jpg





item/image/titlepage.jpg
BHVE 7 ANRRH,
RRTFAVEEM> TLED/AER,
3

BINAZ—H—XE
23203






item/image/toc-001.jpg
Otoko Girai na

Class no Bijo ga Jitsu wa

BRAKON dato
Shitteshimatta Kekka

oo—7
g5
RFERBWMICHENTEE o0
BEEO
085 < DERBIKIE
F-=
%mb\737510)¥ﬁt """ 089
E==
BEMBEPAIF VDETDE 4y

2HO®
201 B\t\ %@Eﬁt‘\

FEME
B 220K 205





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p047.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
o7

FEVION PN N )
€50 ROMI-KF<
[ 3N = pe = g

B3 QU EE D o O 042





item/image/kuchie-005.jpg
&y BE
" SAREYIULEPoR

RICFBAEDBA g

&
IAVR.ENEB»DT
BEE.BASLVLTEN UL
read QRGN BREEDGEE
S55h! IWBEBEFLIER>TENS
I EBUMDIER D g

2K
BEtsnmnb!

BREDAEFEESIAT,
HENTHREL RBE s

BO=ABOTBNESERER
ERLSPWZS5 &0 e

QB """ BACE>CC.ABEUTHESICBofh
B

Read —

[ )
O 250, TN EE SEHCHEBLD






item/image/kuchie-002.jpg
/' MIZUNO E1J)f

Bftied

/7

&

.

2 /)

B R
£4:
£ S
34
DT
o®EL
51
|

[

ORISR > 4ok






item/image/kuchie-003.jpg
VL
N [vesnusess \\
\ @0 BRI S5 O =
N B OB ~ 2 -
N - \ \
/ 1) g
- 4 A

| oSy
O R SEIEWRIOWN°






